
別紙

条件付き一般競争入札（事後審査方式）の公告

公 告 日

工事番号

工　　種

工 事 名

施工場所

工事完成期限

予定価格

低入札調査基準
価格

その他

から まで

開札日時

開札場所 小矢部市役所 講堂（４階）

入札保証金

契約保証金

積算内訳書

入札の無効 小矢部市期間入札実施要領第７条による

令和3年1月20日 9時39分

設計図書の配布

免除

納付必要（請負代金額が500万円以上の場合）

要（入札時に、入札書と同封して提出）

質問に対する回答期限

　小矢部市ホームページ「事業者向け」―「入札案内・資格申請」に掲載
する設計図書を、ダウンロードにより取得する。

令和3年1月13日

令和3年1月15日

設計図書に対する質問期間

持参又は郵送入札書の提出方法

総務部財政課入札書の提出先

令和3年1月8日 令和3年1月18日

入札書の提出期間 持参の場合の受付時間は市役所開庁日の8時30分～17時15分

郵送の場合は、期日内に指定郵便局必着

管

本店、支店又は
営業者の所在地

・平成31・令和2年度小矢部市建設工事入札参加資格者名
簿の管工事において、Ａ等級又はＢ等級に登録されている
者

・準市内業者に認定された者

期間入札入札方法

工事概要

（期間入札の場合）

・小矢部市条件付き一般競争入札実施要領第３条

  10,830,000 円(消費税及び地方消費税相当額を除く) 

令和3年1月5日

小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事

小矢部市　鷲島　地内

令和3年 3月26日

等級又は総合評
価値

健第2号

電気設備工事　一式

機械設備工事　一式

設定有り
　当該基準価格を下回る入札が行われた場合は、落札者の決定を保留し、
後日、入札参加者に結果を通知する。

ガス給湯器（LPG91.9kw）設置 5台

入札参加資格
・小矢部市内に主たる営業所を有する者

外部ガス配管敷設工事　一式



令和２年度 健　第 ２ 号

小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事

工 事 実 施 設 計 書

小 矢 部 市



令和２年度 小矢部市役所

　 　　　課長　　　　　　　課長補佐　　　　　　設計　　　　　　精算　　 浄書

　 設　　計　　書

小矢部市 鷲島 地内

小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事

工事金 円 （うち消費税及び地方消費税相当額 円）

　 　
小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事

工事 ・ガス給湯器（ＬＰＧ91.9ｋｗ）５台

・外部ガス配管工事一式

大要

　



本工事費内訳書 ｐ．1

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考

小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事

・ 直接工事費 1.0 式

　

・ 間接工事費計 ①＋②＋③ 1.0 式 　 （２）

共通仮設費 ①

現場管理費 ②

一般管理費 ③

・ 工事価格 （１）＋（２） 1.0 式

計上 工事価格の丸め 1.0 式 （３）

・ 消費税及び地方消費税相当額 （３）×10％ 1.0 式 （４）

・ 請負対象工事費計 （３）＋（４） 1.0 式



直接工事費内訳書 ｐ．2

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考

小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事

Ａ 建築主体工事 1.0 式

Ｅ 電気設備工事 1.0 〃

Ｍ 機械設備工事 1.0 〃

計



直接工事費内訳明細書 ｐ．3

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考

Ａ 建築主体工事

１ 直接仮設工事 1.0 式

２ 内部解体撤去工事 1.0 式

３ 浴室内装工事 1.0 式

４ 新設ガス給湯器　基礎工事 1.0 式

５ 外部ガス配管敷設関連工事 1.0 式

６ 外構工事 1.0 式

小計



直接工事費内訳書 ｐ．4

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考

1 直接仮設工事

スミ出し ＲＣ造、地上階、小規模 87.0 ㎡

養生費 ＲＣ造、地上階、小規模 196.0 ㎡

整理清掃費 浴室 66.0 ㎡

整理清掃費 その他 130.0 ㎡

既存床タイル酸洗い 浴室 66.0 ㎡
外部３ヶ所（外部コア抜き時）

外部足場 9.2㎡、普通作業員 2.0 人工

小計



直接工事費内訳書 ｐ．5

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考

2 内部解体撤去工事

コア抜き 8.0 ヶ所

浴室タイル撤去 下地モルタル共 2.2 ㎡

浴室天板撤去 下地モルタル共 0.6 ㎡

発生材積込み
モルタル類  タイル類含む　人力　0.08㎥ 1.0 式

発生材運搬費
モルタル類 DID区間なし　6.0km以下 0.08 ㎥

混合廃棄物 処分費共　2㎥積み 1.0 台

発生材処分費
モルタル類 0.08 ㎥

小計



直接工事費内訳書 ｐ．6

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考

3 浴室内装工事

ＳＵＳ面台取付工事
ＳＵＳ面台、幕板 面台W151×H25×25
ＨＬt=1.5曲げ加工 幕板310+65+目地 3.8 ｍ

取付下地ＳＵＳアングル
Ｌ-30×30×3
幕板４分割コーキング目地
配管穴、水抜き穴含む

取付工事費 1.0 式
15×10

シーリング止め シリコーン系(SR-1)防カビタイプ 7.6 ｍ

面台上部下部タイル補修工事

陶器質タイル Ⅲ類 0.9 ㎡

下地モルタル 内装タイル接着張り下地 0.9 ㎡

小計



直接工事費内訳書 ｐ．7

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考

4 新設ガス給湯器　基礎工事

アスファルト舗装　カッター入れ 7.4 ｍ

アスファルト　発生材積込費 人力積込（集積共） コンクリート類 0.1 ㎥

アスファルト　発生材運搬費 DID区間なし　6.0km以下 0.1 ㎥

アスファルト　発生材処分費 0.1 ㎥

砕石地業 再生クラッシャランt=100 0.2 ㎥

普通コンクリート 呼び強度18、SP18cm 0.32 ㎥

同上打設手間 人力 0.32 ㎥

ワイヤメッシュ □100×6φ、敷き手間含む 1.6 ㎡

同上運搬費 ４ｔ車、30km未満往復 1.0 式

型枠 小型構造物用型枠 1.5 ㎡

同上運搬費 ４ｔ車、30km未満往復 1.5 ㎡

金ゴテ押エ 1.6 ㎡

面木入れ 7.4 ｍ

小 計



直接工事費内訳書 ｐ．8

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考

5 外部ガス配管敷設関連工事

アスファルト舗装撤去工事
カッター入れ 12.4 ｍ

アスファルト発生材積込費 人力積込（集積共） コンクリート類 0.13 ㎥

アスファルト　発生材運搬費 DID区間なし　6.0km以下 0.13 ㎥

アスファルト　発生材処分費 0.13 ㎥

路盤工　掘削 人力 1.6 ㎥

　〃　　埋戻し 人力 ※ガス配管敷設後、埋戻し 1.6 ㎥

擬石縁石ブロック復旧工事
取り外し ブロック工　作業員 1.0 人工

再取り付け 　　　　　〃 1.0 人工

捨てコンクリート t=50 0.004 ㎥

ブロック下地モルタル t=30 0.003 ㎥

下部工　掘削 人力 0.1 ㎥

　〃　　埋戻し 人力 ※ガス配管敷設後、埋戻し 0.1 ㎥

貢 計①



直接工事費内訳書 ｐ．9

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考

洗い出し平板復旧工事
取り外し ブロック工　作業員 2.0 人工

再取り付け 　　　　　〃 2.0 人工

洗い出し平板下地モルタル t=30 0.15 ㎥

下部工　掘削 人力 2.4 ㎥

　〃　　埋戻し 人力※ガス配管敷設後、埋戻し 2.4 ㎥

貢 計②

小 計(貢計①+②)



直接工事費内訳書 ｐ．10

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考

６ 外構工事

新設アスファルト舗装 外部ガス配管敷設　補修
密粒度 A-5-15（再生クラッシャラン）

アスファルト舗装 プライムコート 2.6 ㎡

路床整正 2.6 ㎡

擬石縁石ブロック改修
既存ブロック　発生材積込費 人力積込（集積共） コンクリート類 0.017

既存ブロック　発生材運搬費 DID区間なし　6.0km以下 0.017

既存ブロック　発生材処分費 0.017

底板補正 普通作業員 1.0 人工

新設ブロック敷設 石工作業員 現場切込作業含む 1.0 人工

小 計



直接工事費内訳書 ｐ．11

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考

Ｅ 電気設備工事

硬質ビニル電線管 VE22、露出 30.0 m

硬質ビニル電線管 VE28、露出 3.0 m

樹脂角型スイッチボックス 露出１個用１方出 7.0 個

金属製可とう電線管 ビニル被覆付♯30 1.0 m

金属製可とう電線管 防水♯30コネクタ 2.0 個

メタルモール Ａ 6.0 m

メタルモール Ｂ 5.0 m

メタルモール Ａコーナーボックス 2.0 個

メタルモール Ｂコーナーボックス 1.0 個

メタルモール スイッチボックス１個用浅形 4.0 個

ポリエチレン シースケーブル平形 EEF2.0-3C、既設天井内 33.0 m

ポリエチレン シースケーブル平形 EEF2.0-3C、管内 22.0 m

ポリエチレン シースケーブル平形 EEF2.0-3C、MM内 20.0 m

ポリエチレン シースケーブル CET１４□、既設天井内 27.0 m

貢 計①



直接工事費内訳書 ｐ．12

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考

ポリエチレン シースケーブル CET１４□、管内 4.0 m

プルボックスSUS SS200×200×200WP.SUS 1.0 個

埋め込みコンセント 樹脂プレート ２P１５A×１ET 4.0 組

防水コンセント抜け止め 2P15A2EET、WP 7.0 組

屋外型給湯器コンセント盤 1.0 面

既設LA-1-1内 MCCB３P50AF/50AT増設 1.0 式

既設PA-1-2内 MCCB2P50AF/15AT増設 1.0 式

そで壁貫通 3.0 式

貢 計②

小 計(貢計①+②)



直接工事費内訳書 ｐ．13

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考
Ｍ 機械設備工事

１ 給水設備 1.0 式

２ 雑排水設備 1.0 式

３ ガス設備 1.0 式

４ 給湯設備 1.0 式

小計



直接工事費内訳書 ｐ．14

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考

１ 給水設備

ﾎﾟﾘ粉体鋼管　　　PB 65A　屋外露出(湯沸し取出) 1.0 ｍ

ﾎﾟﾘ粉体鋼管　　　PB 50A　屋外露出(井水取出) 4.0 ｍ

ﾎﾟﾘ粉体鋼管　　　PB 20A　屋外露出(昇温湯沸し) 2.0 ｍ

ﾎﾟﾘ粉体鋼管　　　PB 20A　屋内一般(電気温水器廻り) 4.0 ｍ

既設配管取出 50A　屋外露出(保温有) 鋼管 1.0 箇所

仕切弁　JIS　10K 65A　F.B.N.P付 1.0 組

仕切弁　JIS　10K 20A 5.0 個

SUS　FJ 65A×500L　　F.B.N.P付 1.0 組

SUS　FJ 20A×300L 5.0 本

保温工事　給水 65A　屋外露出(SUS・GW) 1.0 ｍ

保温工事　給水 50A　屋外露出(SUS・GW) 4.0 ｍ

保温工事　給水 20A　屋外露出(SUS・GW) 2.0 ｍ

保温工事　給水 20A　(ｲﾝﾍﾟｲ・GW) 4.0 ｍ

保温工事　弁類 65A　屋外露出(SUS・GW) 1.0 組

貢 計①



直接工事費内訳書 ｐ．15

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考

チャッキ弁 50A 1.0 個

既設機械室内
滅菌器 MJ40S2R　単相200V 1.0 台

仝配管 13φ 15.0 ｍ

貢 計②

小 計(貢計①+②)



直接工事費内訳書 ｐ．16

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考

２ 雑排水設備

硬質塩化ﾋﾞﾆｰﾙ管　　　VＵ 80A(75A)　土中 1.0 ｍ

硬質塩化ﾋﾞﾆｰﾙ管　　　VＵ 50A　土中 1.0 ｍ

硬質塩化ﾋﾞﾆｰﾙ管　　　VＰ 50A　屋外露出 1.0 ｍ
UT　ﾄﾗｯﾌﾟ付　75×50-125

小口径桝　(雑排水)　　No.1 塩ビﾌﾀ付 1.0 組

保温工事　雑排水 50A　屋外露出(SUS・GW) 1.0 ｍ

既設配管取出 80A(75A)  樹脂管　土中 1.0 箇所

小 計



直接工事費内訳書 ｐ．17

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考

３ プロパンガス設備

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管 50A　PLS　土中 27.0 ｍ

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管 20A　PLS　土中 1.0 ｍ

白鋼管 50A　　露出 9.0 ｍ

白鋼管 20A　　露出 3.0 ｍ

中間ｺｯｸ 50A 1.0 個

ｶﾞｽ用　仕切り弁 50A 1.0 個

ｶﾞｽ用　仕切り弁 20A 1.0 個

ｶﾞｽ用　SUS　FJ 50A×500L 1.0 組

ｶﾞｽ用　SUS　FJ 20A×300L 1.0 本

ガスメーター 貸与品による 1.0 組

既設配管取出 50A  鋼管　土中 1.0 箇所

埋設シート 27.0 ｍ
粉末ABC10型＝2本、SUS製2本立、

消火器(屋外形SUS製BOX共) 表示板付、取付金具共 1.0 組

土工事 別途工事（建築工事） 1.0 式

小 計



直接工事費内訳書 ｐ．18

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考

４ 給湯設備

(浴室)
ガス給湯器(LPG)　屋外設置形 GQ-C5042WZ　他付属品1式共 5.0 組
(ろ過機)昇温
ガス給湯器(LPG)　屋外設置形 GH-C2310WZ　他付属品1式共 1.0 組

電気温水器 REW12A1BHSCM　100V×1.1KW 4.0 台

ステンレス管 50A　屋内一般(浴室露出) 2.0 ｍ

ステンレス管 50A　屋外架空 10.0 ｍ

ステンレス管 65A　屋外架空 2.0 ｍ

ステンレス管 40A　屋内一般(浴室ｲﾝﾍﾟｲ) 9.0 ｍ

ステンレス管 32A　屋内一般(浴室ｲﾝﾍﾟｲ) 3.0 ｍ

ステンレス管 25A　屋内一般(浴室ｲﾝﾍﾟｲ) 40.0 ｍ

ステンレス管 25A　機械室 16.0 ｍ

ステンレス管 25A　屋外架空 10.0 ｍ

ステンレス管 20A　屋内一般(浴室、ｲﾝﾍﾟｲ) 29.0 ｍ

ステンレス管 20A　屋外架空 4.0 ｍ

ステンレス管 20A　屋内露出 9.0 ｍ

貢 計①



直接工事費内訳書 ｐ．19

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考

仕切弁　JIS　10K 65A　F.B.N.P付 2.0 組

仕切弁　JIS　10K 32A 1.0 個

仕切弁　JIS　10K 25A 1.0 個

仕切弁　JIS　10K 20A 4.0 個

ＳＵＳ　ＦＪ 65A×500L　　F.B.N.P付 2.0 組

ＳＵＳ　ＦＪ 32A×300L 1.0 本

ＳＵＳ　ＦＪ 25A×300L 1.0 本

ＳＵＳ　ＦＪ 20A×300L 8.0 本

温度計 2.0 組

コア抜き 別途工事（建築工事） 1.0 式

既設配管　取出　接続 20A　(鋼管)　保温有 14.0 箇所

既設配管　切断プラグ止 20A　(鋼管) 14.0 箇所

既設配管　取出　接続 25A　(鋼管)　保温有 4.0 箇所

既設配管　切断プラグ止 25A　(鋼管) 4.0 箇所

保温工事　給湯 65A　屋外露出(SUS・GW) 2.0 ｍ

貢 計②



直接工事費内訳書 ｐ．20

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考

保温工事　給湯 50A　屋内露出　浴室(SUS・GW) 2.0 ｍ

保温工事　給湯 50A　屋外露出(SUS・GW) 10.0 ｍ

保温工事　給湯 40A　屋内(浴室ｲﾝﾍﾟｲ・SUS・GW) 9.0 ｍ

保温工事　給湯 32A　屋内(浴室ｲﾝﾍﾟｲ・SUS・GW) 3.0 ｍ

保温工事　給湯 25A　屋内(浴室ｲﾝﾍﾟｲ・SUS・GW) 40.0 ｍ

保温工事　給湯 25A　機械室・GW 16.0 ｍ

保温工事　給湯 25A　屋外露出(SUS・GW) 10.0 ｍ

保温工事　給湯 20A　屋内(浴室ｲﾝﾍﾟｲ・SUS・GW) 20.0 ｍ

保温工事　給湯 20A　屋外露出(SUS・GW) 4.0 ｍ

保温工事　給湯 20A　屋内(ｲﾝﾍﾟｲ・GW) 9.0 ｍ

保温工事　弁類 65A　屋外露出(SUS・GW) 2.0 組

シャワー水栓つるくび取替 4.0 個

貢 計③

小 計(貢計①+②+③)



ＮＯ．

特記事項

ＤＲＡＷ

ＤＲＡＷ富山県小矢部市泉町７－３０

建築設計事務所会 社
株 式 シバタ
ＴＥＬ.（代）0766（68）1177

管理一級建築士　大臣登録第132968号

平　木　　満

ＳＣＡＬＥ

Ｄ Ａ Ｔ Ｅ

工事名

図　面

一級建築士　大臣登録　第344849号

柴 田  昭 浩
小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事

2020.12

枚11 

1/60

―

縮尺

表紙共

機械設備１階平面図

図面名

０２

０１

Ｍ－

Ｍ－

番号

機械設備図

1/60

―

縮尺図面名

０２

０１

Ｅ－

Ｅ－

番号

電気設備図

1/10,20

1/20

1/250

1/60

1/150

―

―

縮尺

各部詳細図

浴室詳細図

立面図【参考図】

１階平面図

広域案内図・付近見取図・配置図

改修特記仕様書

表紙・図面リスト

図面名

０７

０６

０５

０４

０３

０２

０１

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

番号

意匠図

表紙・図面リスト

―
A-01

小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事

電気設備特記仕様書 機械設備特記仕様書

電気設備１階平面図



ＮＯ．

特記事項

ＤＲＡＷ

ＤＲＡＷ富山県小矢部市泉町７－３０

建築設計事務所会 社
株 式 シバタ
ＴＥＬ.（代）0766（68）1177

管理一級建築士　大臣登録第132968号

平　木　　満

ＳＣＡＬＥ

Ｄ Ａ Ｔ Ｅ

工事名

図　面

一級建築士　大臣登録　第344849号

柴 田  昭 浩
小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事

　  協力

・塗装（建築塗装作業）

指定なし指定なし

外壁仕上

　 準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

　 第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」により、「働きや

　 し、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基

　 すい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場と

※ 足場を設ける場合は「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省，基発

　　　工事番号：　　　　　　　　工事名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事

　やかに再積算し、変更するものとする。

　額より定まる率によって算定した諸経費等から、先行工事にかかる諸経費等を控除した額をもって速

　請負人がその工事の工事完成日までに本工事についても請け負った場合には、全工事の設計額の合計

本工事の請負額については、富山県が先行発注した下記の工事（以下、「先行工事」という。）の

て

る場合の取扱いについ

 29 低入札となった場合に

ものとする。

 ２ １の(1)により別に配置される技術者は、監理技術者等を補助し、監理技術者等と同様の職務を行う

　になり得る資格を有する者を１人、専任にて配置するものとする。この場合において、これらの

　工事に配置する技術者は、請負者と３ヶ月以上の雇用関係がある者に限る。

　けられる工事にあっては監理技術者の資格を有する者を、それ以外の工事にあっては主任技術者

　　専任配置が義務付けられている技術者とは別に、同法の規定により監理技術者の配置が義務付

　　同法の規定により配置が義務付けられている技術者を、専任にて配置するものとする。

(2)　建設業法の規定による技術者の専任配置が義務づけられていない工事の場合

(1)　建設業法の規定により技術者の専任配置が義務付けられる工事の場合

における技術者の配置については、次に掲げる場合の区分に応じ、それぞれ次に定めることによる。

 １ 工事に係る入札の結果、調査基準価格に満たない価格をもって入札をした者が請負者となった場合

    おける技術者の増員等

 28 暴力団関係者から不当

　に報告するとともに、警察に届け出なければならない。

　やかにその旨を報告するよう指導し、下請業者から報告を受けた請負者は、速やかにその旨を監督員

　出なければならない。また、下請業者に対しては、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合には速

　これを拒否し、不当な介入があった時点で速やかにその旨を監督員に報告するとともに、警察に届け

請負者は、本工事を施工するに当たり、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合は、断固として

な介入を受けた場合の

措置

 30 近接して工事を発注す

種　別 下　地 仕上げ材（厚さmm） 塗　装充填材（mm）

内部足場  種別　・脚立、足場板等　

外部足場　種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

2

事

工

設

仮

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

 3　仮設間仕切り

 4　監督職員事務所 ・設ける（規模：　　　m2程度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　なお、出入口等の上部は必要に応じて防護棚を設ける。

　　　　　　・設置しない

　　　　　防護ｼｰﾄ等による養生

　　　　　　※設置する　　　※ﾈｯﾄ状養生ｼｰﾄ又は養生ｼｰﾄ　　・防音ﾊﾟﾈﾙ　・　　　

[2.2.1][表2.2.2]材料、撤去材等の運搬　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

固定された備品、机・ロッカー等の移動　　・行う（図示）

[2.3.1]

[2.3.1]

[2.3.1] 2　既存部分の養生 既存部分の養生方法　　※ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ等　

既存家具等の養生方法　※ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ等　

既存ブラインド、カーテン等の養生方法及び保管場所　　・図示　　

※無し・行う合板張り程度　　　　　　※木製扉　仮設扉

単管　

・合板（※９　・　　）　　　　 ・木造　　

・Ａ種 ※軽量鉄骨 ※せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（※9.5　・　） 厚さ（　　）

[2.3.2][表2.3.1]

・片面

・片面 (厚さ　    )     ・    

防炎シート　　　　　　　

※無し

仮設間仕切り等の種別

[2.2.1]

[2.2.1][表2.2.1]

 1　足場その他 

  5　工事用水

  6　工事用電力

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

27  総合評価方式

 1　適用基準等

項

事

通

共

般

特　　記　　事　　項項　　目章

1

一

　　　　書を適用する。

Ⅱ　建築改修工事仕様

の当該項目を示す。

（５）　特記事項に記載の（別図-　　．　）内表示番号は、標仕の別図「各部配筋」の当該項目を示す。

　　　　（以下、「標仕」という。）による。

１．共通仕様

（１）　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築改修工事標準仕様書

２．特記仕様

（２）　電気設備改修工事及び機械設備改修工事を本工事に含む場合は、電気設備改修工事及び機械設備改修工事は、各々の工事仕様

（１）　項目は、番号に 　印の付いたものを適用する。

（２）　特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

　　　　・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

（３）　特記事項に記載の［　．　．　］内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４）　特記事項に記載の（　．　．　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（６）　特記事項に記載の（別図２-　　．　）内表示番号は、標仕の別図２「ボルト間隔及び溶接継手の開先形状」

（７）　製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。（　）内は製品名等を示す。

　　規制対象外

　　　①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

   なお、電子納品の実施は「富山県電子納品運用ガイドライン（案）［建築工事編］」に基づいて行う。

公共工事労務費調査等の対象工事となった場合は、監督員の指示により必要な協力をしなければなら

請負者は、県外企業との下請契約について、適時、調達報告書を提出するものとする。24  調達状況の報告

「富山県土木工事共通仕様書」1-1-30　工事中の安全確保

た安全教育・訓練等を、月当たり半日以上の頻度で実施するものとする。

23  下請関係の適正化

労働安全衛生法等に基づき行う日々の安全教育のほか、すべての作業員を対象に、工事現場に即し22  安全教育・訓練の実施

本工事を下請けに付す場合は､「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。

技能検定の職種適用工事種別

れた排出ガス浄化装置を装着した建設機械についても、排出ガス対策型と同等とみなすものとする。

れた建設機械を使用するものとする。なお、排出ガス対策型建設機械に代えて、国土交通省で認定さ

※ 完成図製本（黒表紙）　・原図版　　部　　・縮小版　　版　　部

※ 着工時製本　　　　　　・原図版　　部　　・縮小版　　版　　部

21  施工機械

20  調査・試験に対する

19　電子納品

16　施工図等の取扱い

17　設備工事との取合い

※下記の建設機械を使用する場合は、排出ガス対策型建設機械指定要領に基づき国土交通省で指定さ

260KW以下のもの。

ンマー、アースオーガ、アースドリル等)、ローラ類、ホイールクレーン等でエンジン出力7.5KW以上

　バックホウ、トラクタショベル、ブルドーザ、発動発電機、空気圧縮機、油圧ユニット類(油圧ハ

ない。(富山県土木工事共通仕様書 1-1-13)

　 以下の示す書類を電子納品する。

※電子納品対象工事　　　　　　

18　設計ＧＬ ※ 図示  　・ 設計ＧＬ＝現状ＧＬ

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出し、監督職員の承諾を受ける。

施工中

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

適正数※L版程度（3枚/頁）完成時

300万画素・サムネール版

デジタルカメラは130万～１部適正数・L版程度（3枚/頁）着工前

備考部数撮影箇所数規　　　格撮影時15　工事写真

(1.7.1～1.7.3)(表1.7.1)14　完成図等

※採取法はパッシブ型採取機器により行う。

※パラジクロロベンゼン（学校施設について測定）

※ホルムアルデヒド　※トルエン　※キシレン　※エチルベンゼン　※スチレン

高速液体クロマトグラフ（ＨＰＬＣ）

測定方法

分析

採取

ガスクロマトグラフ法

固相吸着/溶媒抽出法

誘導体固相吸着/溶媒抽出法

ジニトロフェニルヒドラジン

その他の揮発性有機化合物ホルムアルデヒド・アセトアルデヒド

測定する室　※図示

・フタル酸ジ-n-ブチル　・アセトアルデヒド

室内濃度測定対象物質

下であることを確認し、報告書を提出する。

　施工完了時に室内空気中の揮発性有機化合物等の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値以13　化学物質の濃度測定

※土木部建築工事監督要領による。 (1.6.2)12　技術検査

解体工事

仮設工事

[1.6.2]

防水改修工事

建具改修工事

内装改修工事

塗装改修工事

耐震改修工事

環境配慮改修工事

石工事

ﾌﾞﾛｯｸ、ALCﾊﾟﾈﾙ工事

外壁改修工事

 11　技能士

標仕に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定する工法とする。 10　特別な材料の工法

上を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

また、製造所名、製品名等が記載された材料は、当該製品又は同等以上を使用するものとし、同等以

らかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

資料又は外部機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出し承諾を受けるものとする。ただし、あ

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる

　６）　販売保守等の営業体制が整えられていること。

　５）　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　４）　法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること。

　３）　安定的な供給が可能であること。

　２）　生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　１）　品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

及びJASマーク表示のない材料及びその製造所等は、次の１）から６）の事項を満たすものとする。

　本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、JIS 9　材料の品質等

こと。

化学物質等安全データシート（MSDS）等により確認を行った場合は、その写しを監督職員に提出する

本工事に使用する材料については、アスベスト含有建材を使用しないこと。

行令について」（厚生労働省労働基準局長通達　平成18年8月11日　基発第0811002号）に基づき、

　「労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令及び石綿障害予防規則等の一部を改正する省令の施

アスベスト含有建材

　　　④旧ＪＡＳのＦｃｏ規格品

　　　③旧ＪＩＳのＥｏ規格品

　　　②建築基準法施行令第２０条の７第３項による国土交通大臣認定品

　　　①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

　　第三種

　　　　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　　　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料使用

　　　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　　　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない材料使用

　　　　ｂ．接着剤等不使用

　　　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　　　③下記表示のあるＪＡＳ規格品

　　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

26  工事特性・創意工夫

25  個人情報の取扱い

項目、または地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完成時までに

「富山県請負工事成績評定要領」第4第7項に定める様式により提出することができる。

請負者は、工事施工において、施工条件等への対応や自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する

富山県公共工事総合評価方式試行要領に基づき工事成績評定点を減点するものとする。

領　様式第１号、第２号）に記載した内容を履行すること。請負者の責により履行できない場合は、

請負者は、入札時に提出した「技術提案(簡易な施工計画)」（富山県公共工事総合評価方式試行要

　 社会性等の実施

「富山県土木工事共通仕様書」1-1-48個人情報取扱特記事項による。

Ⅰ　工事概要

屋根仕上

延べ面積建築面積 m2

３．建物概要 造 階数

２．工事場所

１．工事名称

仕 様 書

敷地面積　　　　

階建

防火地域

　m2

　m2

都市計画区域　　・内（・市街化区域　・市街化調整区域　・その他）　・外

地名

用途地域

構造

耐震安全性の重要度係数

KN/㎡

４．工事範囲

基礎形式

居室床高さ最高軒高さ最高高さ cmmm

地盤の設計長期許容支持力度

建築物の用途（建築基準法）

・とび

・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　　　　 　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　　・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業　　・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業 

・スレート工事作業　　・建築板金（内外装板金作業）

・左官　・タイル張り　・塗装（建築塗装作業）　・樹脂接着剤注入施工

・サッシ施工　・ガラス施工

・建築大工　・左官　・表装（壁装作業）

・内装仕上げ施工（・ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上げ　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ

・天井ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ　・鋼製下地工事）　・ﾀｲﾙ張り

・とび　・鉄工　・型枠施工　・鉄筋施工　・ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業

・防水施工（ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業）　・熱絶縁施工　・ｶﾞﾗｽ施工

・造園　・建築配管作業

・ブロック建築　・ＡＬＣパネル施工

・石材施工（石張り施工）

・解体工事施工技士

　 ※工事写真　　・施工計画書　　※完成図(CADデータ JWW,PDF)　  ・参考図

・ 建築物解体工事共通仕様書・同解説　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（平成24年版）

・ ISO9001適用　建築工事施工管理要領（公共建築協会）

建築基準法に基づき指定する条件 3　品質計画等

※ 適用する　（「工事カルテ受領書」の写しを提出 2　工事実績情報の登録

※ 適用する 4　電気保安技術者

(1.3.8)

※発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め元請業者自らの責任において適正に処理するものと 6　発生材の処理等

(1.3.5) 5　施工条件 施工時間、工程、安全対策、工事用道路、仮設設備等

(1.3.3)

(1.2.2)

(1.1.4)

　 ガイドブック建築工事編及び解体工事編　平成30年度版」

※ 富山県電子納品運用ガイドライン（案）［建築工事編］（平成31年４月）

　　・地表面粗度区分　　　・Ⅰ　　・Ⅱ　　※Ⅲ　　・Ⅳ  

　　・地区の区分に応じた風速（Vo(m/sec)） 　 ※３０　・３２

　　※多雪地域の指定

 　場産品を優先使用する。

・ 本工事で使用する下記の品目については、公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方

　 針において優先利用グループに区分されている製品を利用する。

 　適合するものとする。また、品質が同等以上であり、かつ価格が適正である場合には、県内地

　 使用する建築材料等に「富山県グリーン購入調達方針」で定めるものがある場合には、それに

　 但し、同等以上とする場合は、監督職員の承諾を受ける。

※ 運搬、処分委託契約書の写しの提出

※ マニフェスト（A票、B2票、D票、E票）の写しの提出

・ 引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 特別管理産業廃棄物の種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 同上処理方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 分別を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 再資源化を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 　ホームペ－ジを参照すること。

※ 公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に基づくグループ区分一覧は、富山県の

　 へ変更できるものとする。

　 ただし、その製品の入手が困難な場合は、監督員と協議し、通常製品（新材で製造さらた製品）

規格品目工種

 7　建築材料等 ※ 本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等以上のものとする。

次の１）から５）の事項を満たすものとする。

　本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし

揮発性有機化合物を放散させる建築材料等 8　環境への配慮

製品名規格品目工種

　 として、下記の製品を利用する。

・本工事は、「公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針」に基づき、パイロット工事

　１）　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

　　　　ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、

　　　　仕上げ塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、

　　　　設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　２）　接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

　　　　する。

　３）　接着剤は可塑性（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシル等を含有しない

　　　　難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　４）　１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

　　　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

　　　　とする。

　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

・ 現場説明書による

　する

１

２部

・ 施工図　※工事写真（写真データ共）　・保全に関する資料　・CADデータ（　　　　　　　　）ＪＷＷ

・Ｃ種

※Ｂ種

・男女浴室改修工事1式

・上記に伴う取合い給排水衛生設備工事

・上記に伴う取合い電気設備工事

　　　　（建築工事編）（平成３１年版）」（以下、「改修標仕」という。）により、改修標仕に記載されていない

　　　　事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成３１年版）」

※ 建築工事標準詳細図(国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　平成31年版)

※ 国土交通大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領（平成31年版）による工事写真撮影

２

１

改修特記仕様書

―

2020.12

A-02

小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事

小矢部市　鷲島　地内

地上３

6,300.00

2,687.50 5,166.34

ＲＣ（一部ＳＲＣ、Ｓ造）

35

アスファルト、コンクリート、鉄
２



Ｎ

特記事項

工事名 ＳＣＡＬＥ ＤＲＡＷ ＮＯ．株 式
一級建築士　大臣登録　第344849号小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事

柴 田  昭 浩会 社 建築設計事務所シバタ
図　面 Ｄ Ａ Ｔ Ｅ ＤＲＡＷ富山県小矢部市泉町７－３０ 管理一級建築士　大臣登録第132968号

2020.12 ＴＥＬ.（代）0766（68）1177 平　木　　満

島

鷲島

小矢部市総合
保健福祉センター

おやべ
クロスランド

国
道

4
7
1
号

線

小
矢

部
川

付近見取図 S=1/3,000

Ｎ
泉町

綾子

茄子島

島

高木出

福久

小神

鷲島

石動駅

北陸新幹線

小
矢

部
川

国
道

4
7
1
号

線

クロスランド
おやべ

広域案内図 S=1/10000 配置図 S=1/300

Ｎ

工事対象範囲

A-03
1/400(A2)

広域案内図・付近見取図・配置図

工事場所：富山県小矢部市鷲島地内
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特記事項

工事名 ＳＣＡＬＥ ＤＲＡＷ ＮＯ．株 式
一級建築士　大臣登録　第344849号小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事

柴 田  昭 浩1/60(A2) 会 社 建築設計事務所シバタ
図　面 Ｄ Ａ Ｔ Ｅ ＤＲＡＷ富山県小矢部市泉町７－３０ 管理一級建築士　大臣登録第132968号

2020.12 ＴＥＬ.（代）0766（68）1177 平　木　　満
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既存擬石縁石ブロックを取り外しの上、再取り付け

既存洗い出し平板を取り外しの上、再取り付け
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コア抜き20φ×180L

シャワー水栓廻り改修
詳細図参照

新設ガス給湯器　新設基礎設置

新設ガス給湯器
（設備工事）

（設備工事）
新設ｶﾞｽ給湯器23号 （設備工事）

新設電気温水器取付
（設備工事）
新設電気温水器取付

新設電気温水器取付
（設備工事）

※１．コア抜きの際、鉄筋探査を行ない、鉄筋を切断することがないよう工事を進めること。

A-04

コア抜き100φ×250L

コア抜き20φ×150L

１階平面図



ＮＯ．

特記事項

ＤＲＡＷ

ＤＲＡＷ富山県小矢部市泉町７－３０

建築設計事務所会 社
株 式 シバタ
ＴＥＬ.（代）0766（68）1177

管理一級建築士　大臣登録第132968号

平　木　　満

ＳＣＡＬＥ

Ｄ Ａ Ｔ Ｅ

工事名

図　面

一級建築士　大臣登録　第344849号

柴 田  昭 浩
小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事

2020.12

1/250(A2)
A-05

コア抜き３ヶ所
※他のコア抜き個所は平面図を参照のこと

立面図【参考図】



改
修

前

ＮＯ．

特記事項

ＤＲＡＷ

ＤＲＡＷ富山県小矢部市泉町７－３０

建築設計事務所会 社
株 式 シバタ
ＴＥＬ.（代）0766（68）1177

管理一級建築士　大臣登録第132968号

平　木　　満

ＳＣＡＬＥ

Ｄ Ａ Ｔ Ｅ

工事名

図　面

一級建築士　大臣登録　第344849号

柴 田  昭 浩
小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事

2020.12
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後

浴室詳細図
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ＮＯ．

特記事項

ＤＲＡＷ

ＤＲＡＷ富山県小矢部市泉町７－３０

建築設計事務所会 社
株 式 シバタ
ＴＥＬ.（代）0766（68）1177

管理一級建築士　大臣登録第132968号

平　木　　満

ＳＣＡＬＥ

Ｄ Ａ Ｔ Ｅ

工事名

図　面

一級建築士　大臣登録　第344849号

柴 田  昭 浩
小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事

2020.12

※１．　　　　　　　は解体撤去部分を示す。

※２．　　　　　　　は新設壁（陶器質タイル）を示す。
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ワイヤメッシュ□100×6φ
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各部詳細図
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特記事項

工事名 ＳＣＡＬＥ ＤＲＡＷ ＮＯ．株 式
一級建築士　大臣登録　第344849号

柴 田  昭 浩会 社 建築設計事務所シバタ
図　面 Ｄ Ａ Ｔ Ｅ ＤＲＡＷ富山県小矢部市泉町７－３０ 管理一級建築士　大臣登録第132968号

ＴＥＬ.（代）0766（68）1177 平　木　　満

E-01

小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事

４．吊りボルト

11、建築工事との取り合い

２．引込柱

１．工事概要 章 特　　　記　　　事　　　項 章 項　　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　　目

白熱灯その他重量  1.5㎏　以上

２．使用機器

１．電気方式

２．使用機器

別記機器仕様による

７．マルチメディアポ－ト

４．工事種目　　（　　・　印のついたものを適用する）

工　事　種　目

・　電灯設備

・　動力設備

・　幹線設備

・　避雷設備

・　インタ－ホン設備

・　テレビ共同受信設備

・　監視カメラ設備

１．配線器具

　　　　　３個以上集合箇所はネ－ムカ－ド付

　　　　　　標準以外プラグ付

FL20W × 2 及び 32W × 1　以上　　　電源内蔵　20W × 1　以上

基礎：　※　本工事　　　・　建築工事

外灯接地　・　一基毎単独　　　※　共用　

・　400×400×1000H　　　・　500×500×1000H

・
　
動
　
力
　
設
　
備

１．電動機の接地 ・　金属管接地　　　・　共通母線式　　　・　単独接地

※　制御盤より別途電動機等への配線は本工事　　　・　別途工事２．電動機への接続

３．配線器具

※　一般形　　　　・　耐塩形

５．配電盤及び分電盤

指定色　　※　有り　　　　・　無し

・
　
幹
　
線
　
設
　
備

・
　
避
　
雷
　
設
　
備 ・　黄銅製　　　　・　合成樹脂製　　　　・　ステンレス製

１．配線、配管 ※　配管工事　　　・　配線、配管工事（モジュラコンセント迄）

・　配線、配管工事（機器取付け調整迄）

※　綱板製　　　･　 分電盤一体型　　　・　製造業者標準製２．保安器及び端子盤

３．保安器用接地 ※　本工事　　　　・　別途工事

４．使用機器

６．配線種類

通信系＋映像系タイプ　　※　本工事　　　　・　別途工事

３．スクリ－ン ※　本工事　　　・　建築工事（操作配線　※　電気工事　　・建築工事）

１．用途

３．その他

・　トイレ等呼出し装置

・
　
テ
レ
ビ
共
同
受
信
設
備

※　共同受信システム　　　・　ＣＡＴＶ受信システム

２．使用機器

１．受信用途

３．アンテナ ※　アルミ製　　　・　ステンレス製　　　・　簡易共聴用

※　引込柱利用　　　・　壁面取付け形　　　・　自立形　　　・　屋根馬

６．機器収容箱

７．電波障害 事前調査　　　※　別途工事　　　・　本工事

障害保障　　　※　別途工事　　　・　本工事

・
　
監
視
カ
メ
ラ
設
備

１．カメラの形式 ※　同軸重畳形　　　・　同軸多重形　　　・　電源一体形

４．その他 有線引込　　・　本工事　　　※　別途工事

４．アンテナマスト

※　弱電端子盤利用　　　・　専用収容箱　　・　電灯盤スペ－ス内利用

５．構内情報通信網装置

別記機器仕様による

・　情報　通信設備

・
　
情
 報
 
 通
 信
 
設
 
備

情報系　・　ＵＴＰケ－ブル（カテゴリ－５Ｅ以上）　・　光ファイバ－ケ－ブル

通信系　・　ＵＴＰケ－ブル（カテゴリ－５Ｅ以上）　・　ＥＢＴケ－ブル

５．直列ユニット

双方向対応タイプ　　　※　ＢＬ規格　　　・　一般標準規格

リモコン：フル２線式

・　１端子型　　　※　２端子型（双方向／片方向切換式）

※　一般用　　　・　エレベ－タ用　　　・　看護用

エレベ－タ用　　※　配線、配管迄　　・　全て本工事　　　・　建築工事

１．工事名称

２．工事場所

３．建物概要

構造：　・　木造　　　　・　Ｓ造　　　　・　ＲＣ造　　　　・　ＳＲＣ造

延面積：

消防法：

２．工事仕様

１．共通仕様

２．特記仕様

（１）章は　・　印の付いたもの、項目は　　　印の付いたもの、特記事項は　・　印の付いたものを

　　　　・　印のない場合は、※　印の付いたものを適用する。

章 項　　　　　目 特　　　記　　　事　　　項

設計書の優先順位　１．現場説明書及び現場説明に対する質問回答書

する法律、建設副産物適正処理推進要項、その他関係法令に従い適切に処理する

全て構外に搬出し、再生資源の利用に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関

２、官公署その他

　　　　への届出手続等

工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署その他の関係機関への必要な

届出手続等を延滞なく行い、諸費用は請負者が代行し負担する。

１、適応基準

３、発生材の処理等

４、完成時の提出図書 ・　完成図　　・　保全に関する資料　　※　設計図

・　ＣＡＤデ－タ（竣工図及施工図）

５、設計図製本

６、工事写真 建設大臣官房官庁営繕部監修の「工事写真の撮り方」による。

撮影時

着工前

施工中

完成時

撮影箇所数

　適正数

　適正数

　適正数

ｻ-ﾋﾞｽ版

ｻ-ﾋﾞｽ版

ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ版

　規格 部　数

　１部

　１部

　５部

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗによる撮影可

　　　備　　考

　　　同　　上

　　　同　　上

７、工事保証及び経年検査 工事完成後請負業者は契約書に準ずる期間保証の責に任ずる。

完成引渡後の経年検査は建築工事に準拠する。

検査の結果工事不良又は、これ等に準ずる理由により生じたと認められる損傷又

は不都合は監督員の指示により迅速丁寧に修理する。

これに必要な費用は全て請負者の負担とする。

８、仮設工事

工事用電力：既存施設　・　利用可（※有料　　・　無償）　　※利用不可

工事用用水：既存施設　・　利用可（※有料　　・　無償）　　※利用不可

竣工引渡までの電気、ガス、上下水道等の使用料金の負担

※建築工事　　　・　本工事　　　・　施主

別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。９、足場・桟橋等

・
　
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項
　
及
　
共
　
通
　
工
　
事

コンセント：プラグ付

ケ－スブレ－カ(HR､ER)：プラスチックケ－ス（30AF　コンセント×２付）

ケ－スブレ－カ(NCD､ED)：プラスチックケ－ス（30AF～100AF　標準型）

エンクロブレ－カ(NC､E)：スチ－ルケ－ス（30AF～225AF　普及形）

３．根かせ、支線等 ※　本工事　　現地状況係員支持とする。

４．装柱材料

１．外部雷保護レベル ・　Ⅰ　　　　・　Ⅱ　　　　・　Ⅲ　　　　※　Ⅳ

２．受信部システム

３．配置 ・　保護角法　　　・　回転球体法　　　・　メッシュ法

・　突針　　　　　・　水平導体　　　　・　メッシュ導体

・　接地極埋設　　・　建築構造体利用４．接地極

５．接地用端子箱

８．ＨＵＢ、ＬＡＮパネル

※　本工事　　　　・　別途工事

・　本工事　　　　※　別途工事

２．照明器具

電灯、情報、通信及び映像等の配線器具の集合箇所は複合アウトレット及び

同一プレ－トとする。

医療用コンセント：半丸ア－ス付

壁付コンセント：一般タイプ（標準）　　床付コンセント：アップコン（標準）

スイッチ　　※　一般タイプ　　・　ほたるタイプ　　・　ワイド（傍記Ｈ）

全て適合ランプ付とする。

指定色　　※　有り　　　　・　無し

２．特記仕様　　　３．図面　　　４．標準仕様書

（１）、照明器具の構造、光源、部品等は、標準仕様書の第２編１.４.１から

　　　　１.４.６による。

（２）、ＨＩＤ器具の安定器は低始動電流型または定電力型とする。

建築基準法による非常照明器具：　※　電池内蔵型　　　　・　電池別置型

消防法による誘導灯：　※　電池内蔵型　　　　・　電池別置型

３．防災用照明器具

５．屋外灯

６．複合コンセント

６．管の埋設深さ 原則として、管の上端より一般敷地では６００mm以上、車輌通路では

８００mm以上とする。

１．増幅器 種類：　※　既設利用　　　・　非常放送用　　　・　併用

形式：　※　卓上形　　・　デスク形　　・　キャビネットラック形

・　太陽光発電システム設備

・　電灯：単相３線式　　　２００V／１００V

・　動力：３相３線式　　　２００V

※　既存利用　　　　・　コンクリ－ト柱　　　・　スッキリポ－ル

・
　
太
陽
光
発
電
設
備

１．システム

２．太陽電池の種類

※　住宅用　　　　　　　　　・　事業用

３．種類（分類）

※　多結晶シリコン　　　　　・　単結晶シリコン

※　系統連系型　　　・　防災型（連系／自立切替型）　　　・　独立型

４．架台及び基礎 架台：　※本工事　　・　建築工事　　　　基礎：　※本工事　　・　建築工事

５．表示装置 ※　本工事　　　・　別途工事　　　・　次期工事

※　本工事　　　・　別途工事　　　・　次期工事６．デ－タ収集装置

・　拡声設備

・　自動火災報知設備

・　集中監視式

・
　
自
動
火
災
報
知
設
備

１．受信機

２．副受信機 ※　機器一体形　　　・　各機器単独に設置

３．総合盤 ※　専用　　　・　消火栓箱（機械設備）に組込み

４．消火栓ポンプの連動 ※　発信器と連動　　　・　単独

５、電話機（専用） 　　　　　台

６．火災通報装置 ※　本工事（電話機、確認ランプ等付属品）機器取合い工事共。

・　別途工事

７．自動閉鎖装置 連動制御盤　　回線（　・　単独　　　※　受信機と一体）

防火シャッタ－用は（　・　本工事　　※　別途）

８．非常警報装置 ※　機器一体形　　　・　各機器単独に設置

９．ガス漏れ火災警報装置 ガスの種類　　　・　都市ガス　　　　※　ＬＰＧ

※　個別式：機器一体複合装置　　　ヶ所

・
　
拡
声
設
備

※　Ｐ型２級５回線　・　Ｒ型　　回線　　　・　既設利用

２

７．既設引込関係 増設切替え引込工事完了後、既設引込撤去改修（詳細現場指示）

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事

建築基準法、消防法及びその他関係法令に基づき施工の事。

７．非常照明の

適用除外居室等 　設置免除による。

平成１２年建設省告示第１４１１号による居室等の

改設・取合一式

・
　
　
電
　
　
灯
　
　
設
　
　
備

着工前　原図版　４部　　　　縮小版　Ａ３版　４部

完成時　原図版　２部　　　　縮小版　Ａ３版　４部

※　構内敷きならし　　・　構内の指定場所に堆積　　・　構外搬出適切処理　(1)残土処理

　(2)埋戻し及び盛土

　(3)地業工事 砂利地業（※　切込み砕石　　・　切込み砂利　　　・　再生クラッシャラン）

※　根切中の良質土（不足分は山砂）　　　・　山砂

10、土工事

　(1)開口部補強筋 補強を要する鉄筋コンクリ－ト躯体（梁、壁、床）の貫通スリ－ブ補強筋は

壁、床貫通の仮枠（盤類、ダクト、吹出口、大便器、換気扇等）の補強筋は

（・　建築工事　　　※　本工事）とする。

（・　建築工事　　　※　本工事）とする。

　(2)機器類の基礎 屋上基礎（・　建築工事　　※　本工事）

工事施工区分表によるほか、次による。

屋内基礎（・　建築工事　　※　本工事）

屋外基礎（・　建築工事　　※　本工事）

取外し、再使用機器は点検整備、清掃、絶縁測定のうえ取り付ける。

照明器具は全て適合ランプにて交換の事。

・紙製　　　　・　綱製　　　　※　塩ビ製

12、再使用機器

13、スリーブ

14、地中埋設標

15、管理設表示テープ

16、はつり 本工事に伴う既設のコンクリ－ト床、壁等の配管貫通部の穴明けは、原則として

ダイヤモンドカッタ－による、工事により取合い補修すべき部位が生じた場合は

現況に合せて復旧の事。　　施工に伴い構造担当者と協議の事。

・　従来型電線、ケ－ブル　　　　※　環境対応型電線、ケ－ブル

共通仕様書による。（１.２.１～１.２.９）

（イ）、設備機器、配管等は、地震動時の水平方向及び鉛直方向の地震力に

　　　　対し、移動、転倒、破損等が生じないように固定する。

（ロ）、配管等は、地震動時の構造体の変形及び地盤との相対変位に追従する

　　　　とともに、所要の機能を確保する。

17、耐震措置

外気に面する壁、天井でＦＰ版（スタイロホーム等）打ち込み箇所取り付ける

位置ボックス等には、ＦＰ版を接着の上打ち込みを行う。

18､改修に伴うその他 本工事に伴う既存との取合い改修、現況復帰及び天井材の取外し・再取付は

建築工事以外は本工事に含む。

本工事に伴う既存の不用な配線、配管及び機器類は撤去する。

図示なきも改修工事に伴い配管・配線の切廻し及び撤去は本工事に含む事。

詳細は現場係員の指示による。

19、不用な配線、配管

届出手続及び諸費用共本工事　・　電力　　・　電話通信　　・　ＣＡＴＶ20、引込工事

21、電線類

22、電線保護管類

23．保温・結露防止

・
　
　
特
　
記
　
事
　
項
　（

電
気
設
備
工
事）

※　コスモシリ－ズ　ワイド２１

　　プレ－ト　　※　一般タイプ　　・　新金属　　・　グレ－シア

・　フルカラ－シリ－ズ（工事用配線器具）

　　プレ－ト　　※　モダンタイプ　　・　新金属　　・　新金属２型

露出箇所：鋼製　　　隠蔽箇所：合成樹脂製及び鋼製

屋内：鋼板製ねじ止式　　　　　　屋外：ステンレス製ねじ止式

１、配線器具（標準）

２、位置ボックス

３、プルボックス

（イ）長さ１ｍ以上の入線しない電線管には、電線太さ１.２ｍｍ以上の被覆電線

　　　　対し、移動、転倒、破損等が生じないように固定する。

（ロ）プルボックス、配分電盤、端子盤等多数の電線が集合する箇所には、電線

　　　類の名称を表示するマ－クバンドを取付ける。

（ハ）屋外に設置する架台、支持金物、取付け金具、器具等は、亜鉛溶融メッキ

　　　製またはステンレス製とする。

（ニ）ピット配線及び湿気のある室内（天井内共）支持金物、取付け金具、

　　　器具等はステンレス製とする。

（ホ）地下配線路において、マンホール及びハンドホール内でケーブルの余長を

　　　見込む事。

４､配線工事

設備機材等指定表　　（順不動）

工事に使用する機材は、下記及び同等品とし事前に係員の承認を受けた後に現場に搬入する。

古河電気工業 日本パイプ製造 摂陽工業

三菱樹脂東拓工業

古河電気工業 フジクラ

照明器具

配線器具

避雷針

気中開閉器 三菱電機

ＮＴＴ

電気時計

テレビ共聴装置

火災報知器

清水化学工業

電線管及び付属品

未来工業

電線及びケーブル

三菱電線工業矢崎総業

日立電線住友電気工業

東芝ライテック 岩崎電気 小泉産業

山田電気 ヤマギワ オーヤマ照明 大光電気

神保電気 東芝ライテック 寺田電気製作所

配分電盤類 内外電機 別川製作所 日電産業

河村電器産業

拡声、音響装置

電話、通信装置

大阪避雷針工業 日本避雷針工業 東京避雷針工業

戸上電機製作所 富士電機

沖電気工業日立製作所

ＴＯＡ ビクタ－

服部セイコー Ｔ.Ｉ.Ｃシチズン

ＤＸアンテナ マスプロ電工 八木アンテナ

能美防災 ホ－チキ ニッタン

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

シャ－プ 三菱電機

パナソニック

パナソニック

パナソニック

サンヨ－太陽光発電システム

規模：地下　０　階　　　地上　１　階　　　塔屋　　　階

コンクリ－ト製　　※　図面記載箇所　　　・　現場指示　　箇所

ピンタイプ　　　　※　図面記載箇所　　　・　現場指示　　箇所

埋設表示アルミ又は、ビニル等のテープを埋設する。

24．防火区画等の貫通処理 図示なきも、区画貫通処理は関係法令に準拠施工の事。

　　　　　・　ホ－ム分電盤ドア付（フリ－ボックスは準拠）

屋内用　　※　鋼板製　　　・　製造業者標準製又は標準製に準拠（鋼板製）

屋外用　　※　ステンレス製　　・　鋼板製　　　・　製造業者標準製（鋼板製）
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新設施設 既設施設既設改修施設

別途工事

小矢部市　　　　　　　　地内

主用途：

標準仕様書、公共建築設備工事標準図、公共建築改修工事標準仕様書（全て平成２８年版）

小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事 ―

電気設備特記仕様書 2020.12



特記事項

工事名 ＳＣＡＬＥ ＤＲＡＷ ＮＯ．株 式
一級建築士　大臣登録　第344849号

柴 田  昭 浩会 社 建築設計事務所シバタ
図　面 Ｄ Ａ Ｔ Ｅ ＤＲＡＷ富山県小矢部市泉町７－３０ 管理一級建築士　大臣登録第132968号

ＴＥＬ.（代）0766（68）1177 平　木　　満
電気設備１階平面図

小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事

2020.12
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３ ４ ５ ６ ７

Ｊ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

浴室

便所(男) 便所(女)

脱衣室機械室

厨房

食品庫

前室

休憩室

ＰＳ

展示コーナー

風除室

介護者教育室

プロパン庫

便所

食堂

受水槽

▼
敷

地
境

界
線

▼
敷
地
境
界
線

▼
敷
地
境
界
線

12L12L

12L

※現在使用無し

12L

新設電気温水器

2ET

1Φ100V1100W

2ET 2ET

361W＋凍結予防ﾋｰﾀｰ1285W＝1646W

MCB2P20A×5

盤 名 称

ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ形 屋外露出形

CVT14□

1

3

5

7

2

4

6

ELB3P50AF/50AT 30mA

ED

MCB2P20A×5

盤ﾒｰｶｰ標準品/標準色

ｶﾞｽ給湯器1646W

1646W

1646W

ｶﾞｽ給湯器

ｶﾞｽ給湯器

ｶﾞｽ給湯器

ｶﾞｽ給湯器

1646W

1646W

即出湯ﾕﾆｯﾄ 280W

ｶﾞｽ給湯器171W

1 5～

7 115W＋凍結予防ﾋｰﾀｰ56W＝171W

予備 予備

予備

計8681W

ｺｱ抜き（建築工事）

（建築工事）
ｺｱ抜き75φ×250L

新設ｶﾞｽ給湯器

既設制御盤

既設ろ過

1Φ100V1100W
新設電気温水器

新設電気温水器：予備回路接続3回路

給湯器電灯盤：MCB3P50AF/50AT増設

既設LA-1-1　改修

EEF2.0－3C

EEF2.0－3C×2

2ET

そで壁貫通

そで壁貫通 そで壁貫通

EEF2.0－3C（MMA）

MMAｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ

EEF2.0－3C（MMA）

MMAｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ

MMBｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ

EEF2.0－3C（MMA） EEF2.0－3C×2（MMB)

CET14□　E5.5□

CET14□　E5.5□（VE28）

23号
2EETWP

2EETWP

2EETWP

2EETWP

2EETWP

2EETWP

2EETWP

P.BOX.SS200×200×200WP.SUS

即出湯ﾕﾆｯﾄ

新設ｶﾞｽ給湯器50号×5台

EEF2.0－3C（VE22)

既設PLA-1-1：予備回路接続

新設電気温水器×2台
1Φ100V1100W×2

EEF2.0－3C（VE22)

1Ф3W100/200V

EEF2.0－3C（VE22)×6

EEF2.0－3C（VE22)×5

EEF2.0－3C（VE22)×4

EEF2.0－3C（VE22)×3

EEF2.0－3C（VE22)×2

給湯器コンセント盤

新設給湯ｺﾝｾﾝﾄ盤（屋外形）

既設PA-1-2内：MCB2P50AF/15AT増設

新設滅菌器　1Φ200V12W

EEF2.0－3C（VE22)

既存建物コンクリート躯体

既存アスファルト舗装を撤去の上、新設アスファルト舗装（建築工事）

既存擬石縁石ブロックを取り外しの上、再取り付け（建築工事）

既存洗い出し平板を取り外しの上、再取り付け（建築工事）

コア抜き（建築工事）　※径は図面記載の通り



ＮＯ．ＮＯ．ＮＯ．ＮＯ．ＮＯ．ＮＯ．ＮＯ．

特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項

ＤＲＡＷＤＲＡＷＤＲＡＷＤＲＡＷＤＲＡＷＤＲＡＷＤＲＡＷ

ＤＲＡＷＤＲＡＷＤＲＡＷＤＲＡＷＤＲＡＷＤＲＡＷＤＲＡＷ富山県小矢部市泉町７－３０富山県小矢部市泉町７－３０富山県小矢部市泉町７－３０富山県小矢部市泉町７－３０富山県小矢部市泉町７－３０富山県小矢部市泉町７－３０富山県小矢部市泉町７－３０

建築設計事務所建築設計事務所建築設計事務所建築設計事務所建築設計事務所建築設計事務所建築設計事務所会 社会 社会 社会 社会 社会 社会 社
株 式株 式株 式株 式株 式株 式株 式 シバタシバタシバタシバタシバタシバタシバタ
ＴＥＬ.（代）0766（68）1177ＴＥＬ.（代）0766（68）1177ＴＥＬ.（代）0766（68）1177ＴＥＬ.（代）0766（68）1177ＴＥＬ.（代）0766（68）1177ＴＥＬ.（代）0766（68）1177ＴＥＬ.（代）0766（68）1177

管理一級建築士　大臣登録第132968号管理一級建築士　大臣登録第132968号管理一級建築士　大臣登録第132968号管理一級建築士　大臣登録第132968号管理一級建築士　大臣登録第132968号管理一級建築士　大臣登録第132968号管理一級建築士　大臣登録第132968号

平　木　　満平　木　　満平　木　　満平　木　　満平　木　　満平　木　　満平　木　　満

ＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥ

Ｄ Ａ Ｔ ＥＤ Ａ Ｔ ＥＤ Ａ Ｔ ＥＤ Ａ Ｔ ＥＤ Ａ Ｔ ＥＤ Ａ Ｔ ＥＤ Ａ Ｔ Ｅ

工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名

図　面図　面図　面図　面図　面図　面図　面

一級建築士　大臣登録　第344849号一級建築士　大臣登録　第344849号一級建築士　大臣登録　第344849号一級建築士　大臣登録　第344849号一級建築士　大臣登録　第344849号一級建築士　大臣登録　第344849号一級建築士　大臣登録　第344849号

柴 田  昭 浩柴 田  昭 浩柴 田  昭 浩柴 田  昭 浩柴 田  昭 浩柴 田  昭 浩柴 田  昭 浩
小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事

2020.122020.122020.122020.122020.122020.122020.12機械設備特記仕様書機械設備特記仕様書機械設備特記仕様書機械設備特記仕様書機械設備特記仕様書機械設備特記仕様書機械設備特記仕様書

―――――――
M-01M-01M-01M-01M-01M-01M-01

　4　ガス湯沸器　4　ガス湯沸器　4　ガス湯沸器　4　ガス湯沸器　4　ガス湯沸器　4　ガス湯沸器　4　ガス湯沸器

雑排水放流先( ・　公共下水　・　合併処理浄化槽　・　側溝等　)雑排水放流先( ・　公共下水　・　合併処理浄化槽　・　側溝等　)雑排水放流先( ・　公共下水　・　合併処理浄化槽　・　側溝等　)雑排水放流先( ・　公共下水　・　合併処理浄化槽　・　側溝等　)雑排水放流先( ・　公共下水　・　合併処理浄化槽　・　側溝等　)雑排水放流先( ・　公共下水　・　合併処理浄化槽　・　側溝等　)雑排水放流先( ・　公共下水　・　合併処理浄化槽　・　側溝等　)

・公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に基づくグループ区分一覧は、富山県ホーム・公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に基づくグループ区分一覧は、富山県ホーム・公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に基づくグループ区分一覧は、富山県ホーム・公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に基づくグループ区分一覧は、富山県ホーム・公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に基づくグループ区分一覧は、富山県ホーム・公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に基づくグループ区分一覧は、富山県ホーム・公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に基づくグループ区分一覧は、富山県ホーム

　7　地場産品の優先使用等　7　地場産品の優先使用等　7　地場産品の優先使用等　7　地場産品の優先使用等　7　地場産品の優先使用等　7　地場産品の優先使用等　7　地場産品の優先使用等

 42　保　　　　温 42　保　　　　温 42　保　　　　温 42　保　　　　温 42　保　　　　温 42　保　　　　温 42　保　　　　温

　5  手洗器　5  手洗器　5  手洗器　5  手洗器　5  手洗器　5  手洗器　5  手洗器

 28 工事特性・創意工夫 28 工事特性・創意工夫 28 工事特性・創意工夫 28 工事特性・創意工夫 28 工事特性・創意工夫 28 工事特性・創意工夫 28 工事特性・創意工夫

 26 安全教育・訓練の実施 26 安全教育・訓練の実施 26 安全教育・訓練の実施 26 安全教育・訓練の実施 26 安全教育・訓練の実施 26 安全教育・訓練の実施 26 安全教育・訓練の実施

  8　機材の品質・性能証明  8　機材の品質・性能証明  8　機材の品質・性能証明  8　機材の品質・性能証明  8　機材の品質・性能証明  8　機材の品質・性能証明  8　機材の品質・性能証明
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　4　下請関係の適正化　4　下請関係の適正化　4　下請関係の適正化　4　下請関係の適正化　4　下請関係の適正化　4　下請関係の適正化　4　下請関係の適正化

  2　工事実績情報の登録  2　工事実績情報の登録  2　工事実績情報の登録  2　工事実績情報の登録  2　工事実績情報の登録  2　工事実績情報の登録  2　工事実績情報の登録

・　空調機設備・　空調機設備・　空調機設備・　空調機設備・　空調機設備・　空調機設備・　空調機設備

・ 衛 生 器 具 設 備・ 衛 生 器 具 設 備・ 衛 生 器 具 設 備・ 衛 生 器 具 設 備・ 衛 生 器 具 設 備・ 衛 生 器 具 設 備・ 衛 生 器 具 設 備

 　・　マニフェスト管理一覧表の提出 　・　マニフェスト管理一覧表の提出 　・　マニフェスト管理一覧表の提出 　・　マニフェスト管理一覧表の提出 　・　マニフェスト管理一覧表の提出 　・　マニフェスト管理一覧表の提出 　・　マニフェスト管理一覧表の提出

2.  建 物 概 要 2.  建 物 概 要 2.  建 物 概 要 2.  建 物 概 要 2.  建 物 概 要 2.  建 物 概 要 2.  建 物 概 要 

延 面 積 延 面 積 延 面 積 延 面 積 延 面 積 延 面 積 延 面 積 

（㎡）（㎡）（㎡）（㎡）（㎡）（㎡）（㎡）
構　造構　造構　造構　造構　造構　造構　造 階　数階　数階　数階　数階　数階　数階　数建　物　名　称建　物　名　称建　物　名　称建　物　名　称建　物　名　称建　物　名　称建　物　名　称

別 表 第 一別 表 第 一別 表 第 一別 表 第 一別 表 第 一別 表 第 一別 表 第 一

消防法施行令消防法施行令消防法施行令消防法施行令消防法施行令消防法施行令消防法施行令
備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考

・ 排 水 設 備・ 排 水 設 備・ 排 水 設 備・ 排 水 設 備・ 排 水 設 備・ 排 水 設 備・ 排 水 設 備

 　・　ISO9001適用　機械設備工事施工管理要領(公共建築協会) 　・　ISO9001適用　機械設備工事施工管理要領(公共建築協会) 　・　ISO9001適用　機械設備工事施工管理要領(公共建築協会) 　・　ISO9001適用　機械設備工事施工管理要領(公共建築協会) 　・　ISO9001適用　機械設備工事施工管理要領(公共建築協会) 　・　ISO9001適用　機械設備工事施工管理要領(公共建築協会) 　・　ISO9001適用　機械設備工事施工管理要領(公共建築協会)

　3　施工体制に関する書類の提出　3　施工体制に関する書類の提出　3　施工体制に関する書類の提出　3　施工体制に関する書類の提出　3　施工体制に関する書類の提出　3　施工体制に関する書類の提出　3　施工体制に関する書類の提出

　1　適用基準等　1　適用基準等　1　適用基準等　1　適用基準等　1　適用基準等　1　適用基準等　1　適用基準等 (1.1.1.1)(1.1.1.1)(1.1.1.1)(1.1.1.1)(1.1.1.1)(1.1.1.1)(1.1.1.1)

 　・　適用する(「工事カルテ受領書」の写しを提出)。 　・　適用する(「工事カルテ受領書」の写しを提出)。 　・　適用する(「工事カルテ受領書」の写しを提出)。 　・　適用する(「工事カルテ受領書」の写しを提出)。 　・　適用する(「工事カルテ受領書」の写しを提出)。 　・　適用する(「工事カルテ受領書」の写しを提出)。 　・　適用する(「工事カルテ受領書」の写しを提出)。

 　設計図書の優先順位　1.特記仕様　2.図面　3.標準仕様書 　設計図書の優先順位　1.特記仕様　2.図面　3.標準仕様書 　設計図書の優先順位　1.特記仕様　2.図面　3.標準仕様書 　設計図書の優先順位　1.特記仕様　2.図面　3.標準仕様書 　設計図書の優先順位　1.特記仕様　2.図面　3.標準仕様書 　設計図書の優先順位　1.特記仕様　2.図面　3.標準仕様書 　設計図書の優先順位　1.特記仕様　2.図面　3.標準仕様書

 　　　特　　　　記　　　　事　　　　項 　　　特　　　　記　　　　事　　　　項 　　　特　　　　記　　　　事　　　　項 　　　特　　　　記　　　　事　　　　項 　　　特　　　　記　　　　事　　　　項 　　　特　　　　記　　　　事　　　　項 　　　特　　　　記　　　　事　　　　項　　　項　　　　目　　　項　　　　目　　　項　　　　目　　　項　　　　目　　　項　　　　目　　　項　　　　目　　　項　　　　目章章章章章章章

1.  共　通　仕　様1.  共　通　仕　様1.  共　通　仕　様1.  共　通　仕　様1.  共　通　仕　様1.  共　通　仕　様1.  共　通　仕　様

・ 給 湯 設 備・ 給 湯 設 備・ 給 湯 設 備・ 給 湯 設 備・ 給 湯 設 備・ 給 湯 設 備・ 給 湯 設 備

・ 給 水 設 備・ 給 水 設 備・ 給 水 設 備・ 給 水 設 備・ 給 水 設 備・ 給 水 設 備・ 給 水 設 備

・ ガ ス 設 備・ ガ ス 設 備・ ガ ス 設 備・ ガ ス 設 備・ ガ ス 設 備・ ガ ス 設 備・ ガ ス 設 備・ 厨 房 設 備・ 厨 房 設 備・ 厨 房 設 備・ 厨 房 設 備・ 厨 房 設 備・ 厨 房 設 備・ 厨 房 設 備

 　本工事を下請けに付す場合は、「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。 　本工事を下請けに付す場合は、「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。 　本工事を下請けに付す場合は、「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。 　本工事を下請けに付す場合は、「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。 　本工事を下請けに付す場合は、「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。 　本工事を下請けに付す場合は、「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。 　本工事を下請けに付す場合は、「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。

 　(2) 安全衛生責任者名、安全衛生推進者名、雇用管理責任者名 　(2) 安全衛生責任者名、安全衛生推進者名、雇用管理責任者名 　(2) 安全衛生責任者名、安全衛生推進者名、雇用管理責任者名 　(2) 安全衛生責任者名、安全衛生推進者名、雇用管理責任者名 　(2) 安全衛生責任者名、安全衛生推進者名、雇用管理責任者名 　(2) 安全衛生責任者名、安全衛生推進者名、雇用管理責任者名 　(2) 安全衛生責任者名、安全衛生推進者名、雇用管理責任者名

 　(1) 建設業法施工規則　第14条の2の第1項に揚げる事項 　(1) 建設業法施工規則　第14条の2の第1項に揚げる事項 　(1) 建設業法施工規則　第14条の2の第1項に揚げる事項 　(1) 建設業法施工規則　第14条の2の第1項に揚げる事項 　(1) 建設業法施工規則　第14条の2の第1項に揚げる事項 　(1) 建設業法施工規則　第14条の2の第1項に揚げる事項 　(1) 建設業法施工規則　第14条の2の第1項に揚げる事項

 　建設業法に基づく施工管理体制台帳を作成した場合は、下記の事項について監督職員に提出する。 　建設業法に基づく施工管理体制台帳を作成した場合は、下記の事項について監督職員に提出する。 　建設業法に基づく施工管理体制台帳を作成した場合は、下記の事項について監督職員に提出する。 　建設業法に基づく施工管理体制台帳を作成した場合は、下記の事項について監督職員に提出する。 　建設業法に基づく施工管理体制台帳を作成した場合は、下記の事項について監督職員に提出する。 　建設業法に基づく施工管理体制台帳を作成した場合は、下記の事項について監督職員に提出する。 　建設業法に基づく施工管理体制台帳を作成した場合は、下記の事項について監督職員に提出する。

 　「富山県土木工事共通仕様書」1-1-48個人情報の取扱い特記事項による。 　「富山県土木工事共通仕様書」1-1-48個人情報の取扱い特記事項による。 　「富山県土木工事共通仕様書」1-1-48個人情報の取扱い特記事項による。 　「富山県土木工事共通仕様書」1-1-48個人情報の取扱い特記事項による。 　「富山県土木工事共通仕様書」1-1-48個人情報の取扱い特記事項による。 　「富山県土木工事共通仕様書」1-1-48個人情報の取扱い特記事項による。 　「富山県土木工事共通仕様書」1-1-48個人情報の取扱い特記事項による。

  (2)使用する機材等に「富山県グリーン購入調達方針」で定めるものがある場合には、それに適合する  (2)使用する機材等に「富山県グリーン購入調達方針」で定めるものがある場合には、それに適合する  (2)使用する機材等に「富山県グリーン購入調達方針」で定めるものがある場合には、それに適合する  (2)使用する機材等に「富山県グリーン購入調達方針」で定めるものがある場合には、それに適合する  (2)使用する機材等に「富山県グリーン購入調達方針」で定めるものがある場合には、それに適合する  (2)使用する機材等に「富山県グリーン購入調達方針」で定めるものがある場合には、それに適合する  (2)使用する機材等に「富山県グリーン購入調達方針」で定めるものがある場合には、それに適合する

 　(1) 本工事に使用する設備機材等は設計図書に規定するもの又はこれらと同等以上のものとする。ただ 　(1) 本工事に使用する設備機材等は設計図書に規定するもの又はこれらと同等以上のものとする。ただ 　(1) 本工事に使用する設備機材等は設計図書に規定するもの又はこれらと同等以上のものとする。ただ 　(1) 本工事に使用する設備機材等は設計図書に規定するもの又はこれらと同等以上のものとする。ただ 　(1) 本工事に使用する設備機材等は設計図書に規定するもの又はこれらと同等以上のものとする。ただ 　(1) 本工事に使用する設備機材等は設計図書に規定するもの又はこれらと同等以上のものとする。ただ 　(1) 本工事に使用する設備機材等は設計図書に規定するもの又はこれらと同等以上のものとする。ただ

   し、同等以上とする場合は、監督職員の承諾を受ける。   し、同等以上とする場合は、監督職員の承諾を受ける。   し、同等以上とする場合は、監督職員の承諾を受ける。   し、同等以上とする場合は、監督職員の承諾を受ける。   し、同等以上とする場合は、監督職員の承諾を受ける。   し、同等以上とする場合は、監督職員の承諾を受ける。   し、同等以上とする場合は、監督職員の承諾を受ける。

　5　個人情報の取扱いについて　5　個人情報の取扱いについて　5　個人情報の取扱いについて　5　個人情報の取扱いについて　5　個人情報の取扱いについて　5　個人情報の取扱いについて　5　個人情報の取扱いについて

　6　機　　材　　等　6　機　　材　　等　6　機　　材　　等　6　機　　材　　等　6　機　　材　　等　6　機　　材　　等　6　機　　材　　等

  ものとする。  ものとする。  ものとする。  ものとする。  ものとする。  ものとする。  ものとする。

とするが、該当する材料がない場合は第三種のものを使用するものとする。とするが、該当する材料がない場合は第三種のものを使用するものとする。とするが、該当する材料がない場合は第三種のものを使用するものとする。とするが、該当する材料がない場合は第三種のものを使用するものとする。とするが、該当する材料がない場合は第三種のものを使用するものとする。とするが、該当する材料がない場合は第三種のものを使用するものとする。とするが、該当する材料がない場合は第三種のものを使用するものとする。

散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するもの散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するもの散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するもの散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するもの散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するもの散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するもの散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するもの

6)　販売、保守等の営業体制が整えられていること。以下、必要に応じ追記。6)　販売、保守等の営業体制が整えられていること。以下、必要に応じ追記。6)　販売、保守等の営業体制が整えられていること。以下、必要に応じ追記。6)　販売、保守等の営業体制が整えられていること。以下、必要に応じ追記。6)　販売、保守等の営業体制が整えられていること。以下、必要に応じ追記。6)　販売、保守等の営業体制が整えられていること。以下、必要に応じ追記。6)　販売、保守等の営業体制が整えられていること。以下、必要に応じ追記。

　　（なお、システムとして機能するものにあっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制　　（なお、システムとして機能するものにあっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制　　（なお、システムとして機能するものにあっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制　　（なお、システムとして機能するものにあっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制　　（なお、システムとして機能するものにあっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制　　（なお、システムとして機能するものにあっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制　　（なお、システムとして機能するものにあっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制

　　が整えられていること。）　　が整えられていること。）　　が整えられていること。）　　が整えられていること。）　　が整えられていること。）　　が整えられていること。）　　が整えられていること。）

4)　塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散が極めて4)　塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散が極めて4)　塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散が極めて4)　塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散が極めて4)　塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散が極めて4)　塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散が極めて4)　塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散が極めて

　　少ないものとする。　　少ないものとする。　　少ないものとする。　　少ないものとする。　　少ないものとする。　　少ないものとする。　　少ないものとする。

該当する建築材料該当する建築材料該当する建築材料該当する建築材料該当する建築材料該当する建築材料該当する建築材料

　　塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放　　塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放　　塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放　　塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放　　塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放　　塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放　　塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放

　　散させないか、放散が極めて少ないものとする。　　散させないか、放散が極めて少ないものとする。　　散させないか、放散が極めて少ないものとする。　　散させないか、放散が極めて少ないものとする。　　散させないか、放散が極めて少ないものとする。　　散させないか、放散が極めて少ないものとする。　　散させないか、放散が極めて少ないものとする。

2)　保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極めて少ない2)　保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極めて少ない2)　保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極めて少ない2)　保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極めて少ない2)　保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極めて少ない2)　保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極めて少ない2)　保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極めて少ない

　　ものとする。　　ものとする。　　ものとする。　　ものとする。　　ものとする。　　ものとする。　　ものとする。

なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放

　　ホルムアルデヒドの放散量　　ホルムアルデヒドの放散量　　ホルムアルデヒドの放散量　　ホルムアルデヒドの放散量　　ホルムアルデヒドの放散量　　ホルムアルデヒドの放散量　　ホルムアルデヒドの放散量

　　　　規 制 対 象 外　　　　規 制 対 象 外　　　　規 制 対 象 外　　　　規 制 対 象 外　　　　規 制 対 象 外　　　　規 制 対 象 外　　　　規 制 対 象 外 　①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品　①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品　①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品　①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品　①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品　①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品　①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

　②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品　②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品　②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品　②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品　②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品　②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品　②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

　③下記表示のあるJAS規格品　③下記表示のあるJAS規格品　③下記表示のあるJAS規格品　③下記表示のあるJAS規格品　③下記表示のあるJAS規格品　③下記表示のあるJAS規格品　③下記表示のあるJAS規格品

　　a.非ホルムアルデヒド系接着剤使用　　a.非ホルムアルデヒド系接着剤使用　　a.非ホルムアルデヒド系接着剤使用　　a.非ホルムアルデヒド系接着剤使用　　a.非ホルムアルデヒド系接着剤使用　　a.非ホルムアルデヒド系接着剤使用　　a.非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　　b.接着剤等不使用　　b.接着剤等不使用　　b.接着剤等不使用　　b.接着剤等不使用　　b.接着剤等不使用　　b.接着剤等不使用　　b.接着剤等不使用

　　c.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散　　c.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散　　c.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散　　c.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散　　c.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散　　c.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散　　c.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　　　させない材料使用　　　させない材料使用　　　させない材料使用　　　させない材料使用　　　させない材料使用　　　させない材料使用　　　させない材料使用

　　d.ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用　　d.ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用　　d.ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用　　d.ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用　　d.ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用　　d.ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用　　d.ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　　e.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散　　e.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散　　e.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散　　e.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散　　e.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散　　e.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散　　e.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　　　させない塗料使用　　　させない塗料使用　　　させない塗料使用　　　させない塗料使用　　　させない塗料使用　　　させない塗料使用　　　させない塗料使用

　　f.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散　　f.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散　　f.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散　　f.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散　　f.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散　　f.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散　　f.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　　　させない塗料等使用　　　させない塗料等使用　　　させない塗料等使用　　　させない塗料等使用　　　させない塗料等使用　　　させない塗料等使用　　　させない塗料等使用

　　　　　第　三　種　　　　　第　三　種　　　　　第　三　種　　　　　第　三　種　　　　　第　三　種　　　　　第　三　種　　　　　第　三　種 　①JIS及びJASのF☆☆☆規格品　①JIS及びJASのF☆☆☆規格品　①JIS及びJASのF☆☆☆規格品　①JIS及びJASのF☆☆☆規格品　①JIS及びJASのF☆☆☆規格品　①JIS及びJASのF☆☆☆規格品　①JIS及びJASのF☆☆☆規格品

　②建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品　②建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品　②建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品　②建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品　②建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品　②建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品　②建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

　③旧JISのEo規格品　③旧JISのEo規格品　③旧JISのEo規格品　③旧JISのEo規格品　③旧JISのEo規格品　③旧JISのEo規格品　③旧JISのEo規格品

工　種工　種工　種工　種工　種工　種工　種 品　目品　目品　目品　目品　目品　目品　目 規　格規　格規　格規　格規　格規　格規　格

 ・本工事で使用する下記の品目については、公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に ・本工事で使用する下記の品目については、公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に ・本工事で使用する下記の品目については、公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に ・本工事で使用する下記の品目については、公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に ・本工事で使用する下記の品目については、公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に ・本工事で使用する下記の品目については、公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に ・本工事で使用する下記の品目については、公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に

 おいて優先利用グループに区分されている製品を利用する。 おいて優先利用グループに区分されている製品を利用する。 おいて優先利用グループに区分されている製品を利用する。 おいて優先利用グループに区分されている製品を利用する。 おいて優先利用グループに区分されている製品を利用する。 おいて優先利用グループに区分されている製品を利用する。 おいて優先利用グループに区分されている製品を利用する。

 ただし、その製品の入手が困難な場合は、監督員と協議し、通常製品（新材で製造された製品）へ ただし、その製品の入手が困難な場合は、監督員と協議し、通常製品（新材で製造された製品）へ ただし、その製品の入手が困難な場合は、監督員と協議し、通常製品（新材で製造された製品）へ ただし、その製品の入手が困難な場合は、監督員と協議し、通常製品（新材で製造された製品）へ ただし、その製品の入手が困難な場合は、監督員と協議し、通常製品（新材で製造された製品）へ ただし、その製品の入手が困難な場合は、監督員と協議し、通常製品（新材で製造された製品）へ ただし、その製品の入手が困難な場合は、監督員と協議し、通常製品（新材で製造された製品）へ

 変更できるものとする。 変更できるものとする。 変更できるものとする。 変更できるものとする。 変更できるものとする。 変更できるものとする。 変更できるものとする。

 ページを参照すること。 ページを参照すること。 ページを参照すること。 ページを参照すること。 ページを参照すること。 ページを参照すること。 ページを参照すること。

 　・　本工事は「公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に基づき、パイロット工事として 　・　本工事は「公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に基づき、パイロット工事として 　・　本工事は「公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に基づき、パイロット工事として 　・　本工事は「公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に基づき、パイロット工事として 　・　本工事は「公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に基づき、パイロット工事として 　・　本工事は「公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に基づき、パイロット工事として 　・　本工事は「公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針に基づき、パイロット工事として

 下記の製品を使用する。 下記の製品を使用する。 下記の製品を使用する。 下記の製品を使用する。 下記の製品を使用する。 下記の製品を使用する。 下記の製品を使用する。

2)　生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。2)　生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。2)　生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。2)　生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。2)　生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。2)　生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。2)　生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

3)　安定的な供給が可能であること。3)　安定的な供給が可能であること。3)　安定的な供給が可能であること。3)　安定的な供給が可能であること。3)　安定的な供給が可能であること。3)　安定的な供給が可能であること。3)　安定的な供給が可能であること。

4)  法令等で定めがある場合は、その許可、認定又は免許を取得していること。4)  法令等で定めがある場合は、その許可、認定又は免許を取得していること。4)  法令等で定めがある場合は、その許可、認定又は免許を取得していること。4)  法令等で定めがある場合は、その許可、認定又は免許を取得していること。4)  法令等で定めがある場合は、その許可、認定又は免許を取得していること。4)  法令等で定めがある場合は、その許可、認定又は免許を取得していること。4)  法令等で定めがある場合は、その許可、認定又は免許を取得していること。

5)　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。5)　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。5)　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。5)　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。5)　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。5)　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。5)　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

 　受ける。 　受ける。 　受ける。 　受ける。 　受ける。 　受ける。 　受ける。

   資料または外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を   資料または外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を   資料または外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を   資料または外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を   資料または外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を   資料または外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を   資料または外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を

1)  品質及び性能に関する試験データが整備されていること。1)  品質及び性能に関する試験データが整備されていること。1)  品質及び性能に関する試験データが整備されていること。1)  品質及び性能に関する試験データが整備されていること。1)  品質及び性能に関する試験データが整備されていること。1)  品質及び性能に関する試験データが整備されていること。1)  品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

   (3) 主要な材料・機材等の製造業者等は次の 1)から 6)すべての事項を満たすものとし、この証明となる   (3) 主要な材料・機材等の製造業者等は次の 1)から 6)すべての事項を満たすものとし、この証明となる   (3) 主要な材料・機材等の製造業者等は次の 1)から 6)すべての事項を満たすものとし、この証明となる   (3) 主要な材料・機材等の製造業者等は次の 1)から 6)すべての事項を満たすものとし、この証明となる   (3) 主要な材料・機材等の製造業者等は次の 1)から 6)すべての事項を満たすものとし、この証明となる   (3) 主要な材料・機材等の製造業者等は次の 1)から 6)すべての事項を満たすものとし、この証明となる   (3) 主要な材料・機材等の製造業者等は次の 1)から 6)すべての事項を満たすものとし、この証明となる

(4) 揮発性有機化合物を放散させる建築材料等(4) 揮発性有機化合物を放散させる建築材料等(4) 揮発性有機化合物を放散させる建築材料等(4) 揮発性有機化合物を放散させる建築材料等(4) 揮発性有機化合物を放散させる建築材料等(4) 揮発性有機化合物を放散させる建築材料等(4) 揮発性有機化合物を放散させる建築材料等

本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次

の 1)から 5)の事項を満たすものとする。の 1)から 5)の事項を満たすものとする。の 1)から 5)の事項を満たすものとする。の 1)から 5)の事項を満たすものとする。の 1)から 5)の事項を満たすものとする。の 1)から 5)の事項を満たすものとする。の 1)から 5)の事項を満たすものとする。

1)　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、そ1)　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、そ1)　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、そ1)　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、そ1)　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、そ1)　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、そ1)　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、そ

　　の他の木質建材、ユリア樹脂板及び仕上げ塗剤は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極　　の他の木質建材、ユリア樹脂板及び仕上げ塗剤は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極　　の他の木質建材、ユリア樹脂板及び仕上げ塗剤は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極　　の他の木質建材、ユリア樹脂板及び仕上げ塗剤は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極　　の他の木質建材、ユリア樹脂板及び仕上げ塗剤は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極　　の他の木質建材、ユリア樹脂板及び仕上げ塗剤は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極　　の他の木質建材、ユリア樹脂板及び仕上げ塗剤は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極

　　めて少ないものとする。　　めて少ないものとする。　　めて少ないものとする。　　めて少ないものとする。　　めて少ないものとする。　　めて少ないものとする。　　めて少ないものとする。

3)　接着剤はフタル酸ジ－n －ブチル及びフタル酸ジ－2 －エチルヘキシンを含有しない難揮発性の可3)　接着剤はフタル酸ジ－n －ブチル及びフタル酸ジ－2 －エチルヘキシンを含有しない難揮発性の可3)　接着剤はフタル酸ジ－n －ブチル及びフタル酸ジ－2 －エチルヘキシンを含有しない難揮発性の可3)　接着剤はフタル酸ジ－n －ブチル及びフタル酸ジ－2 －エチルヘキシンを含有しない難揮発性の可3)　接着剤はフタル酸ジ－n －ブチル及びフタル酸ジ－2 －エチルヘキシンを含有しない難揮発性の可3)　接着剤はフタル酸ジ－n －ブチル及びフタル酸ジ－2 －エチルヘキシンを含有しない難揮発性の可3)　接着剤はフタル酸ジ－n －ブチル及びフタル酸ジ－2 －エチルヘキシンを含有しない難揮発性の可

5)　上記 1)、 3)及び 4)の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホル5)　上記 1)、 3)及び 4)の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホル5)　上記 1)、 3)及び 4)の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホル5)　上記 1)、 3)及び 4)の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホル5)　上記 1)、 3)及び 4)の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホル5)　上記 1)、 3)及び 4)の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホル5)　上記 1)、 3)及び 4)の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホル

　　ムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。　　ムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。　　ムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。　　ムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。　　ムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。　　ムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。　　ムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　④旧JASのFco規格品　④旧JASのFco規格品　④旧JASのFco規格品　④旧JASのFco規格品　④旧JASのFco規格品　④旧JASのFco規格品　④旧JASのFco規格品

 URL：http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1510/ki00004091-003-01.html URL：http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1510/ki00004091-003-01.html URL：http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1510/ki00004091-003-01.html URL：http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1510/ki00004091-003-01.html URL：http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1510/ki00004091-003-01.html URL：http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1510/ki00004091-003-01.html URL：http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1510/ki00004091-003-01.html

製品名製品名製品名製品名製品名製品名製品名規　格規　格規　格規　格規　格規　格規　格品　目品　目品　目品　目品　目品　目品　目工　種工　種工　種工　種工　種工　種工　種

(3)　　特記事項に記載の（　　）内表示番号は、国土交通省標準仕様書の当該項目又は当該表を示す。(3)　　特記事項に記載の（　　）内表示番号は、国土交通省標準仕様書の当該項目又は当該表を示す。(3)　　特記事項に記載の（　　）内表示番号は、国土交通省標準仕様書の当該項目又は当該表を示す。(3)　　特記事項に記載の（　　）内表示番号は、国土交通省標準仕様書の当該項目又は当該表を示す。(3)　　特記事項に記載の（　　）内表示番号は、国土交通省標準仕様書の当該項目又は当該表を示す。(3)　　特記事項に記載の（　　）内表示番号は、国土交通省標準仕様書の当該項目又は当該表を示す。(3)　　特記事項に記載の（　　）内表示番号は、国土交通省標準仕様書の当該項目又は当該表を示す。

2.  特　記　仕　様2.  特　記　仕　様2.  特　記　仕　様2.  特　記　仕　様2.  特　記　仕　様2.  特　記　仕　様2.  特　記　仕　様

(2)　建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの仕様書を適用する。(2)　建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの仕様書を適用する。(2)　建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの仕様書を適用する。(2)　建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの仕様書を適用する。(2)　建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの仕様書を適用する。(2)　建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの仕様書を適用する。(2)　建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの仕様書を適用する。

   ・ 地場産品の優先使用   ・ 地場産品の優先使用   ・ 地場産品の優先使用   ・ 地場産品の優先使用   ・ 地場産品の優先使用   ・ 地場産品の優先使用   ・ 地場産品の優先使用

   ・ 県内企業の優先選定等   ・ 県内企業の優先選定等   ・ 県内企業の優先選定等   ・ 県内企業の優先選定等   ・ 県内企業の優先選定等   ・ 県内企業の優先選定等   ・ 県内企業の優先選定等

   受注者は、工事に係る下請契約又は資材等納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は富山県内に   受注者は、工事に係る下請契約又は資材等納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は富山県内に   受注者は、工事に係る下請契約又は資材等納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は富山県内に   受注者は、工事に係る下請契約又は資材等納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は富山県内に   受注者は、工事に係る下請契約又は資材等納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は富山県内に   受注者は、工事に係る下請契約又は資材等納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は富山県内に   受注者は、工事に係る下請契約又は資材等納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は富山県内に

  本社・本店を置くものの中から選定するよう努めなければならない。  本社・本店を置くものの中から選定するよう努めなければならない。  本社・本店を置くものの中から選定するよう努めなければならない。  本社・本店を置くものの中から選定するよう努めなければならない。  本社・本店を置くものの中から選定するよう努めなければならない。  本社・本店を置くものの中から選定するよう努めなければならない。  本社・本店を置くものの中から選定するよう努めなければならない。

   ・ 不採用調書の提出   ・ 不採用調書の提出   ・ 不採用調書の提出   ・ 不採用調書の提出   ・ 不採用調書の提出   ・ 不採用調書の提出   ・ 不採用調書の提出

　　　　　　　解体等の作業　　　　　　　解体等の作業　　　　　　　解体等の作業　　　　　　　解体等の作業　　　　　　　解体等の作業　　　　　　　解体等の作業　　　　　　　解体等の作業

 　石綿等が使用されている場合、石綿障害予防規則に基づき、作業を行うこと。また、解体等の作業におけ 　石綿等が使用されている場合、石綿障害予防規則に基づき、作業を行うこと。また、解体等の作業におけ 　石綿等が使用されている場合、石綿障害予防規則に基づき、作業を行うこと。また、解体等の作業におけ 　石綿等が使用されている場合、石綿障害予防規則に基づき、作業を行うこと。また、解体等の作業におけ 　石綿等が使用されている場合、石綿障害予防規則に基づき、作業を行うこと。また、解体等の作業におけ 　石綿等が使用されている場合、石綿障害予防規則に基づき、作業を行うこと。また、解体等の作業におけ 　石綿等が使用されている場合、石綿障害予防規則に基づき、作業を行うこと。また、解体等の作業におけ

 る保護具の装着・湿潤を保つ費用、石綿の使用の有無を分析によって調査した場合に要する費用等及びそれ る保護具の装着・湿潤を保つ費用、石綿の使用の有無を分析によって調査した場合に要する費用等及びそれ る保護具の装着・湿潤を保つ費用、石綿の使用の有無を分析によって調査した場合に要する費用等及びそれ る保護具の装着・湿潤を保つ費用、石綿の使用の有無を分析によって調査した場合に要する費用等及びそれ る保護具の装着・湿潤を保つ費用、石綿の使用の有無を分析によって調査した場合に要する費用等及びそれ る保護具の装着・湿潤を保つ費用、石綿の使用の有無を分析によって調査した場合に要する費用等及びそれ る保護具の装着・湿潤を保つ費用、石綿の使用の有無を分析によって調査した場合に要する費用等及びそれ

 らに費やす工期については、監督職員と協議を行うこと。 らに費やす工期については、監督職員と協議を行うこと。 らに費やす工期については、監督職員と協議を行うこと。 らに費やす工期については、監督職員と協議を行うこと。 らに費やす工期については、監督職員と協議を行うこと。 らに費やす工期については、監督職員と協議を行うこと。 らに費やす工期については、監督職員と協議を行うこと。

介入を受けた場合の措置介入を受けた場合の措置介入を受けた場合の措置介入を受けた場合の措置介入を受けた場合の措置介入を受けた場合の措置介入を受けた場合の措置

              技術者の増員等              技術者の増員等              技術者の増員等              技術者の増員等              技術者の増員等              技術者の増員等              技術者の増員等 ける技術者の配置については、次に掲げる場合の区分に応じ、それぞれ次に定めることによる。ける技術者の配置については、次に掲げる場合の区分に応じ、それぞれ次に定めることによる。ける技術者の配置については、次に掲げる場合の区分に応じ、それぞれ次に定めることによる。ける技術者の配置については、次に掲げる場合の区分に応じ、それぞれ次に定めることによる。ける技術者の配置については、次に掲げる場合の区分に応じ、それぞれ次に定めることによる。ける技術者の配置については、次に掲げる場合の区分に応じ、それぞれ次に定めることによる。ける技術者の配置については、次に掲げる場合の区分に応じ、それぞれ次に定めることによる。

(1)　建設業法の規定により技術者の専任配置が義務付けられる工事の場合(1)　建設業法の規定により技術者の専任配置が義務付けられる工事の場合(1)　建設業法の規定により技術者の専任配置が義務付けられる工事の場合(1)　建設業法の規定により技術者の専任配置が義務付けられる工事の場合(1)　建設業法の規定により技術者の専任配置が義務付けられる工事の場合(1)　建設業法の規定により技術者の専任配置が義務付けられる工事の場合(1)　建設業法の規定により技術者の専任配置が義務付けられる工事の場合

　　専任配置が義務付けられている技術者とは別に、同法の規定により監理技術者の配置が義務付けら　　専任配置が義務付けられている技術者とは別に、同法の規定により監理技術者の配置が義務付けら　　専任配置が義務付けられている技術者とは別に、同法の規定により監理技術者の配置が義務付けら　　専任配置が義務付けられている技術者とは別に、同法の規定により監理技術者の配置が義務付けら　　専任配置が義務付けられている技術者とは別に、同法の規定により監理技術者の配置が義務付けら　　専任配置が義務付けられている技術者とは別に、同法の規定により監理技術者の配置が義務付けら　　専任配置が義務付けられている技術者とは別に、同法の規定により監理技術者の配置が義務付けら

　れる工事にあっては監理技術者の資格を有する者を、それ以外の工事にあっては主任技術者になり得　れる工事にあっては監理技術者の資格を有する者を、それ以外の工事にあっては主任技術者になり得　れる工事にあっては監理技術者の資格を有する者を、それ以外の工事にあっては主任技術者になり得　れる工事にあっては監理技術者の資格を有する者を、それ以外の工事にあっては主任技術者になり得　れる工事にあっては監理技術者の資格を有する者を、それ以外の工事にあっては主任技術者になり得　れる工事にあっては監理技術者の資格を有する者を、それ以外の工事にあっては主任技術者になり得　れる工事にあっては監理技術者の資格を有する者を、それ以外の工事にあっては主任技術者になり得

　る資格を有する者を１人、専任にて配置するものとする。この場合において、これらの工事に配置す　る資格を有する者を１人、専任にて配置するものとする。この場合において、これらの工事に配置す　る資格を有する者を１人、専任にて配置するものとする。この場合において、これらの工事に配置す　る資格を有する者を１人、専任にて配置するものとする。この場合において、これらの工事に配置す　る資格を有する者を１人、専任にて配置するものとする。この場合において、これらの工事に配置す　る資格を有する者を１人、専任にて配置するものとする。この場合において、これらの工事に配置す　る資格を有する者を１人、専任にて配置するものとする。この場合において、これらの工事に配置す

(2)　建設業法の規定による技術者の専任配置が義務づけられていない工事の場合(2)　建設業法の規定による技術者の専任配置が義務づけられていない工事の場合(2)　建設業法の規定による技術者の専任配置が義務づけられていない工事の場合(2)　建設業法の規定による技術者の専任配置が義務づけられていない工事の場合(2)　建設業法の規定による技術者の専任配置が義務づけられていない工事の場合(2)　建設業法の規定による技術者の専任配置が義務づけられていない工事の場合(2)　建設業法の規定による技術者の専任配置が義務づけられていない工事の場合

　　同法の規定により配置が義務付けられている技術者を、専任にて配置するものとする。　　同法の規定により配置が義務付けられている技術者を、専任にて配置するものとする。　　同法の規定により配置が義務付けられている技術者を、専任にて配置するものとする。　　同法の規定により配置が義務付けられている技術者を、専任にて配置するものとする。　　同法の規定により配置が義務付けられている技術者を、専任にて配置するものとする。　　同法の規定により配置が義務付けられている技術者を、専任にて配置するものとする。　　同法の規定により配置が義務付けられている技術者を、専任にて配置するものとする。

　を拒否し、不当な介入があった時点で速やかにその旨を監督員に報告するとともに、警察に届け出なけれ　を拒否し、不当な介入があった時点で速やかにその旨を監督員に報告するとともに、警察に届け出なけれ　を拒否し、不当な介入があった時点で速やかにその旨を監督員に報告するとともに、警察に届け出なけれ　を拒否し、不当な介入があった時点で速やかにその旨を監督員に報告するとともに、警察に届け出なけれ　を拒否し、不当な介入があった時点で速やかにその旨を監督員に報告するとともに、警察に届け出なけれ　を拒否し、不当な介入があった時点で速やかにその旨を監督員に報告するとともに、警察に届け出なけれ　を拒否し、不当な介入があった時点で速やかにその旨を監督員に報告するとともに、警察に届け出なけれ

　ばならない。また、下請業者に対しては、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合には、速やかにその　ばならない。また、下請業者に対しては、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合には、速やかにその　ばならない。また、下請業者に対しては、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合には、速やかにその　ばならない。また、下請業者に対しては、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合には、速やかにその　ばならない。また、下請業者に対しては、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合には、速やかにその　ばならない。また、下請業者に対しては、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合には、速やかにその　ばならない。また、下請業者に対しては、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合には、速やかにその

　もに、警察に届け出なければならない。　もに、警察に届け出なければならない。　もに、警察に届け出なければならない。　もに、警察に届け出なければならない。　もに、警察に届け出なければならない。　もに、警察に届け出なければならない。　もに、警察に届け出なければならない。

　　 ・社会性等の実施　　 ・社会性等の実施　　 ・社会性等の実施　　 ・社会性等の実施　　 ・社会性等の実施　　 ・社会性等の実施　　 ・社会性等の実施

 教育・訓練等を、月当たり半日以上の頻度で実施するものとする。 教育・訓練等を、月当たり半日以上の頻度で実施するものとする。 教育・訓練等を、月当たり半日以上の頻度で実施するものとする。 教育・訓練等を、月当たり半日以上の頻度で実施するものとする。 教育・訓練等を、月当たり半日以上の頻度で実施するものとする。 教育・訓練等を、月当たり半日以上の頻度で実施するものとする。 教育・訓練等を、月当たり半日以上の頻度で実施するものとする。

 または地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完成までに「富山県請負工事成 または地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完成までに「富山県請負工事成 または地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完成までに「富山県請負工事成 または地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完成までに「富山県請負工事成 または地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完成までに「富山県請負工事成 または地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完成までに「富山県請負工事成 または地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完成までに「富山県請負工事成

 績評定要領」第4第7項に定める様式により提出することができる。 績評定要領」第4第7項に定める様式により提出することができる。 績評定要領」第4第7項に定める様式により提出することができる。 績評定要領」第4第7項に定める様式により提出することができる。 績評定要領」第4第7項に定める様式により提出することができる。 績評定要領」第4第7項に定める様式により提出することができる。 績評定要領」第4第7項に定める様式により提出することができる。

「富山県土木工事共通仕様書」1-1-30　工事中の安全確保「富山県土木工事共通仕様書」1-1-30　工事中の安全確保「富山県土木工事共通仕様書」1-1-30　工事中の安全確保「富山県土木工事共通仕様書」1-1-30　工事中の安全確保「富山県土木工事共通仕様書」1-1-30　工事中の安全確保「富山県土木工事共通仕様書」1-1-30　工事中の安全確保「富山県土木工事共通仕様書」1-1-30　工事中の安全確保

 　労働安全衛生法等に基づき行う日々の安全教育のほか、すべての作業員を対象に、工事現場に即した安全 　労働安全衛生法等に基づき行う日々の安全教育のほか、すべての作業員を対象に、工事現場に即した安全 　労働安全衛生法等に基づき行う日々の安全教育のほか、すべての作業員を対象に、工事現場に即した安全 　労働安全衛生法等に基づき行う日々の安全教育のほか、すべての作業員を対象に、工事現場に即した安全 　労働安全衛生法等に基づき行う日々の安全教育のほか、すべての作業員を対象に、工事現場に即した安全 　労働安全衛生法等に基づき行う日々の安全教育のほか、すべての作業員を対象に、工事現場に即した安全 　労働安全衛生法等に基づき行う日々の安全教育のほか、すべての作業員を対象に、工事現場に即した安全

 (1) 残土処理 (1) 残土処理 (1) 残土処理 (1) 残土処理 (1) 残土処理 (1) 残土処理 (1) 残土処理  　・　構内敷きならし　　・　構内の指定場所に堆積 　・　構内敷きならし　　・　構内の指定場所に堆積 　・　構内敷きならし　　・　構内の指定場所に堆積 　・　構内敷きならし　　・　構内の指定場所に堆積 　・　構内敷きならし　　・　構内の指定場所に堆積 　・　構内敷きならし　　・　構内の指定場所に堆積 　・　構内敷きならし　　・　構内の指定場所に堆積

 　砂利事業( ・　切り込み砂利　　・　切り込み砕石 　・　再生クラッシャラン) 　砂利事業( ・　切り込み砂利　　・　切り込み砕石 　・　再生クラッシャラン) 　砂利事業( ・　切り込み砂利　　・　切り込み砕石 　・　再生クラッシャラン) 　砂利事業( ・　切り込み砂利　　・　切り込み砕石 　・　再生クラッシャラン) 　砂利事業( ・　切り込み砂利　　・　切り込み砕石 　・　再生クラッシャラン) 　砂利事業( ・　切り込み砂利　　・　切り込み砕石 　・　再生クラッシャラン) 　砂利事業( ・　切り込み砂利　　・　切り込み砕石 　・　再生クラッシャラン)

 　・　根切り土の中の良質土　　・　山砂 　・　根切り土の中の良質土　　・　山砂 　・　根切り土の中の良質土　　・　山砂 　・　根切り土の中の良質土　　・　山砂 　・　根切り土の中の良質土　　・　山砂 　・　根切り土の中の良質土　　・　山砂 　・　根切り土の中の良質土　　・　山砂 (1.2.2.1)(1.2.2.1)(1.2.2.1)(1.2.2.1)(1.2.2.1)(1.2.2.1)(1.2.2.1)

(1.2.3.1)(1.2.3.1)(1.2.3.1)(1.2.3.1)(1.2.3.1)(1.2.3.1)(1.2.3.1)

 　・　レディミクストコンクリート( ・　Ⅰ類　　・　Ⅱ類) 　・　レディミクストコンクリート( ・　Ⅰ類　　・　Ⅱ類) 　・　レディミクストコンクリート( ・　Ⅰ類　　・　Ⅱ類) 　・　レディミクストコンクリート( ・　Ⅰ類　　・　Ⅱ類) 　・　レディミクストコンクリート( ・　Ⅰ類　　・　Ⅱ類) 　・　レディミクストコンクリート( ・　Ⅰ類　　・　Ⅱ類) 　・　レディミクストコンクリート( ・　Ⅰ類　　・　Ⅱ類) (1.2.4.1)(建表 6.1.1)(1.2.4.1)(建表 6.1.1)(1.2.4.1)(建表 6.1.1)(1.2.4.1)(建表 6.1.1)(1.2.4.1)(建表 6.1.1)(1.2.4.1)(建表 6.1.1)(1.2.4.1)(建表 6.1.1)

 (3) 地業工事 (3) 地業工事 (3) 地業工事 (3) 地業工事 (3) 地業工事 (3) 地業工事 (3) 地業工事

 　・　普通練りコンクリート( ・　機械練り　　・　手練り) 　・　普通練りコンクリート( ・　機械練り　　・　手練り) 　・　普通練りコンクリート( ・　機械練り　　・　手練り) 　・　普通練りコンクリート( ・　機械練り　　・　手練り) 　・　普通練りコンクリート( ・　機械練り　　・　手練り) 　・　普通練りコンクリート( ・　機械練り　　・　手練り) 　・　普通練りコンクリート( ・　機械練り　　・　手練り) (1) 普通コンクリート (1) 普通コンクリート (1) 普通コンクリート (1) 普通コンクリート (1) 普通コンクリート (1) 普通コンクリート (1) 普通コンクリート

 (2) 鉄　　　筋 (2) 鉄　　　筋 (2) 鉄　　　筋 (2) 鉄　　　筋 (2) 鉄　　　筋 (2) 鉄　　　筋 (2) 鉄　　　筋

　工事土量調査システムを活用し、建設発生土の需給調整に努めること。　工事土量調査システムを活用し、建設発生土の需給調整に努めること。　工事土量調査システムを活用し、建設発生土の需給調整に努めること。　工事土量調査システムを活用し、建設発生土の需給調整に努めること。　工事土量調査システムを活用し、建設発生土の需給調整に努めること。　工事土量調査システムを活用し、建設発生土の需給調整に努めること。　工事土量調査システムを活用し、建設発生土の需給調整に努めること。

※構外搬出の場合は関係法令に従い適切に処理するとともに、建設発生土情報交換システム及び公共※構外搬出の場合は関係法令に従い適切に処理するとともに、建設発生土情報交換システム及び公共※構外搬出の場合は関係法令に従い適切に処理するとともに、建設発生土情報交換システム及び公共※構外搬出の場合は関係法令に従い適切に処理するとともに、建設発生土情報交換システム及び公共※構外搬出の場合は関係法令に従い適切に処理するとともに、建設発生土情報交換システム及び公共※構外搬出の場合は関係法令に従い適切に処理するとともに、建設発生土情報交換システム及び公共※構外搬出の場合は関係法令に従い適切に処理するとともに、建設発生土情報交換システム及び公共

 　次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場における常 　次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場における常 　次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場における常 　次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場における常 　次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場における常 　次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場における常 　次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場における常

 駐を要しない期間として取り扱う。 駐を要しない期間として取り扱う。 駐を要しない期間として取り扱う。 駐を要しない期間として取り扱う。 駐を要しない期間として取り扱う。 駐を要しない期間として取り扱う。 駐を要しない期間として取り扱う。

 　(1)契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間 　(1)契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間 　(1)契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間 　(1)契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間 　(1)契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間 　(1)契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間 　(1)契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間

 　(2)工事の全部の施工を一時中止している期間 　(2)工事の全部の施工を一時中止している期間 　(2)工事の全部の施工を一時中止している期間 　(2)工事の全部の施工を一時中止している期間 　(2)工事の全部の施工を一時中止している期間 　(2)工事の全部の施工を一時中止している期間 　(2)工事の全部の施工を一時中止している期間

　　常駐を要しない期間　　常駐を要しない期間　　常駐を要しない期間　　常駐を要しない期間　　常駐を要しない期間　　常駐を要しない期間　　常駐を要しない期間

 　(3)上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等が行われていない期間 　(3)上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等が行われていない期間 　(3)上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等が行われていない期間 　(3)上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等が行われていない期間 　(3)上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等が行われていない期間 　(3)上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等が行われていない期間 　(3)上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等が行われていない期間

 　・　構外搬出適切処理（受入れ場所：公共残土置き場　　　　　　） 　・　構外搬出適切処理（受入れ場所：公共残土置き場　　　　　　） 　・　構外搬出適切処理（受入れ場所：公共残土置き場　　　　　　） 　・　構外搬出適切処理（受入れ場所：公共残土置き場　　　　　　） 　・　構外搬出適切処理（受入れ場所：公共残土置き場　　　　　　） 　・　構外搬出適切処理（受入れ場所：公共残土置き場　　　　　　） 　・　構外搬出適切処理（受入れ場所：公共残土置き場　　　　　　）

 　受注者は、工事施工において、施工条件等への対応や自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する項目、 　受注者は、工事施工において、施工条件等への対応や自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する項目、 　受注者は、工事施工において、施工条件等への対応や自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する項目、 　受注者は、工事施工において、施工条件等への対応や自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する項目、 　受注者は、工事施工において、施工条件等への対応や自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する項目、 　受注者は、工事施工において、施工条件等への対応や自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する項目、 　受注者は、工事施工において、施工条件等への対応や自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する項目、

受注者は、本工事を施工するに当たり、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合は、断固としてこれ受注者は、本工事を施工するに当たり、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合は、断固としてこれ受注者は、本工事を施工するに当たり、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合は、断固としてこれ受注者は、本工事を施工するに当たり、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合は、断固としてこれ受注者は、本工事を施工するに当たり、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合は、断固としてこれ受注者は、本工事を施工するに当たり、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合は、断固としてこれ受注者は、本工事を施工するに当たり、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合は、断固としてこれ

　旨を報告するよう指導し、下請業者から報告を受けた受注者は、速やかにその旨を監督員に報告するとと　旨を報告するよう指導し、下請業者から報告を受けた受注者は、速やかにその旨を監督員に報告するとと　旨を報告するよう指導し、下請業者から報告を受けた受注者は、速やかにその旨を監督員に報告するとと　旨を報告するよう指導し、下請業者から報告を受けた受注者は、速やかにその旨を監督員に報告するとと　旨を報告するよう指導し、下請業者から報告を受けた受注者は、速やかにその旨を監督員に報告するとと　旨を報告するよう指導し、下請業者から報告を受けた受注者は、速やかにその旨を監督員に報告するとと　旨を報告するよう指導し、下請業者から報告を受けた受注者は、速やかにその旨を監督員に報告するとと

 １　工事に係る入札の結果、調査基準価格に満たない価格をもって入札をした者が受注者となった場合にお １　工事に係る入札の結果、調査基準価格に満たない価格をもって入札をした者が受注者となった場合にお １　工事に係る入札の結果、調査基準価格に満たない価格をもって入札をした者が受注者となった場合にお １　工事に係る入札の結果、調査基準価格に満たない価格をもって入札をした者が受注者となった場合にお １　工事に係る入札の結果、調査基準価格に満たない価格をもって入札をした者が受注者となった場合にお １　工事に係る入札の結果、調査基準価格に満たない価格をもって入札をした者が受注者となった場合にお １　工事に係る入札の結果、調査基準価格に満たない価格をもって入札をした者が受注者となった場合にお

　る技術者は、受注者と３ヶ月以上の雇用関係がある者に限る。　る技術者は、受注者と３ヶ月以上の雇用関係がある者に限る。　る技術者は、受注者と３ヶ月以上の雇用関係がある者に限る。　る技術者は、受注者と３ヶ月以上の雇用関係がある者に限る。　る技術者は、受注者と３ヶ月以上の雇用関係がある者に限る。　る技術者は、受注者と３ヶ月以上の雇用関係がある者に限る。　る技術者は、受注者と３ヶ月以上の雇用関係がある者に限る。

 　使用する機材が、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備 　使用する機材が、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備 　使用する機材が、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備 　使用する機材が、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備 　使用する機材が、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備 　使用する機材が、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備 　使用する機材が、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備

 の品質及び性能を有することを証明できる資料の提出を省略することができる。ただし、標準仕様書に規定 の品質及び性能を有することを証明できる資料の提出を省略することができる。ただし、標準仕様書に規定 の品質及び性能を有することを証明できる資料の提出を省略することができる。ただし、標準仕様書に規定 の品質及び性能を有することを証明できる資料の提出を省略することができる。ただし、標準仕様書に規定 の品質及び性能を有することを証明できる資料の提出を省略することができる。ただし、標準仕様書に規定 の品質及び性能を有することを証明できる資料の提出を省略することができる。ただし、標準仕様書に規定 の品質及び性能を有することを証明できる資料の提出を省略することができる。ただし、標準仕様書に規定

 される製作図、試験成績表等は除く。 される製作図、試験成績表等は除く。 される製作図、試験成績表等は除く。 される製作図、試験成績表等は除く。 される製作図、試験成績表等は除く。 される製作図、試験成績表等は除く。 される製作図、試験成績表等は除く。

 機材等評価名簿(平成22年度版)」による場合は、評価書の写しをもって、標準仕様書第1編第1章第4節1.4.2 機材等評価名簿(平成22年度版)」による場合は、評価書の写しをもって、標準仕様書第1編第1章第4節1.4.2 機材等評価名簿(平成22年度版)」による場合は、評価書の写しをもって、標準仕様書第1編第1章第4節1.4.2 機材等評価名簿(平成22年度版)」による場合は、評価書の写しをもって、標準仕様書第1編第1章第4節1.4.2 機材等評価名簿(平成22年度版)」による場合は、評価書の写しをもって、標準仕様書第1編第1章第4節1.4.2 機材等評価名簿(平成22年度版)」による場合は、評価書の写しをもって、標準仕様書第1編第1章第4節1.4.2 機材等評価名簿(平成22年度版)」による場合は、評価書の写しをもって、標準仕様書第1編第1章第4節1.4.2

 　・　再資源利用計画書等作成及び提出(FD) 　・　再資源利用計画書等作成及び提出(FD) 　・　再資源利用計画書等作成及び提出(FD) 　・　再資源利用計画書等作成及び提出(FD) 　・　再資源利用計画書等作成及び提出(FD) 　・　再資源利用計画書等作成及び提出(FD) 　・　再資源利用計画書等作成及び提出(FD)

(1.1.3.8)(1.1.3.8)(1.1.3.8)(1.1.3.8)(1.1.3.8)(1.1.3.8)(1.1.3.8)

 　・　運搬、処分委託契約書写し及び許可証写しの提出 　・　運搬、処分委託契約書写し及び許可証写しの提出 　・　運搬、処分委託契約書写し及び許可証写しの提出 　・　運搬、処分委託契約書写し及び許可証写しの提出 　・　運搬、処分委託契約書写し及び許可証写しの提出 　・　運搬、処分委託契約書写し及び許可証写しの提出 　・　運搬、処分委託契約書写し及び許可証写しの提出

 する。 する。 する。 する。 する。 する。 する。

 　・　発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め元請業者自らの責任において適正に処理するものと 　・　発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め元請業者自らの責任において適正に処理するものと 　・　発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め元請業者自らの責任において適正に処理するものと 　・　発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め元請業者自らの責任において適正に処理するものと 　・　発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め元請業者自らの責任において適正に処理するものと 　・　発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め元請業者自らの責任において適正に処理するものと 　・　発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め元請業者自らの責任において適正に処理するものと

 　・特別管理産業廃棄物( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　・特別管理産業廃棄物( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　・特別管理産業廃棄物( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　・特別管理産業廃棄物( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　・特別管理産業廃棄物( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　・特別管理産業廃棄物( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　・特別管理産業廃棄物( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

 　・同上の処理方法　　( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　・同上の処理方法　　( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　・同上の処理方法　　( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　・同上の処理方法　　( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　・同上の処理方法　　( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　・同上の処理方法　　( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　・同上の処理方法　　( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

 　建設業法第26条のよる部門、等級とする。 　建設業法第26条のよる部門、等級とする。 　建設業法第26条のよる部門、等級とする。 　建設業法第26条のよる部門、等級とする。 　建設業法第26条のよる部門、等級とする。 　建設業法第26条のよる部門、等級とする。 　建設業法第26条のよる部門、等級とする。

 　電気保安技術者を工事現場に　・ おく　・ おかない 　電気保安技術者を工事現場に　・ おく　・ おかない 　電気保安技術者を工事現場に　・ おく　・ おかない 　電気保安技術者を工事現場に　・ おく　・ おかない 　電気保安技術者を工事現場に　・ おく　・ おかない 　電気保安技術者を工事現場に　・ おく　・ おかない 　電気保安技術者を工事現場に　・ おく　・ おかない (1.1.3.2)(1.1.3.2)(1.1.3.2)(1.1.3.2)(1.1.3.2)(1.1.3.2)(1.1.3.2)

 　・再資源化を図るもの( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　・再資源化を図るもの( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　・再資源化を図るもの( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　・再資源化を図るもの( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　・再資源化を図るもの( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　・再資源化を図るもの( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　・再資源化を図るもの( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

 　・　配管技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　　・　熱絶縁施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・　配管技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　　・　熱絶縁施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・　配管技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　　・　熱絶縁施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・　配管技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　　・　熱絶縁施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・　配管技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　　・　熱絶縁施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・　配管技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　　・　熱絶縁施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・　配管技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　　・　熱絶縁施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）

 　・　建築板金技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・　冷凍空気調和機器施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・　建築板金技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・　冷凍空気調和機器施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・　建築板金技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・　冷凍空気調和機器施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・　建築板金技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・　冷凍空気調和機器施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・　建築板金技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・　冷凍空気調和機器施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・　建築板金技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・　冷凍空気調和機器施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・　建築板金技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・　冷凍空気調和機器施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）

 　・設けない　　・ 設ける 　・設けない　　・ 設ける 　・設けない　　・ 設ける 　・設けない　　・ 設ける 　・設けない　　・ 設ける 　・設けない　　・ 設ける 　・設けない　　・ 設ける

構内につくることが　　・できる　　・できない構内につくることが　　・できる　　・できない構内につくることが　　・できる　　・できない構内につくることが　　・できる　　・できない構内につくることが　　・できる　　・できない構内につくることが　　・できる　　・できない構内につくることが　　・できる　　・できない

   ・本工事で設置とする。（改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。）   ・本工事で設置とする。（改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。）   ・本工事で設置とする。（改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。）   ・本工事で設置とする。（改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。）   ・本工事で設置とする。（改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。）   ・本工事で設置とする。（改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。）   ・本工事で設置とする。（改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。）

　・内部仮設足場等（　　　種　　　種）　・外部仮設足場等（　　　種　　　種）　・内部仮設足場等（　　　種　　　種）　・外部仮設足場等（　　　種　　　種）　・内部仮設足場等（　　　種　　　種）　・外部仮設足場等（　　　種　　　種）　・内部仮設足場等（　　　種　　　種）　・外部仮設足場等（　　　種　　　種）　・内部仮設足場等（　　　種　　　種）　・外部仮設足場等（　　　種　　　種）　・内部仮設足場等（　　　種　　　種）　・外部仮設足場等（　　　種　　　種）　・内部仮設足場等（　　　種　　　種）　・外部仮設足場等（　　　種　　　種）

 　・　建設リサイクル法対象工事（請負代金額１億円以上（税込み）） 　・　建設リサイクル法対象工事（請負代金額１億円以上（税込み）） 　・　建設リサイクル法対象工事（請負代金額１億円以上（税込み）） 　・　建設リサイクル法対象工事（請負代金額１億円以上（税込み）） 　・　建設リサイクル法対象工事（請負代金額１億円以上（税込み）） 　・　建設リサイクル法対象工事（請負代金額１億円以上（税込み）） 　・　建設リサイクル法対象工事（請負代金額１億円以上（税込み））

 　・別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。 　・別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。 　・別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。 　・別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。 　・別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。 　・別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。 　・別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。

  9　発生材の処理等  9　発生材の処理等  9　発生材の処理等  9　発生材の処理等  9　発生材の処理等  9　発生材の処理等  9　発生材の処理等

 10　主任技術者等の適用 10　主任技術者等の適用 10　主任技術者等の適用 10　主任技術者等の適用 10　主任技術者等の適用 10　主任技術者等の適用 10　主任技術者等の適用

 11　電気保安技術者 11　電気保安技術者 11　電気保安技術者 11　電気保安技術者 11　電気保安技術者 11　電気保安技術者 11　電気保安技術者

 12　技能士の適用 12　技能士の適用 12　技能士の適用 12　技能士の適用 12　技能士の適用 12　技能士の適用 12　技能士の適用

 13　監督職員事務所 13　監督職員事務所 13　監督職員事務所 13　監督職員事務所 13　監督職員事務所 13　監督職員事務所 13　監督職員事務所

 14　工事用電力・水その他 14　工事用電力・水その他 14　工事用電力・水その他 14　工事用電力・水その他 14　工事用電力・水その他 14　工事用電力・水その他 14　工事用電力・水その他

 15　工事用仮設物 15　工事用仮設物 15　工事用仮設物 15　工事用仮設物 15　工事用仮設物 15　工事用仮設物 15　工事用仮設物

 16　足場、さん橋類 16　足場、さん橋類 16　足場、さん橋類 16　足場、さん橋類 16　足場、さん橋類 16　足場、さん橋類 16　足場、さん橋類

 17　建築物又は工作物の 17　建築物又は工作物の 17　建築物又は工作物の 17　建築物又は工作物の 17　建築物又は工作物の 17　建築物又は工作物の 17　建築物又は工作物の

 18　建築工事との取合 18　建築工事との取合 18　建築工事との取合 18　建築工事との取合 18　建築工事との取合 18　建築工事との取合 18　建築工事との取合

 22　土工事 22　土工事 22　土工事 22　土工事 22　土工事 22　土工事 22　土工事

 23　コンクリート工事 23　コンクリート工事 23　コンクリート工事 23　コンクリート工事 23　コンクリート工事 23　コンクリート工事 23　コンクリート工事

 24　施工機械 24　施工機械 24　施工機械 24　施工機械 24　施工機械 24　施工機械 24　施工機械

 25 現場代理人の工事現場における 25 現場代理人の工事現場における 25 現場代理人の工事現場における 25 現場代理人の工事現場における 25 現場代理人の工事現場における 25 現場代理人の工事現場における 25 現場代理人の工事現場における

 27 調査・試験に対する協力 27 調査・試験に対する協力 27 調査・試験に対する協力 27 調査・試験に対する協力 27 調査・試験に対する協力 27 調査・試験に対する協力 27 調査・試験に対する協力

 29 暴力団関係者から不当な 29 暴力団関係者から不当な 29 暴力団関係者から不当な 29 暴力団関係者から不当な 29 暴力団関係者から不当な 29 暴力団関係者から不当な 29 暴力団関係者から不当な

 30 低入札となった場合における 30 低入札となった場合における 30 低入札となった場合における 30 低入札となった場合における 30 低入札となった場合における 30 低入札となった場合における 30 低入札となった場合における

 　公共工事労務費調査等の対象工事となった場合は、監督員の指示により必要な協力をしなければならない。 　公共工事労務費調査等の対象工事となった場合は、監督員の指示により必要な協力をしなければならない。 　公共工事労務費調査等の対象工事となった場合は、監督員の指示により必要な協力をしなければならない。 　公共工事労務費調査等の対象工事となった場合は、監督員の指示により必要な協力をしなければならない。 　公共工事労務費調査等の対象工事となった場合は、監督員の指示により必要な協力をしなければならない。 　公共工事労務費調査等の対象工事となった場合は、監督員の指示により必要な協力をしなければならない。 　公共工事労務費調査等の対象工事となった場合は、監督員の指示により必要な協力をしなければならない。

 ２　１の(1)により別に配置される技術者は、監理技術者等を補助し、監理技術者等と同様の職務を行うも ２　１の(1)により別に配置される技術者は、監理技術者等を補助し、監理技術者等と同様の職務を行うも ２　１の(1)により別に配置される技術者は、監理技術者等を補助し、監理技術者等と同様の職務を行うも ２　１の(1)により別に配置される技術者は、監理技術者等を補助し、監理技術者等と同様の職務を行うも ２　１の(1)により別に配置される技術者は、監理技術者等を補助し、監理技術者等と同様の職務を行うも ２　１の(1)により別に配置される技術者は、監理技術者等を補助し、監理技術者等と同様の職務を行うも ２　１の(1)により別に配置される技術者は、監理技術者等を補助し、監理技術者等と同様の職務を行うも

のとする。のとする。のとする。のとする。のとする。のとする。のとする。

取扱いについて取扱いについて取扱いについて取扱いについて取扱いについて取扱いについて取扱いについて

 工事番号：　　　　 　工事名:                                      工事 工事番号：　　　　 　工事名:                                      工事 工事番号：　　　　 　工事名:                                      工事 工事番号：　　　　 　工事名:                                      工事 工事番号：　　　　 　工事名:                                      工事 工事番号：　　　　 　工事名:                                      工事 工事番号：　　　　 　工事名:                                      工事

既存のコンクリート床及び壁の配管用の穴あけは、ダイヤモンドカッターによる。既存のコンクリート床及び壁の配管用の穴あけは、ダイヤモンドカッターによる。既存のコンクリート床及び壁の配管用の穴あけは、ダイヤモンドカッターによる。既存のコンクリート床及び壁の配管用の穴あけは、ダイヤモンドカッターによる。既存のコンクリート床及び壁の配管用の穴あけは、ダイヤモンドカッターによる。既存のコンクリート床及び壁の配管用の穴あけは、ダイヤモンドカッターによる。既存のコンクリート床及び壁の配管用の穴あけは、ダイヤモンドカッターによる。

MHA形、MHB形及びMHD形は富山県章入り（鋳出し）とする。MHA形、MHB形及びMHD形は富山県章入り（鋳出し）とする。MHA形、MHB形及びMHD形は富山県章入り（鋳出し）とする。MHA形、MHB形及びMHD形は富山県章入り（鋳出し）とする。MHA形、MHB形及びMHD形は富山県章入り（鋳出し）とする。MHA形、MHB形及びMHD形は富山県章入り（鋳出し）とする。MHA形、MHB形及びMHD形は富山県章入り（鋳出し）とする。

 　・ 機械室内　　・ (　　　　　) 　・ 機械室内　　・ (　　　　　) 　・ 機械室内　　・ (　　　　　) 　・ 機械室内　　・ (　　　　　) 　・ 機械室内　　・ (　　　　　) 　・ 機械室内　　・ (　　　　　) 　・ 機械室内　　・ (　　　　　)

　 次の箇所の保温しない配管及びダクトは塗装不要とする(ただし、SGP-黒管及びSTGP370-黒管は除く)。　 次の箇所の保温しない配管及びダクトは塗装不要とする(ただし、SGP-黒管及びSTGP370-黒管は除く)。　 次の箇所の保温しない配管及びダクトは塗装不要とする(ただし、SGP-黒管及びSTGP370-黒管は除く)。　 次の箇所の保温しない配管及びダクトは塗装不要とする(ただし、SGP-黒管及びSTGP370-黒管は除く)。　 次の箇所の保温しない配管及びダクトは塗装不要とする(ただし、SGP-黒管及びSTGP370-黒管は除く)。　 次の箇所の保温しない配管及びダクトは塗装不要とする(ただし、SGP-黒管及びSTGP370-黒管は除く)。　 次の箇所の保温しない配管及びダクトは塗装不要とする(ただし、SGP-黒管及びSTGP370-黒管は除く)。

 　屋外及び多湿箇所の支持架台等は溶融亜鉛めっき鋼材(HDZ35以上)またはステンレス鋼材を使用する。 　屋外及び多湿箇所の支持架台等は溶融亜鉛めっき鋼材(HDZ35以上)またはステンレス鋼材を使用する。 　屋外及び多湿箇所の支持架台等は溶融亜鉛めっき鋼材(HDZ35以上)またはステンレス鋼材を使用する。 　屋外及び多湿箇所の支持架台等は溶融亜鉛めっき鋼材(HDZ35以上)またはステンレス鋼材を使用する。 　屋外及び多湿箇所の支持架台等は溶融亜鉛めっき鋼材(HDZ35以上)またはステンレス鋼材を使用する。 　屋外及び多湿箇所の支持架台等は溶融亜鉛めっき鋼材(HDZ35以上)またはステンレス鋼材を使用する。 　屋外及び多湿箇所の支持架台等は溶融亜鉛めっき鋼材(HDZ35以上)またはステンレス鋼材を使用する。

 　適用の基準は標準仕様書第2編第3章第2節による。 　適用の基準は標準仕様書第2編第3章第2節による。 　適用の基準は標準仕様書第2編第3章第2節による。 　適用の基準は標準仕様書第2編第3章第2節による。 　適用の基準は標準仕様書第2編第3章第2節による。 　適用の基準は標準仕様書第2編第3章第2節による。 　適用の基準は標準仕様書第2編第3章第2節による。

　給水、井水用の配管で呼び径65以上の弁、ストレーナ等は、ビス等により容易に着脱できる金属製　給水、井水用の配管で呼び径65以上の弁、ストレーナ等は、ビス等により容易に着脱できる金属製　給水、井水用の配管で呼び径65以上の弁、ストレーナ等は、ビス等により容易に着脱できる金属製　給水、井水用の配管で呼び径65以上の弁、ストレーナ等は、ビス等により容易に着脱できる金属製　給水、井水用の配管で呼び径65以上の弁、ストレーナ等は、ビス等により容易に着脱できる金属製　給水、井水用の配管で呼び径65以上の弁、ストレーナ等は、ビス等により容易に着脱できる金属製　給水、井水用の配管で呼び径65以上の弁、ストレーナ等は、ビス等により容易に着脱できる金属製

のカバーによる外装を施す。なお、屋内用は (　・　カラー亜鉛鉄板　　・　　　　　　)、屋外及びのカバーによる外装を施す。なお、屋内用は (　・　カラー亜鉛鉄板　　・　　　　　　)、屋外及びのカバーによる外装を施す。なお、屋内用は (　・　カラー亜鉛鉄板　　・　　　　　　)、屋外及びのカバーによる外装を施す。なお、屋内用は (　・　カラー亜鉛鉄板　　・　　　　　　)、屋外及びのカバーによる外装を施す。なお、屋内用は (　・　カラー亜鉛鉄板　　・　　　　　　)、屋外及びのカバーによる外装を施す。なお、屋内用は (　・　カラー亜鉛鉄板　　・　　　　　　)、屋外及びのカバーによる外装を施す。なお、屋内用は (　・　カラー亜鉛鉄板　　・　　　　　　)、屋外及び

    構造体　　　　　　・Ⅰ類　　　・Ⅱ類　　　・Ⅲ類　　　　　　　　    構造体　　　　　　・Ⅰ類　　　・Ⅱ類　　　・Ⅲ類　　　　　　　　    構造体　　　　　　・Ⅰ類　　　・Ⅱ類　　　・Ⅲ類　　　　　　　　    構造体　　　　　　・Ⅰ類　　　・Ⅱ類　　　・Ⅲ類　　　　　　　　    構造体　　　　　　・Ⅰ類　　　・Ⅱ類　　　・Ⅲ類　　　　　　　　    構造体　　　　　　・Ⅰ類　　　・Ⅱ類　　　・Ⅲ類　　　　　　　　    構造体　　　　　　・Ⅰ類　　　・Ⅱ類　　　・Ⅲ類　　　　　　　　

    建築設備　　　　　・甲類（特定の施設）　　・乙類（一般の施設）　　　　　　    建築設備　　　　　・甲類（特定の施設）　　・乙類（一般の施設）　　　　　　    建築設備　　　　　・甲類（特定の施設）　　・乙類（一般の施設）　　　　　　    建築設備　　　　　・甲類（特定の施設）　　・乙類（一般の施設）　　　　　　    建築設備　　　　　・甲類（特定の施設）　　・乙類（一般の施設）　　　　　　    建築設備　　　　　・甲類（特定の施設）　　・乙類（一般の施設）　　　　　　    建築設備　　　　　・甲類（特定の施設）　　・乙類（一般の施設）　　　　　　

(2)設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2005年版」（国土交(2)設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2005年版」（国土交(2)設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2005年版」（国土交(2)設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2005年版」（国土交(2)設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2005年版」（国土交(2)設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2005年版」（国土交(2)設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2005年版」（国土交

   (1)「官庁施設の総合耐震計画基準（平成18年8月4日国土交通省大臣官房官庁営繕部制定）」による耐震   (1)「官庁施設の総合耐震計画基準（平成18年8月4日国土交通省大臣官房官庁営繕部制定）」による耐震   (1)「官庁施設の総合耐震計画基準（平成18年8月4日国土交通省大臣官房官庁営繕部制定）」による耐震   (1)「官庁施設の総合耐震計画基準（平成18年8月4日国土交通省大臣官房官庁営繕部制定）」による耐震   (1)「官庁施設の総合耐震計画基準（平成18年8月4日国土交通省大臣官房官庁営繕部制定）」による耐震   (1)「官庁施設の総合耐震計画基準（平成18年8月4日国土交通省大臣官房官庁営繕部制定）」による耐震   (1)「官庁施設の総合耐震計画基準（平成18年8月4日国土交通省大臣官房官庁営繕部制定）」による耐震

　　安全性の分類は下記による。　　安全性の分類は下記による。　　安全性の分類は下記による。　　安全性の分類は下記による。　　安全性の分類は下記による。　　安全性の分類は下記による。　　安全性の分類は下記による。

    建築非構造部材　　・Ａ類　　　・Ｂ類　　　　　　　　    建築非構造部材　　・Ａ類　　　・Ｂ類　　　　　　　　    建築非構造部材　　・Ａ類　　　・Ｂ類　　　　　　　　    建築非構造部材　　・Ａ類　　　・Ｂ類　　　　　　　　    建築非構造部材　　・Ａ類　　　・Ｂ類　　　　　　　　    建築非構造部材　　・Ａ類　　　・Ｂ類　　　　　　　　    建築非構造部材　　・Ａ類　　　・Ｂ類　　　　　　　　

機器の重量[ｋｇｆ]に、設計用水平震度を乗じたものとする。なお特記なき場合、設計用水平震度は次機器の重量[ｋｇｆ]に、設計用水平震度を乗じたものとする。なお特記なき場合、設計用水平震度は次機器の重量[ｋｇｆ]に、設計用水平震度を乗じたものとする。なお特記なき場合、設計用水平震度は次機器の重量[ｋｇｆ]に、設計用水平震度を乗じたものとする。なお特記なき場合、設計用水平震度は次機器の重量[ｋｇｆ]に、設計用水平震度を乗じたものとする。なお特記なき場合、設計用水平震度は次機器の重量[ｋｇｆ]に、設計用水平震度を乗じたものとする。なお特記なき場合、設計用水平震度は次機器の重量[ｋｇｆ]に、設計用水平震度を乗じたものとする。なお特記なき場合、設計用水平震度は次

 設計用水平震度 設計用水平震度 設計用水平震度 設計用水平震度 設計用水平震度 設計用水平震度 設計用水平震度

設置場所設置場所設置場所設置場所設置場所設置場所設置場所

上層階,屋上上層階,屋上上層階,屋上上層階,屋上上層階,屋上上層階,屋上上層階,屋上

及び塔屋及び塔屋及び塔屋及び塔屋及び塔屋及び塔屋及び塔屋

中間階中間階中間階中間階中間階中間階中間階

地下・１階地下・１階地下・１階地下・１階地下・１階地下・１階地下・１階

機器種別機器種別機器種別機器種別機器種別機器種別機器種別

機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器

防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器

水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類

機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器

防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器

水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類

機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器

防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器

水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類

重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器 一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器 重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器 一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器

一般の施設一般の施設一般の施設一般の施設一般の施設一般の施設一般の施設特定の施設特定の施設特定の施設特定の施設特定の施設特定の施設特定の施設

2.02.02.02.02.02.02.0

2.02.02.02.02.02.02.0

2.02.02.02.02.02.02.0

1.51.51.51.51.51.51.5

1.51.51.51.51.51.51.5

1.51.51.51.51.51.51.5

1.01.01.01.01.01.01.0

1.01.01.01.01.01.01.0

1.51.51.51.51.51.51.5

1.51.51.51.51.51.51.5

2.02.02.02.02.02.02.0

1.51.51.51.51.51.51.5

1.01.01.01.01.01.01.0

1.51.51.51.51.51.51.5

1.01.01.01.01.01.01.0

0.60.60.60.60.60.60.6

1.01.01.01.01.01.01.0

1.01.01.01.01.01.01.0

1.51.51.51.51.51.51.5

2.02.02.02.02.02.02.0

1.51.51.51.51.51.51.5

1.01.01.01.01.01.01.0

1.51.51.51.51.51.51.5

1.01.01.01.01.01.01.0

0.60.60.60.60.60.60.6

1.01.01.01.01.01.01.0

1.01.01.01.01.01.01.0

1.01.01.01.01.01.01.0

1.51.51.51.51.51.51.5

1.01.01.01.01.01.01.0

0.60.60.60.60.60.60.6

1.01.01.01.01.01.01.0

0.60.60.60.60.60.60.6

0.40.40.40.40.40.40.4

0.60.60.60.60.60.60.6

0.60.60.60.60.60.60.6

注2)　機器種別の欄の「機器」は、防振設置機器、水槽類以外の機器を示す。注2)　機器種別の欄の「機器」は、防振設置機器、水槽類以外の機器を示す。注2)　機器種別の欄の「機器」は、防振設置機器、水槽類以外の機器を示す。注2)　機器種別の欄の「機器」は、防振設置機器、水槽類以外の機器を示す。注2)　機器種別の欄の「機器」は、防振設置機器、水槽類以外の機器を示す。注2)　機器種別の欄の「機器」は、防振設置機器、水槽類以外の機器を示す。注2)　機器種別の欄の「機器」は、防振設置機器、水槽類以外の機器を示す。

 １３階建以上の場合は上層４層とする。 １３階建以上の場合は上層４層とする。 １３階建以上の場合は上層４層とする。 １３階建以上の場合は上層４層とする。 １３階建以上の場合は上層４層とする。 １３階建以上の場合は上層４層とする。 １３階建以上の場合は上層４層とする。

注1) 上層階の定義は次による。注1) 上層階の定義は次による。注1) 上層階の定義は次による。注1) 上層階の定義は次による。注1) 上層階の定義は次による。注1) 上層階の定義は次による。注1) 上層階の定義は次による。

　 ２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階、　 ２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階、　 ２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階、　 ２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階、　 ２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階、　 ２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階、　 ２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階、

1)設計用水平地震力1)設計用水平地震力1)設計用水平地震力1)設計用水平地震力1)設計用水平地震力1)設計用水平地震力1)設計用水平地震力

による。による。による。による。による。による。による。

通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

 　(1) 機器付属の制御盤及び操作盤以降の電気配管、配線は( ・　本工事　　・　別途工事)とする。　 　(1) 機器付属の制御盤及び操作盤以降の電気配管、配線は( ・　本工事　　・　別途工事)とする。　 　(1) 機器付属の制御盤及び操作盤以降の電気配管、配線は( ・　本工事　　・　別途工事)とする。　 　(1) 機器付属の制御盤及び操作盤以降の電気配管、配線は( ・　本工事　　・　別途工事)とする。　 　(1) 機器付属の制御盤及び操作盤以降の電気配管、配線は( ・　本工事　　・　別途工事)とする。　 　(1) 機器付属の制御盤及び操作盤以降の電気配管、配線は( ・　本工事　　・　別途工事)とする。　 　(1) 機器付属の制御盤及び操作盤以降の電気配管、配線は( ・　本工事　　・　別途工事)とする。　

 　(2) 制御盤及び操作盤に付属する機器の接地は( ・　本工事　　 ・　別途工事)とする。 　(2) 制御盤及び操作盤に付属する機器の接地は( ・　本工事　　 ・　別途工事)とする。 　(2) 制御盤及び操作盤に付属する機器の接地は( ・　本工事　　 ・　別途工事)とする。 　(2) 制御盤及び操作盤に付属する機器の接地は( ・　本工事　　 ・　別途工事)とする。 　(2) 制御盤及び操作盤に付属する機器の接地は( ・　本工事　　 ・　別途工事)とする。 　(2) 制御盤及び操作盤に付属する機器の接地は( ・　本工事　　 ・　別途工事)とする。 　(2) 制御盤及び操作盤に付属する機器の接地は( ・　本工事　　 ・　別途工事)とする。

・　本工事　　　・　別途・　本工事　　　・　別途・　本工事　　　・　別途・　本工事　　　・　別途・　本工事　　　・　別途・　本工事　　　・　別途・　本工事　　　・　別途

　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

　・　風量調節　　・　水量調節　　・　室内外空気の温湿度の測定　・　風量調節　　・　水量調節　　・　室内外空気の温湿度の測定　・　風量調節　　・　水量調節　　・　室内外空気の温湿度の測定　・　風量調節　　・　水量調節　　・　室内外空気の温湿度の測定　・　風量調節　　・　水量調節　　・　室内外空気の温湿度の測定　・　風量調節　　・　水量調節　　・　室内外空気の温湿度の測定　・　風量調節　　・　水量調節　　・　室内外空気の温湿度の測定

　・室内気流及びじんあいの測定　　・　騒音の測定　　・　飲料水の水質の測定　・室内気流及びじんあいの測定　　・　騒音の測定　　・　飲料水の水質の測定　・室内気流及びじんあいの測定　　・　騒音の測定　　・　飲料水の水質の測定　・室内気流及びじんあいの測定　　・　騒音の測定　　・　飲料水の水質の測定　・室内気流及びじんあいの測定　　・　騒音の測定　　・　飲料水の水質の測定　・室内気流及びじんあいの測定　　・　騒音の測定　　・　飲料水の水質の測定　・室内気流及びじんあいの測定　　・　騒音の測定　　・　飲料水の水質の測定

 　(2) 電動機の出力は原則として表示された出力以下の容量とする。 　(2) 電動機の出力は原則として表示された出力以下の容量とする。 　(2) 電動機の出力は原則として表示された出力以下の容量とする。 　(2) 電動機の出力は原則として表示された出力以下の容量とする。 　(2) 電動機の出力は原則として表示された出力以下の容量とする。 　(2) 電動機の出力は原則として表示された出力以下の容量とする。 　(2) 電動機の出力は原則として表示された出力以下の容量とする。

 　(1) 機器類の能力、容量等(電動機出力を除く)は原則として表示された数値以上とする。 　(1) 機器類の能力、容量等(電動機出力を除く)は原則として表示された数値以上とする。 　(1) 機器類の能力、容量等(電動機出力を除く)は原則として表示された数値以上とする。 　(1) 機器類の能力、容量等(電動機出力を除く)は原則として表示された数値以上とする。 　(1) 機器類の能力、容量等(電動機出力を除く)は原則として表示された数値以上とする。 　(1) 機器類の能力、容量等(電動機出力を除く)は原則として表示された数値以上とする。 　(1) 機器類の能力、容量等(電動機出力を除く)は原則として表示された数値以上とする。

埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、車両通行部分は（　・ 600mm　　・　　　　　）埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、車両通行部分は（　・ 600mm　　・　　　　　）埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、車両通行部分は（　・ 600mm　　・　　　　　）埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、車両通行部分は（　・ 600mm　　・　　　　　）埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、車両通行部分は（　・ 600mm　　・　　　　　）埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、車両通行部分は（　・ 600mm　　・　　　　　）埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、車両通行部分は（　・ 600mm　　・　　　　　）

標準仕様書の2編2.7.1、2.7.2及び2.7.3による。標準仕様書の2編2.7.1、2.7.2及び2.7.3による。標準仕様書の2編2.7.1、2.7.2及び2.7.3による。標準仕様書の2編2.7.1、2.7.2及び2.7.3による。標準仕様書の2編2.7.1、2.7.2及び2.7.3による。標準仕様書の2編2.7.1、2.7.2及び2.7.3による。標準仕様書の2編2.7.1、2.7.2及び2.7.3による。

 による。 による。 による。 による。 による。 による。 による。

(3)異種接合の場合は、標準仕様書第2編2.5.16による。なお、接合要領は標準図（異種管の接合要領）(3)異種接合の場合は、標準仕様書第2編2.5.16による。なお、接合要領は標準図（異種管の接合要領）(3)異種接合の場合は、標準仕様書第2編2.5.16による。なお、接合要領は標準図（異種管の接合要領）(3)異種接合の場合は、標準仕様書第2編2.5.16による。なお、接合要領は標準図（異種管の接合要領）(3)異種接合の場合は、標準仕様書第2編2.5.16による。なお、接合要領は標準図（異種管の接合要領）(3)異種接合の場合は、標準仕様書第2編2.5.16による。なお、接合要領は標準図（異種管の接合要領）(3)異種接合の場合は、標準仕様書第2編2.5.16による。なお、接合要領は標準図（異種管の接合要領）

 ・ (a)　　　　・ (b)　　　　・ (c)　 ・ (a)　　　　・ (b)　　　　・ (c)　 ・ (a)　　　　・ (b)　　　　・ (c)　 ・ (a)　　　　・ (b)　　　　・ (c)　 ・ (a)　　　　・ (b)　　　　・ (c)　 ・ (a)　　　　・ (b)　　　　・ (c)　 ・ (a)　　　　・ (b)　　　　・ (c)　

(1)建物導入部の変位吸収方法は標準図(建築物導入部の変位吸収配管要領)による。(1)建物導入部の変位吸収方法は標準図(建築物導入部の変位吸収配管要領)による。(1)建物導入部の変位吸収方法は標準図(建築物導入部の変位吸収配管要領)による。(1)建物導入部の変位吸収方法は標準図(建築物導入部の変位吸収配管要領)による。(1)建物導入部の変位吸収方法は標準図(建築物導入部の変位吸収配管要領)による。(1)建物導入部の変位吸収方法は標準図(建築物導入部の変位吸収配管要領)による。(1)建物導入部の変位吸収方法は標準図(建築物導入部の変位吸収配管要領)による。

(1)材料・施工順序及び厚さは特記がなければ標準仕様書第2編第3章の表2.3.1～2.3.7による。なお、(1)材料・施工順序及び厚さは特記がなければ標準仕様書第2編第3章の表2.3.1～2.3.7による。なお、(1)材料・施工順序及び厚さは特記がなければ標準仕様書第2編第3章の表2.3.1～2.3.7による。なお、(1)材料・施工順序及び厚さは特記がなければ標準仕様書第2編第3章の表2.3.1～2.3.7による。なお、(1)材料・施工順序及び厚さは特記がなければ標準仕様書第2編第3章の表2.3.1～2.3.7による。なお、(1)材料・施工順序及び厚さは特記がなければ標準仕様書第2編第3章の表2.3.1～2.3.7による。なお、(1)材料・施工順序及び厚さは特記がなければ標準仕様書第2編第3章の表2.3.1～2.3.7による。なお、

 保温材は原則としてグラスウール保温材を使用するものとし、温水・蒸気・冷温水・給湯以外の屋外 保温材は原則としてグラスウール保温材を使用するものとし、温水・蒸気・冷温水・給湯以外の屋外 保温材は原則としてグラスウール保温材を使用するものとし、温水・蒸気・冷温水・給湯以外の屋外 保温材は原則としてグラスウール保温材を使用するものとし、温水・蒸気・冷温水・給湯以外の屋外 保温材は原則としてグラスウール保温材を使用するものとし、温水・蒸気・冷温水・給湯以外の屋外 保温材は原則としてグラスウール保温材を使用するものとし、温水・蒸気・冷温水・給湯以外の屋外 保温材は原則としてグラスウール保温材を使用するものとし、温水・蒸気・冷温水・給湯以外の屋外

 多湿箇所はポリスチレンフォーム保温材を使用するものとする。また、排煙ダクト及び煙道はロック 多湿箇所はポリスチレンフォーム保温材を使用するものとする。また、排煙ダクト及び煙道はロック 多湿箇所はポリスチレンフォーム保温材を使用するものとする。また、排煙ダクト及び煙道はロック 多湿箇所はポリスチレンフォーム保温材を使用するものとする。また、排煙ダクト及び煙道はロック 多湿箇所はポリスチレンフォーム保温材を使用するものとする。また、排煙ダクト及び煙道はロック 多湿箇所はポリスチレンフォーム保温材を使用するものとする。また、排煙ダクト及び煙道はロック 多湿箇所はポリスチレンフォーム保温材を使用するものとする。また、排煙ダクト及び煙道はロック

 ウール保温材を使用するものとする。 ウール保温材を使用するものとする。 ウール保温材を使用するものとする。 ウール保温材を使用するものとする。 ウール保温材を使用するものとする。 ウール保温材を使用するものとする。 ウール保温材を使用するものとする。

(2)井水管の保温種別については冷水管の保温種別によるものとする。(2)井水管の保温種別については冷水管の保温種別によるものとする。(2)井水管の保温種別については冷水管の保温種別によるものとする。(2)井水管の保温種別については冷水管の保温種別によるものとする。(2)井水管の保温種別については冷水管の保温種別によるものとする。(2)井水管の保温種別については冷水管の保温種別によるものとする。(2)井水管の保温種別については冷水管の保温種別によるものとする。

その他の部分は（　・ 450mm　　・　　　　　）以上とする。その他の部分は（　・ 450mm　　・　　　　　）以上とする。その他の部分は（　・ 450mm　　・　　　　　）以上とする。その他の部分は（　・ 450mm　　・　　　　　）以上とする。その他の部分は（　・ 450mm　　・　　　　　）以上とする。その他の部分は（　・ 450mm　　・　　　　　）以上とする。その他の部分は（　・ 450mm　　・　　　　　）以上とする。

系統図、機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の運転操作説明板を機系統図、機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の運転操作説明板を機系統図、機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の運転操作説明板を機系統図、機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の運転操作説明板を機系統図、機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の運転操作説明板を機系統図、機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の運転操作説明板を機系統図、機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の運転操作説明板を機

 械室に設ける。説明板の大きさは約　　㎡とする。 械室に設ける。説明板の大きさは約　　㎡とする。 械室に設ける。説明板の大きさは約　　㎡とする。 械室に設ける。説明板の大きさは約　　㎡とする。 械室に設ける。説明板の大きさは約　　㎡とする。 械室に設ける。説明板の大きさは約　　㎡とする。 械室に設ける。説明板の大きさは約　　㎡とする。

(2)溶接部の非破壊検査　　　　・　不要　　　　　・　要（　　　　　　　　）(2)溶接部の非破壊検査　　　　・　不要　　　　　・　要（　　　　　　　　）(2)溶接部の非破壊検査　　　　・　不要　　　　　・　要（　　　　　　　　）(2)溶接部の非破壊検査　　　　・　不要　　　　　・　要（　　　　　　　　）(2)溶接部の非破壊検査　　　　・　不要　　　　　・　要（　　　　　　　　）(2)溶接部の非破壊検査　　　　・　不要　　　　　・　要（　　　　　　　　）(2)溶接部の非破壊検査　　　　・　不要　　　　　・　要（　　　　　　　　）

 ３　なお、上記１、２を履行できない場合及び、受注者が事前に提出した総合評価方式に係る技術資料（富 ３　なお、上記１、２を履行できない場合及び、受注者が事前に提出した総合評価方式に係る技術資料（富 ３　なお、上記１、２を履行できない場合及び、受注者が事前に提出した総合評価方式に係る技術資料（富 ３　なお、上記１、２を履行できない場合及び、受注者が事前に提出した総合評価方式に係る技術資料（富 ３　なお、上記１、２を履行できない場合及び、受注者が事前に提出した総合評価方式に係る技術資料（富 ３　なお、上記１、２を履行できない場合及び、受注者が事前に提出した総合評価方式に係る技術資料（富 ３　なお、上記１、２を履行できない場合及び、受注者が事前に提出した総合評価方式に係る技術資料（富

本工事の請負代金額については、富山県が先行発注した下記の工事（以下「先行工事」という。）の受本工事の請負代金額については、富山県が先行発注した下記の工事（以下「先行工事」という。）の受本工事の請負代金額については、富山県が先行発注した下記の工事（以下「先行工事」という。）の受本工事の請負代金額については、富山県が先行発注した下記の工事（以下「先行工事」という。）の受本工事の請負代金額については、富山県が先行発注した下記の工事（以下「先行工事」という。）の受本工事の請負代金額については、富山県が先行発注した下記の工事（以下「先行工事」という。）の受本工事の請負代金額については、富山県が先行発注した下記の工事（以下「先行工事」という。）の受

　注者がその工事の工事完成日までに本工事についても受注した場合には、全工事の設計額の合計額より定　注者がその工事の工事完成日までに本工事についても受注した場合には、全工事の設計額の合計額より定　注者がその工事の工事完成日までに本工事についても受注した場合には、全工事の設計額の合計額より定　注者がその工事の工事完成日までに本工事についても受注した場合には、全工事の設計額の合計額より定　注者がその工事の工事完成日までに本工事についても受注した場合には、全工事の設計額の合計額より定　注者がその工事の工事完成日までに本工事についても受注した場合には、全工事の設計額の合計額より定　注者がその工事の工事完成日までに本工事についても受注した場合には、全工事の設計額の合計額より定

　まる率によって算定した諸経費等から、先行工事にかかる諸経費等を控除した額をもって速やかに再積算　まる率によって算定した諸経費等から、先行工事にかかる諸経費等を控除した額をもって速やかに再積算　まる率によって算定した諸経費等から、先行工事にかかる諸経費等を控除した額をもって速やかに再積算　まる率によって算定した諸経費等から、先行工事にかかる諸経費等を控除した額をもって速やかに再積算　まる率によって算定した諸経費等から、先行工事にかかる諸経費等を控除した額をもって速やかに再積算　まる率によって算定した諸経費等から、先行工事にかかる諸経費等を控除した額をもって速やかに再積算　まる率によって算定した諸経費等から、先行工事にかかる諸経費等を控除した額をもって速やかに再積算

　し、変更するものとする。　し、変更するものとする。　し、変更するものとする。　し、変更するものとする。　し、変更するものとする。　し、変更するものとする。　し、変更するものとする。

 １　受注者は、実際の施工に際しては、事前に提出し適正とされた技術資料（富山県公共工事総合評価方式 １　受注者は、実際の施工に際しては、事前に提出し適正とされた技術資料（富山県公共工事総合評価方式 １　受注者は、実際の施工に際しては、事前に提出し適正とされた技術資料（富山県公共工事総合評価方式 １　受注者は、実際の施工に際しては、事前に提出し適正とされた技術資料（富山県公共工事総合評価方式 １　受注者は、実際の施工に際しては、事前に提出し適正とされた技術資料（富山県公共工事総合評価方式 １　受注者は、実際の施工に際しては、事前に提出し適正とされた技術資料（富山県公共工事総合評価方式 １　受注者は、実際の施工に際しては、事前に提出し適正とされた技術資料（富山県公共工事総合評価方式

　　試行要領様式第１号、２号）の内容を履行すること。　　試行要領様式第１号、２号）の内容を履行すること。　　試行要領様式第１号、２号）の内容を履行すること。　　試行要領様式第１号、２号）の内容を履行すること。　　試行要領様式第１号、２号）の内容を履行すること。　　試行要領様式第１号、２号）の内容を履行すること。　　試行要領様式第１号、２号）の内容を履行すること。

 ２　受注者は、事前に提出した総合評価方式に係る技術資料(富山県公共工事総合評価方式施行要領様式第 ２　受注者は、事前に提出した総合評価方式に係る技術資料(富山県公共工事総合評価方式施行要領様式第 ２　受注者は、事前に提出した総合評価方式に係る技術資料(富山県公共工事総合評価方式施行要領様式第 ２　受注者は、事前に提出した総合評価方式に係る技術資料(富山県公共工事総合評価方式施行要領様式第 ２　受注者は、事前に提出した総合評価方式に係る技術資料(富山県公共工事総合評価方式施行要領様式第 ２　受注者は、事前に提出した総合評価方式に係る技術資料(富山県公共工事総合評価方式施行要領様式第 ２　受注者は、事前に提出した総合評価方式に係る技術資料(富山県公共工事総合評価方式施行要領様式第

　　４号）に記載した配置予定技術者を配置しなければならない。　　４号）に記載した配置予定技術者を配置しなければならない。　　４号）に記載した配置予定技術者を配置しなければならない。　　４号）に記載した配置予定技術者を配置しなければならない。　　４号）に記載した配置予定技術者を配置しなければならない。　　４号）に記載した配置予定技術者を配置しなければならない。　　４号）に記載した配置予定技術者を配置しなければならない。

　　山県公共工事総合評価方式施行要領様式第１号から４号）に記載した内容に虚偽の報告があった場合に　　山県公共工事総合評価方式施行要領様式第１号から４号）に記載した内容に虚偽の報告があった場合に　　山県公共工事総合評価方式施行要領様式第１号から４号）に記載した内容に虚偽の報告があった場合に　　山県公共工事総合評価方式施行要領様式第１号から４号）に記載した内容に虚偽の報告があった場合に　　山県公共工事総合評価方式施行要領様式第１号から４号）に記載した内容に虚偽の報告があった場合に　　山県公共工事総合評価方式施行要領様式第１号から４号）に記載した内容に虚偽の報告があった場合に　　山県公共工事総合評価方式施行要領様式第１号から４号）に記載した内容に虚偽の報告があった場合に

　　おいては、富山県公共工事総合評価方式施行要領に基づき工事成績の減点（標準型においては、工事成　　おいては、富山県公共工事総合評価方式施行要領に基づき工事成績の減点（標準型においては、工事成　　おいては、富山県公共工事総合評価方式施行要領に基づき工事成績の減点（標準型においては、工事成　　おいては、富山県公共工事総合評価方式施行要領に基づき工事成績の減点（標準型においては、工事成　　おいては、富山県公共工事総合評価方式施行要領に基づき工事成績の減点（標準型においては、工事成　　おいては、富山県公共工事総合評価方式施行要領に基づき工事成績の減点（標準型においては、工事成　　おいては、富山県公共工事総合評価方式施行要領に基づき工事成績の減点（標準型においては、工事成

　　績の減点及び違約金の徴収）をすることがある。　　績の減点及び違約金の徴収）をすることがある。　　績の減点及び違約金の徴収）をすることがある。　　績の減点及び違約金の徴収）をすることがある。　　績の減点及び違約金の徴収）をすることがある。　　績の減点及び違約金の徴収）をすることがある。　　績の減点及び違約金の徴収）をすることがある。

(1)各種配管の試験は、新設配管に適用する。(1)各種配管の試験は、新設配管に適用する。(1)各種配管の試験は、新設配管に適用する。(1)各種配管の試験は、新設配管に適用する。(1)各種配管の試験は、新設配管に適用する。(1)各種配管の試験は、新設配管に適用する。(1)各種配管の試験は、新設配管に適用する。

(5.1.1.3～5.1.1.8)(5.1.1.3～5.1.1.8)(5.1.1.3～5.1.1.8)(5.1.1.3～5.1.1.8)(5.1.1.3～5.1.1.8)(5.1.1.3～5.1.1.8)(5.1.1.3～5.1.1.8)

(2)新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。(2)新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。(2)新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。(2)新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。(2)新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。(2)新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。(2)新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

耐火カバー　　・　設ける（ピット内不要）　　・　設けない耐火カバー　　・　設ける（ピット内不要）　　・　設けない耐火カバー　　・　設ける（ピット内不要）　　・　設けない耐火カバー　　・　設ける（ピット内不要）　　・　設けない耐火カバー　　・　設ける（ピット内不要）　　・　設けない耐火カバー　　・　設ける（ピット内不要）　　・　設けない耐火カバー　　・　設ける（ピット内不要）　　・　設けない　1  和風大便器　1  和風大便器　1  和風大便器　1  和風大便器　1  和風大便器　1  和風大便器　1  和風大便器

　2  洋風大便器　2  洋風大便器　2  洋風大便器　2  洋風大便器　2  洋風大便器　2  洋風大便器　2  洋風大便器 便座　        ・ 温水洗浄便座　・ 暖房便座　・ 普通便座便座　        ・ 温水洗浄便座　・ 暖房便座　・ 普通便座便座　        ・ 温水洗浄便座　・ 暖房便座　・ 普通便座便座　        ・ 温水洗浄便座　・ 暖房便座　・ 普通便座便座　        ・ 温水洗浄便座　・ 暖房便座　・ 普通便座便座　        ・ 温水洗浄便座　・ 暖房便座　・ 普通便座便座　        ・ 温水洗浄便座　・ 暖房便座　・ 普通便座

　3  大便器洗浄弁　3  大便器洗浄弁　3  大便器洗浄弁　3  大便器洗浄弁　3  大便器洗浄弁　3  大便器洗浄弁　3  大便器洗浄弁

　4  小便器節水装置　4  小便器節水装置　4  小便器節水装置　4  小便器節水装置　4  小便器節水装置　4  小便器節水装置　4  小便器節水装置

図面に特記がなければ、洋風便器の洗浄水量は10.5L/回以下とする。図面に特記がなければ、洋風便器の洗浄水量は10.5L/回以下とする。図面に特記がなければ、洋風便器の洗浄水量は10.5L/回以下とする。図面に特記がなければ、洋風便器の洗浄水量は10.5L/回以下とする。図面に特記がなければ、洋風便器の洗浄水量は10.5L/回以下とする。図面に特記がなければ、洋風便器の洗浄水量は10.5L/回以下とする。図面に特記がなければ、洋風便器の洗浄水量は10.5L/回以下とする。

手洗器は止水栓付とする。手洗器は止水栓付とする。手洗器は止水栓付とする。手洗器は止水栓付とする。手洗器は止水栓付とする。手洗器は止水栓付とする。手洗器は止水栓付とする。

　6  ユニット型器具　6  ユニット型器具　6  ユニット型器具　6  ユニット型器具　6  ユニット型器具　6  ユニット型器具　6  ユニット型器具 ・・・・・・・

図面に特記がなければ、洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。図面に特記がなければ、洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。図面に特記がなければ、洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。図面に特記がなければ、洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。図面に特記がなければ、洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。図面に特記がなければ、洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。図面に特記がなければ、洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。
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 　・　機械はつり箇所は、金属探知機等による非破壊検査にて埋設物の調査を行う。 　・　機械はつり箇所は、金属探知機等による非破壊検査にて埋設物の調査を行う。 　・　機械はつり箇所は、金属探知機等による非破壊検査にて埋設物の調査を行う。 　・　機械はつり箇所は、金属探知機等による非破壊検査にて埋設物の調査を行う。 　・　機械はつり箇所は、金属探知機等による非破壊検査にて埋設物の調査を行う。 　・　機械はつり箇所は、金属探知機等による非破壊検査にて埋設物の調査を行う。 　・　機械はつり箇所は、金属探知機等による非破壊検査にて埋設物の調査を行う。

 　・　機械はつり箇所は、放射線透過検査による非破壊検査にて埋設物の調査を行う。 　・　機械はつり箇所は、放射線透過検査による非破壊検査にて埋設物の調査を行う。 　・　機械はつり箇所は、放射線透過検査による非破壊検査にて埋設物の調査を行う。 　・　機械はつり箇所は、放射線透過検査による非破壊検査にて埋設物の調査を行う。 　・　機械はつり箇所は、放射線透過検査による非破壊検査にて埋設物の調査を行う。 　・　機械はつり箇所は、放射線透過検査による非破壊検査にて埋設物の調査を行う。 　・　機械はつり箇所は、放射線透過検査による非破壊検査にて埋設物の調査を行う。

 　　　なお、報告書を提出する。撮影枚数は、1枚以上/部位とする。 　　　なお、報告書を提出する。撮影枚数は、1枚以上/部位とする。 　　　なお、報告書を提出する。撮影枚数は、1枚以上/部位とする。 　　　なお、報告書を提出する。撮影枚数は、1枚以上/部位とする。 　　　なお、報告書を提出する。撮影枚数は、1枚以上/部位とする。 　　　なお、報告書を提出する。撮影枚数は、1枚以上/部位とする。 　　　なお、報告書を提出する。撮影枚数は、1枚以上/部位とする。

 31 近接して工事を発注する場合の 31 近接して工事を発注する場合の 31 近接して工事を発注する場合の 31 近接して工事を発注する場合の 31 近接して工事を発注する場合の 31 近接して工事を発注する場合の 31 近接して工事を発注する場合の

 32 総合評価方式 32 総合評価方式 32 総合評価方式 32 総合評価方式 32 総合評価方式 32 総合評価方式 32 総合評価方式

 33　運転操作説明板 33　運転操作説明板 33　運転操作説明板 33　運転操作説明板 33　運転操作説明板 33　運転操作説明板 33　運転操作説明板

 34　総合調整 34　総合調整 34　総合調整 34　総合調整 34　総合調整 34　総合調整 34　総合調整

 35　容量等の表示 35　容量等の表示 35　容量等の表示 35　容量等の表示 35　容量等の表示 35　容量等の表示 35　容量等の表示

 36　電気工事 36　電気工事 36　電気工事 36　電気工事 36　電気工事 36　電気工事 36　電気工事

 37  耐震安全性の分類と耐震施工 37  耐震安全性の分類と耐震施工 37  耐震安全性の分類と耐震施工 37  耐震安全性の分類と耐震施工 37  耐震安全性の分類と耐震施工 37  耐震安全性の分類と耐震施工 37  耐震安全性の分類と耐震施工

 38　管の地中埋設深さ 38　管の地中埋設深さ 38　管の地中埋設深さ 38　管の地中埋設深さ 38　管の地中埋設深さ 38　管の地中埋設深さ 38　管の地中埋設深さ

 39　埋設管の防食処理 39　埋設管の防食処理 39　埋設管の防食処理 39　埋設管の防食処理 39　埋設管の防食処理 39　埋設管の防食処理 39　埋設管の防食処理

 40　ビニル管の布設 40　ビニル管の布設 40　ビニル管の布設 40　ビニル管の布設 40　ビニル管の布設 40　ビニル管の布設 40　ビニル管の布設

 41　配　　　　管 41　配　　　　管 41　配　　　　管 41　配　　　　管 41　配　　　　管 41　配　　　　管 41　配　　　　管

 43　弁類の保護カバー 43　弁類の保護カバー 43　弁類の保護カバー 43　弁類の保護カバー 43　弁類の保護カバー 43　弁類の保護カバー 43　弁類の保護カバー

 44　塗装及び防錆工事 44　塗装及び防錆工事 44　塗装及び防錆工事 44　塗装及び防錆工事 44　塗装及び防錆工事 44　塗装及び防錆工事 44　塗装及び防錆工事

 45　マンホール蓋 45　マンホール蓋 45　マンホール蓋 45　マンホール蓋 45　マンホール蓋 45　マンホール蓋 45　マンホール蓋

 46　は　　つ　　り 46　は　　つ　　り 46　は　　つ　　り 46　は　　つ　　り 46　は　　つ　　り 46　は　　つ　　り 46　は　　つ　　り

 47　非破壊検査等 47　非破壊検査等 47　非破壊検査等 47　非破壊検査等 47　非破壊検査等 47　非破壊検査等 47　非破壊検査等

 48　ス　リ　ー　ブ 48　ス　リ　ー　ブ 48　ス　リ　ー　ブ 48　ス　リ　ー　ブ 48　ス　リ　ー　ブ 48　ス　リ　ー　ブ 48　ス　リ　ー　ブ

 49　試　　　　　験 49　試　　　　　験 49　試　　　　　験 49　試　　　　　験 49　試　　　　　験 49　試　　　　　験 49　試　　　　　験

 50　電　　線　　類 50　電　　線　　類 50　電　　線　　類 50　電　　線　　類 50　電　　線　　類 50　電　　線　　類 50　電　　線　　類

 51　吊り及び支持金物 51　吊り及び支持金物 51　吊り及び支持金物 51　吊り及び支持金物 51　吊り及び支持金物 51　吊り及び支持金物 51　吊り及び支持金物
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　1　排水方式　1　排水方式　1　排水方式　1　排水方式　1　排水方式　1　排水方式　1　排水方式 汚水放流先　( ・　公共下水　・　浄化槽　　　・　　　　　　　)汚水放流先　( ・　公共下水　・　浄化槽　　　・　　　　　　　)汚水放流先　( ・　公共下水　・　浄化槽　　　・　　　　　　　)汚水放流先　( ・　公共下水　・　浄化槽　　　・　　　　　　　)汚水放流先　( ・　公共下水　・　浄化槽　　　・　　　　　　　)汚水放流先　( ・　公共下水　・　浄化槽　　　・　　　　　　　)汚水放流先　( ・　公共下水　・　浄化槽　　　・　　　　　　　)

(2)埋設表示テープ　　　・　要              　　・不要(2)埋設表示テープ　　　・　要              　　・不要(2)埋設表示テープ　　　・　要              　　・不要(2)埋設表示テープ　　　・　要              　　・不要(2)埋設表示テープ　　　・　要              　　・不要(2)埋設表示テープ　　　・　要              　　・不要(2)埋設表示テープ　　　・　要              　　・不要

(1)地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要(1)地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要(1)地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要(1)地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要(1)地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要(1)地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要(1)地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要 11　地中埋設標等 11　地中埋設標等 11　地中埋設標等 11　地中埋設標等 11　地中埋設標等 11　地中埋設標等 11　地中埋設標等

 10  引込納付金等 10  引込納付金等 10  引込納付金等 10  引込納付金等 10  引込納付金等 10  引込納付金等 10  引込納付金等

　9  水栓柱　9  水栓柱　9  水栓柱　9  水栓柱　9  水栓柱　9  水栓柱　9  水栓柱

　8  水栓　8  水栓　8  水栓　8  水栓　8  水栓　8  水栓　8  水栓

　7  絶縁継手　7  絶縁継手　7  絶縁継手　7  絶縁継手　7  絶縁継手　7  絶縁継手　7  絶縁継手

　6　弁　　桝　6　弁　　桝　6　弁　　桝　6　弁　　桝　6　弁　　桝　6　弁　　桝　6　弁　　桝

・　水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする( ・ただし屋外に設ける場合には耐寒水栓とする)・　水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする( ・ただし屋外に設ける場合には耐寒水栓とする)・　水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする( ・ただし屋外に設ける場合には耐寒水栓とする)・　水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする( ・ただし屋外に設ける場合には耐寒水栓とする)・　水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする( ・ただし屋外に設ける場合には耐寒水栓とする)・　水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする( ・ただし屋外に設ける場合には耐寒水栓とする)・　水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする( ・ただし屋外に設ける場合には耐寒水栓とする)

　5　配管材料　5　配管材料　5　配管材料　5　配管材料　5　配管材料　5　配管材料　5　配管材料

・　ポリ粉体鋼管(SGP-PD)　・　塩ビライニング鋼管(SGP-VD)　・　耐衝撃性硬質塩化ビニル管(HIVP)・　ポリ粉体鋼管(SGP-PD)　・　塩ビライニング鋼管(SGP-VD)　・　耐衝撃性硬質塩化ビニル管(HIVP)・　ポリ粉体鋼管(SGP-PD)　・　塩ビライニング鋼管(SGP-VD)　・　耐衝撃性硬質塩化ビニル管(HIVP)・　ポリ粉体鋼管(SGP-PD)　・　塩ビライニング鋼管(SGP-VD)　・　耐衝撃性硬質塩化ビニル管(HIVP)・　ポリ粉体鋼管(SGP-PD)　・　塩ビライニング鋼管(SGP-VD)　・　耐衝撃性硬質塩化ビニル管(HIVP)・　ポリ粉体鋼管(SGP-PD)　・　塩ビライニング鋼管(SGP-VD)　・　耐衝撃性硬質塩化ビニル管(HIVP)・　ポリ粉体鋼管(SGP-PD)　・　塩ビライニング鋼管(SGP-VD)　・　耐衝撃性硬質塩化ビニル管(HIVP)

・　給水管の最小口径は20mmとする。・　給水管の最小口径は20mmとする。・　給水管の最小口径は20mmとする。・　給水管の最小口径は20mmとする。・　給水管の最小口径は20mmとする。・　給水管の最小口径は20mmとする。・　給水管の最小口径は20mmとする。

・　標準図による。・　標準図による。・　標準図による。・　標準図による。・　標準図による。・　標準図による。・　標準図による。

・　台所流し用の水栓は泡沫式とする。・　台所流し用の水栓は泡沫式とする。・　台所流し用の水栓は泡沫式とする。・　台所流し用の水栓は泡沫式とする。・　台所流し用の水栓は泡沫式とする。・　台所流し用の水栓は泡沫式とする。・　台所流し用の水栓は泡沫式とする。

(表2.2.6)(表2.2.6)(表2.2.6)(表2.2.6)(表2.2.6)(表2.2.6)(表2.2.6)

　　受注者は、工事に使用する資材等について、品質が水準以上であり、かつ価格が適正である場合には県　　受注者は、工事に使用する資材等について、品質が水準以上であり、かつ価格が適正である場合には県　　受注者は、工事に使用する資材等について、品質が水準以上であり、かつ価格が適正である場合には県　　受注者は、工事に使用する資材等について、品質が水準以上であり、かつ価格が適正である場合には県　　受注者は、工事に使用する資材等について、品質が水準以上であり、かつ価格が適正である場合には県　　受注者は、工事に使用する資材等について、品質が水準以上であり、かつ価格が適正である場合には県　　受注者は、工事に使用する資材等について、品質が水準以上であり、かつ価格が適正である場合には県

   受注者は、工事の施工に関する下請契約において富山県内に本社・本店を置くものの中から選定しない場   受注者は、工事の施工に関する下請契約において富山県内に本社・本店を置くものの中から選定しない場   受注者は、工事の施工に関する下請契約において富山県内に本社・本店を置くものの中から選定しない場   受注者は、工事の施工に関する下請契約において富山県内に本社・本店を置くものの中から選定しない場   受注者は、工事の施工に関する下請契約において富山県内に本社・本店を置くものの中から選定しない場   受注者は、工事の施工に関する下請契約において富山県内に本社・本店を置くものの中から選定しない場   受注者は、工事の施工に関する下請契約において富山県内に本社・本店を置くものの中から選定しない場

 合又は工事に使用する資材等について県内地場産品を使用しない場合は、あらかじめ、「下請契約における 合又は工事に使用する資材等について県内地場産品を使用しない場合は、あらかじめ、「下請契約における 合又は工事に使用する資材等について県内地場産品を使用しない場合は、あらかじめ、「下請契約における 合又は工事に使用する資材等について県内地場産品を使用しない場合は、あらかじめ、「下請契約における 合又は工事に使用する資材等について県内地場産品を使用しない場合は、あらかじめ、「下請契約における 合又は工事に使用する資材等について県内地場産品を使用しない場合は、あらかじめ、「下請契約における 合又は工事に使用する資材等について県内地場産品を使用しない場合は、あらかじめ、「下請契約における

 県内企業及び県内地場産品の不採用調書」を監督員に提出しなければならない。 県内企業及び県内地場産品の不採用調書」を監督員に提出しなければならない。 県内企業及び県内地場産品の不採用調書」を監督員に提出しなければならない。 県内企業及び県内地場産品の不採用調書」を監督員に提出しなければならない。 県内企業及び県内地場産品の不採用調書」を監督員に提出しなければならない。 県内企業及び県内地場産品の不採用調書」を監督員に提出しなければならない。 県内企業及び県内地場産品の不採用調書」を監督員に提出しなければならない。

　内地場産品（建設資材又は製品等で、県内で最終製造工程が施されたもの又は県内に本社・本店を置く取　内地場産品（建設資材又は製品等で、県内で最終製造工程が施されたもの又は県内に本社・本店を置く取　内地場産品（建設資材又は製品等で、県内で最終製造工程が施されたもの又は県内に本社・本店を置く取　内地場産品（建設資材又は製品等で、県内で最終製造工程が施されたもの又は県内に本社・本店を置く取　内地場産品（建設資材又は製品等で、県内で最終製造工程が施されたもの又は県内に本社・本店を置く取　内地場産品（建設資材又は製品等で、県内で最終製造工程が施されたもの又は県内に本社・本店を置く取　内地場産品（建設資材又は製品等で、県内で最終製造工程が施されたもの又は県内に本社・本店を置く取

　扱業者から調達したものをいう。）を使用するものとする。　扱業者から調達したものをいう。）を使用するものとする。　扱業者から調達したものをいう。）を使用するものとする。　扱業者から調達したものをいう。）を使用するものとする。　扱業者から調達したものをいう。）を使用するものとする。　扱業者から調達したものをいう。）を使用するものとする。　扱業者から調達したものをいう。）を使用するものとする。

 　本工事に必要な工事用電力、水、燃料及び諸手続き等の費用は受注者の負担とする。 　本工事に必要な工事用電力、水、燃料及び諸手続き等の費用は受注者の負担とする。 　本工事に必要な工事用電力、水、燃料及び諸手続き等の費用は受注者の負担とする。 　本工事に必要な工事用電力、水、燃料及び諸手続き等の費用は受注者の負担とする。 　本工事に必要な工事用電力、水、燃料及び諸手続き等の費用は受注者の負担とする。 　本工事に必要な工事用電力、水、燃料及び諸手続き等の費用は受注者の負担とする。 　本工事に必要な工事用電力、水、燃料及び諸手続き等の費用は受注者の負担とする。

 　・　異形鉄筋( ・ SD295A　・ SD345) 　・　異形鉄筋( ・ SD295A　・ SD345) 　・　異形鉄筋( ・ SD295A　・ SD345) 　・　異形鉄筋( ・ SD295A　・ SD345) 　・　異形鉄筋( ・ SD295A　・ SD345) 　・　異形鉄筋( ・ SD295A　・ SD345) 　・　異形鉄筋( ・ SD295A　・ SD345)

　 「富山県土木工事共通仕様書」1-1-34環境対策に記載の排出ガス対策型建設機械及び低騒音型・低振動型　 「富山県土木工事共通仕様書」1-1-34環境対策に記載の排出ガス対策型建設機械及び低騒音型・低振動型　 「富山県土木工事共通仕様書」1-1-34環境対策に記載の排出ガス対策型建設機械及び低騒音型・低振動型　 「富山県土木工事共通仕様書」1-1-34環境対策に記載の排出ガス対策型建設機械及び低騒音型・低振動型　 「富山県土木工事共通仕様書」1-1-34環境対策に記載の排出ガス対策型建設機械及び低騒音型・低振動型　 「富山県土木工事共通仕様書」1-1-34環境対策に記載の排出ガス対策型建設機械及び低騒音型・低振動型　 「富山県土木工事共通仕様書」1-1-34環境対策に記載の排出ガス対策型建設機械及び低騒音型・低振動型

 建設機械を使用するものとする。 建設機械を使用するものとする。 建設機械を使用するものとする。 建設機械を使用するものとする。 建設機械を使用するものとする。 建設機械を使用するものとする。 建設機械を使用するものとする。

 　コンクリート強度試験( ・　実施する　　・　省略する)       構造体は、強度補正のこと(建6.4.5) 　コンクリート強度試験( ・　実施する　　・　省略する)       構造体は、強度補正のこと(建6.4.5) 　コンクリート強度試験( ・　実施する　　・　省略する)       構造体は、強度補正のこと(建6.4.5) 　コンクリート強度試験( ・　実施する　　・　省略する)       構造体は、強度補正のこと(建6.4.5) 　コンクリート強度試験( ・　実施する　　・　省略する)       構造体は、強度補正のこと(建6.4.5) 　コンクリート強度試験( ・　実施する　　・　省略する)       構造体は、強度補正のこと(建6.4.5) 　コンクリート強度試験( ・　実施する　　・　省略する)       構造体は、強度補正のこと(建6.4.5)

 　・　紙製（一般床、壁）　・　鋼製（梁等）　・　塩ビ製（地中等） 　・　紙製（一般床、壁）　・　鋼製（梁等）　・　塩ビ製（地中等） 　・　紙製（一般床、壁）　・　鋼製（梁等）　・　塩ビ製（地中等） 　・　紙製（一般床、壁）　・　鋼製（梁等）　・　塩ビ製（地中等） 　・　紙製（一般床、壁）　・　鋼製（梁等）　・　塩ビ製（地中等） 　・　紙製（一般床、壁）　・　鋼製（梁等）　・　塩ビ製（地中等） 　・　紙製（一般床、壁）　・　鋼製（梁等）　・　塩ビ製（地中等）

重要機器　　　 ・　水槽類（　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　）重要機器　　　 ・　水槽類（　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　）重要機器　　　 ・　水槽類（　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　）重要機器　　　 ・　水槽類（　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　）重要機器　　　 ・　水槽類（　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　）重要機器　　　 ・　水槽類（　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　）重要機器　　　 ・　水槽類（　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　）

　　　　　　　 ・　消火設備機器　　・　　　　　　　　 ・　消火設備機器　　・　　　　　　　　 ・　消火設備機器　　・　　　　　　　　 ・　消火設備機器　　・　　　　　　　　 ・　消火設備機器　　・　　　　　　　　 ・　消火設備機器　　・　　　　　　　　 ・　消火設備機器　　・　

2)設計用鉛直地震力2)設計用鉛直地震力2)設計用鉛直地震力2)設計用鉛直地震力2)設計用鉛直地震力2)設計用鉛直地震力2)設計用鉛直地震力

設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

3)あと施工アンカーは、引張試験機による引張試験を行う。3)あと施工アンカーは、引張試験機による引張試験を行う。3)あと施工アンカーは、引張試験機による引張試験を行う。3)あと施工アンカーは、引張試験機による引張試験を行う。3)あと施工アンカーは、引張試験機による引張試験を行う。3)あと施工アンカーは、引張試験機による引張試験を行う。3)あと施工アンカーは、引張試験機による引張試験を行う。

(1.2.1.1)(建2.3.1)(1.2.1.1)(建2.3.1)(1.2.1.1)(建2.3.1)(1.2.1.1)(建2.3.1)(1.2.1.1)(建2.3.1)(1.2.1.1)(建2.3.1)(1.2.1.1)(建2.3.1)

(建改8.11.5)(建改8.11.5)(建改8.11.5)(建改8.11.5)(建改8.11.5)(建改8.11.5)(建改8.11.5)

・ 撤 去 工 事・ 撤 去 工 事・ 撤 去 工 事・ 撤 去 工 事・ 撤 去 工 事・ 撤 去 工 事・ 撤 去 工 事

・ 消 火 設 備・ 消 火 設 備・ 消 火 設 備・ 消 火 設 備・ 消 火 設 備・ 消 火 設 備・ 消 火 設 備

(改4.1.2)(改4.1.2)(改4.1.2)(改4.1.2)(改4.1.2)(改4.1.2)(改4.1.2)

(1)　　章及び項目は番号に　　印の付いたものを適用する。(1)　　章及び項目は番号に　　印の付いたものを適用する。(1)　　章及び項目は番号に　　印の付いたものを適用する。(1)　　章及び項目は番号に　　印の付いたものを適用する。(1)　　章及び項目は番号に　　印の付いたものを適用する。(1)　　章及び項目は番号に　　印の付いたものを適用する。(1)　　章及び項目は番号に　　印の付いたものを適用する。

(2)　　特記事項において選択する事項は、　　印の付いたものを適用する。(2)　　特記事項において選択する事項は、　　印の付いたものを適用する。(2)　　特記事項において選択する事項は、　　印の付いたものを適用する。(2)　　特記事項において選択する事項は、　　印の付いたものを適用する。(2)　　特記事項において選択する事項は、　　印の付いたものを適用する。(2)　　特記事項において選択する事項は、　　印の付いたものを適用する。(2)　　特記事項において選択する事項は、　　印の付いたものを適用する。

3.  工 事 種 目 (○印をつけたものを適用する。)3.  工 事 種 目 (○印をつけたものを適用する。)3.  工 事 種 目 (○印をつけたものを適用する。)3.  工 事 種 目 (○印をつけたものを適用する。)3.  工 事 種 目 (○印をつけたものを適用する。)3.  工 事 種 目 (○印をつけたものを適用する。)3.  工 事 種 目 (○印をつけたものを適用する。)

(1)　 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編(1)　 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編(1)　 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編(1)　 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編(1)　 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編(1)　 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編(1)　 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編

　　(平成25年版))、公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編(平成25年版))及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修の公　　(平成25年版))、公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編(平成25年版))及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修の公　　(平成25年版))、公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編(平成25年版))及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修の公　　(平成25年版))、公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編(平成25年版))及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修の公　　(平成25年版))、公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編(平成25年版))及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修の公　　(平成25年版))、公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編(平成25年版))及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修の公　　(平成25年版))、公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編(平成25年版))及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修の公

　　共建築設備工事標準図(機械設備工事編(平成25年版))による。　　共建築設備工事標準図(機械設備工事編(平成25年版))による。　　共建築設備工事標準図(機械設備工事編(平成25年版))による。　　共建築設備工事標準図(機械設備工事編(平成25年版))による。　　共建築設備工事標準図(機械設備工事編(平成25年版))による。　　共建築設備工事標準図(機械設備工事編(平成25年版))による。　　共建築設備工事標準図(機械設備工事編(平成25年版))による。

 　提出図書等は①適用基準等によるほか次による。 　提出図書等は①適用基準等によるほか次による。 　提出図書等は①適用基準等によるほか次による。 　提出図書等は①適用基準等によるほか次による。 　提出図書等は①適用基準等によるほか次による。 　提出図書等は①適用基準等によるほか次による。 　提出図書等は①適用基準等によるほか次による。 19　提出図書等 19　提出図書等 19　提出図書等 19　提出図書等 19　提出図書等 19　提出図書等 19　提出図書等

 　国土交通大臣官房官庁営繕部監修の工事写真の撮り方(改訂第3版)-建築設備編-による。〈デジタル 　国土交通大臣官房官庁営繕部監修の工事写真の撮り方(改訂第3版)-建築設備編-による。〈デジタル 　国土交通大臣官房官庁営繕部監修の工事写真の撮り方(改訂第3版)-建築設備編-による。〈デジタル 　国土交通大臣官房官庁営繕部監修の工事写真の撮り方(改訂第3版)-建築設備編-による。〈デジタル 　国土交通大臣官房官庁営繕部監修の工事写真の撮り方(改訂第3版)-建築設備編-による。〈デジタル 　国土交通大臣官房官庁営繕部監修の工事写真の撮り方(改訂第3版)-建築設備編-による。〈デジタル 　国土交通大臣官房官庁営繕部監修の工事写真の撮り方(改訂第3版)-建築設備編-による。〈デジタル

　着工前  ・ Ｌ版程度(3枚/頁) 1部　・ サムネイル版(3x4枚/頁)　部　着工前  ・ Ｌ版程度(3枚/頁) 1部　・ サムネイル版(3x4枚/頁)　部　着工前  ・ Ｌ版程度(3枚/頁) 1部　・ サムネイル版(3x4枚/頁)　部　着工前  ・ Ｌ版程度(3枚/頁) 1部　・ サムネイル版(3x4枚/頁)　部　着工前  ・ Ｌ版程度(3枚/頁) 1部　・ サムネイル版(3x4枚/頁)　部　着工前  ・ Ｌ版程度(3枚/頁) 1部　・ サムネイル版(3x4枚/頁)　部　着工前  ・ Ｌ版程度(3枚/頁) 1部　・ サムネイル版(3x4枚/頁)　部

　完成時　・ Ｌ版程度(3枚/頁) 1部　・ キャビネ版　　　　　　　部　完成時　・ Ｌ版程度(3枚/頁) 1部　・ キャビネ版　　　　　　　部　完成時　・ Ｌ版程度(3枚/頁) 1部　・ キャビネ版　　　　　　　部　完成時　・ Ｌ版程度(3枚/頁) 1部　・ キャビネ版　　　　　　　部　完成時　・ Ｌ版程度(3枚/頁) 1部　・ キャビネ版　　　　　　　部　完成時　・ Ｌ版程度(3枚/頁) 1部　・ キャビネ版　　　　　　　部　完成時　・ Ｌ版程度(3枚/頁) 1部　・ キャビネ版　　　　　　　部

　施工中　・ Ｌ版程度(3枚/頁)　部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) 1部　施工中　・ Ｌ版程度(3枚/頁)　部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) 1部　施工中　・ Ｌ版程度(3枚/頁)　部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) 1部　施工中　・ Ｌ版程度(3枚/頁)　部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) 1部　施工中　・ Ｌ版程度(3枚/頁)　部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) 1部　施工中　・ Ｌ版程度(3枚/頁)　部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) 1部　施工中　・ Ｌ版程度(3枚/頁)　部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) 1部

 　・　主要な機材については、発注前に製作図等を提出し、監督職員の確認を受ける。 　・　主要な機材については、発注前に製作図等を提出し、監督職員の確認を受ける。 　・　主要な機材については、発注前に製作図等を提出し、監督職員の確認を受ける。 　・　主要な機材については、発注前に製作図等を提出し、監督職員の確認を受ける。 　・　主要な機材については、発注前に製作図等を提出し、監督職員の確認を受ける。 　・　主要な機材については、発注前に製作図等を提出し、監督職員の確認を受ける。 　・　主要な機材については、発注前に製作図等を提出し、監督職員の確認を受ける。

監督職員の指示する書類。監督職員の指示する書類。監督職員の指示する書類。監督職員の指示する書類。監督職員の指示する書類。監督職員の指示する書類。監督職員の指示する書類。

 　・　標準仕様書の1編1.7.1による。 　・　標準仕様書の1編1.7.1による。 　・　標準仕様書の1編1.7.1による。 　・　標準仕様書の1編1.7.1による。 　・　標準仕様書の1編1.7.1による。 　・　標準仕様書の1編1.7.1による。 　・　標準仕様書の1編1.7.1による。

 　・　標準仕様書の1編1.7.3による。 　・　標準仕様書の1編1.7.3による。 　・　標準仕様書の1編1.7.3による。 　・　標準仕様書の1編1.7.3による。 　・　標準仕様書の1編1.7.3による。 　・　標準仕様書の1編1.7.3による。 　・　標準仕様書の1編1.7.3による。

 　・　設計図及び施工図を黒表紙に製本したもの。 製本部数は ・原図版　２部　　・縮小版　３部 　・　設計図及び施工図を黒表紙に製本したもの。 製本部数は ・原図版　２部　　・縮小版　３部 　・　設計図及び施工図を黒表紙に製本したもの。 製本部数は ・原図版　２部　　・縮小版　３部 　・　設計図及び施工図を黒表紙に製本したもの。 製本部数は ・原図版　２部　　・縮小版　３部 　・　設計図及び施工図を黒表紙に製本したもの。 製本部数は ・原図版　２部　　・縮小版　３部 　・　設計図及び施工図を黒表紙に製本したもの。 製本部数は ・原図版　２部　　・縮小版　３部 　・　設計図及び施工図を黒表紙に製本したもの。 製本部数は ・原図版　２部　　・縮小版　３部

　 ・　電子納品対象工事　　（以下に記す書類を電子納品する。）　 ・　電子納品対象工事　　（以下に記す書類を電子納品する。）　 ・　電子納品対象工事　　（以下に記す書類を電子納品する。）　 ・　電子納品対象工事　　（以下に記す書類を電子納品する。）　 ・　電子納品対象工事　　（以下に記す書類を電子納品する。）　 ・　電子納品対象工事　　（以下に記す書類を電子納品する。）　 ・　電子納品対象工事　　（以下に記す書類を電子納品する。）

　 ・工事写真　　・施工計画書　　・完成図(CADデータ)　　 　・参考図(ラスターデータ)　 ・工事写真　　・施工計画書　　・完成図(CADデータ)　　 　・参考図(ラスターデータ)　 ・工事写真　　・施工計画書　　・完成図(CADデータ)　　 　・参考図(ラスターデータ)　 ・工事写真　　・施工計画書　　・完成図(CADデータ)　　 　・参考図(ラスターデータ)　 ・工事写真　　・施工計画書　　・完成図(CADデータ)　　 　・参考図(ラスターデータ)　 ・工事写真　　・施工計画書　　・完成図(CADデータ)　　 　・参考図(ラスターデータ)　 ・工事写真　　・施工計画書　　・完成図(CADデータ)　　 　・参考図(ラスターデータ)

 　なお、電子納品の実施は「富山県電子納品運用ガイドライン〔建築工事編〕」に基づいて行う。 　なお、電子納品の実施は「富山県電子納品運用ガイドライン〔建築工事編〕」に基づいて行う。 　なお、電子納品の実施は「富山県電子納品運用ガイドライン〔建築工事編〕」に基づいて行う。 　なお、電子納品の実施は「富山県電子納品運用ガイドライン〔建築工事編〕」に基づいて行う。 　なお、電子納品の実施は「富山県電子納品運用ガイドライン〔建築工事編〕」に基づいて行う。 　なお、電子納品の実施は「富山県電子納品運用ガイドライン〔建築工事編〕」に基づいて行う。 　なお、電子納品の実施は「富山県電子納品運用ガイドライン〔建築工事編〕」に基づいて行う。

 　・　機材については標準仕様書の1編 1.4.4 及び1編 1.4.5 による。 　・　機材については標準仕様書の1編 1.4.4 及び1編 1.4.5 による。 　・　機材については標準仕様書の1編 1.4.4 及び1編 1.4.5 による。 　・　機材については標準仕様書の1編 1.4.4 及び1編 1.4.5 による。 　・　機材については標準仕様書の1編 1.4.4 及び1編 1.4.5 による。 　・　機材については標準仕様書の1編 1.4.4 及び1編 1.4.5 による。 　・　機材については標準仕様書の1編 1.4.4 及び1編 1.4.5 による。

 　・　施工については標準仕様書の1編 1.5.3 及び1編 1.5.4 による。 　・　施工については標準仕様書の1編 1.5.3 及び1編 1.5.4 による。 　・　施工については標準仕様書の1編 1.5.3 及び1編 1.5.4 による。 　・　施工については標準仕様書の1編 1.5.3 及び1編 1.5.4 による。 　・　施工については標準仕様書の1編 1.5.3 及び1編 1.5.4 による。 　・　施工については標準仕様書の1編 1.5.3 及び1編 1.5.4 による。 　・　施工については標準仕様書の1編 1.5.3 及び1編 1.5.4 による。

 20 電子納品 20 電子納品 20 電子納品 20 電子納品 20 電子納品 20 電子納品 20 電子納品

 21　検査及び試験 21　検査及び試験 21　検査及び試験 21　検査及び試験 21　検査及び試験 21　検査及び試験 21　検査及び試験

屋内隠ぺい配管・屋内地中ピット配管・屋外露出配管屋内隠ぺい配管・屋内地中ピット配管・屋外露出配管屋内隠ぺい配管・屋内地中ピット配管・屋外露出配管屋内隠ぺい配管・屋内地中ピット配管・屋外露出配管屋内隠ぺい配管・屋内地中ピット配管・屋外露出配管屋内隠ぺい配管・屋内地中ピット配管・屋外露出配管屋内隠ぺい配管・屋内地中ピット配管・屋外露出配管

屋外地中埋設配管屋外地中埋設配管屋外地中埋設配管屋外地中埋設配管屋外地中埋設配管屋外地中埋設配管屋外地中埋設配管

・　ポリ粉体鋼管(SGP-PB)　・　塩ビライニング鋼管(SGP-VB)・　ポリ粉体鋼管(SGP-PB)　・　塩ビライニング鋼管(SGP-VB)・　ポリ粉体鋼管(SGP-PB)　・　塩ビライニング鋼管(SGP-VB)・　ポリ粉体鋼管(SGP-PB)　・　塩ビライニング鋼管(SGP-VB)・　ポリ粉体鋼管(SGP-PB)　・　塩ビライニング鋼管(SGP-VB)・　ポリ粉体鋼管(SGP-PB)　・　塩ビライニング鋼管(SGP-VB)・　ポリ粉体鋼管(SGP-PB)　・　塩ビライニング鋼管(SGP-VB)

・　呼び径65以上の鋳鉄製の弁はライニング弁とする。・　呼び径65以上の鋳鉄製の弁はライニング弁とする。・　呼び径65以上の鋳鉄製の弁はライニング弁とする。・　呼び径65以上の鋳鉄製の弁はライニング弁とする。・　呼び径65以上の鋳鉄製の弁はライニング弁とする。・　呼び径65以上の鋳鉄製の弁はライニング弁とする。・　呼び径65以上の鋳鉄製の弁はライニング弁とする。

・　逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。・　逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。・　逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。・　逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。・　逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。・　逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。・　逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。

　1　給水方式　1　給水方式　1　給水方式　1　給水方式　1　給水方式　1　給水方式　1　給水方式

　4　弁　　類　4　弁　　類　4　弁　　類　4　弁　　類　4　弁　　類　4　弁　　類　4　弁　　類

・　ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。・　ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。・　ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。・　ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。・　ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。・　ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。・　ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。
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図面に記載のない場合の耐圧は下記による。図面に記載のない場合の耐圧は下記による。図面に記載のない場合の耐圧は下記による。図面に記載のない場合の耐圧は下記による。図面に記載のない場合の耐圧は下記による。図面に記載のない場合の耐圧は下記による。図面に記載のない場合の耐圧は下記による。

　7  既設衛生器具撤去・再取付　7  既設衛生器具撤去・再取付　7  既設衛生器具撤去・再取付　7  既設衛生器具撤去・再取付　7  既設衛生器具撤去・再取付　7  既設衛生器具撤去・再取付　7  既設衛生器具撤去・再取付 ・　配管高調整取付・　配管高調整取付・　配管高調整取付・　配管高調整取付・　配管高調整取付・　配管高調整取付・　配管高調整取付

・　既設便所、シャワー室等、器具撤去後、床カッター霧、斫り給水給湯排水配管をする。・　既設便所、シャワー室等、器具撤去後、床カッター霧、斫り給水給湯排水配管をする。・　既設便所、シャワー室等、器具撤去後、床カッター霧、斫り給水給湯排水配管をする。・　既設便所、シャワー室等、器具撤去後、床カッター霧、斫り給水給湯排水配管をする。・　既設便所、シャワー室等、器具撤去後、床カッター霧、斫り給水給湯排水配管をする。・　既設便所、シャワー室等、器具撤去後、床カッター霧、斫り給水給湯排水配管をする。・　既設便所、シャワー室等、器具撤去後、床カッター霧、斫り給水給湯排水配管をする。

・　親メーター(　・貸与品　　・　　　　)　・　子メーター(　・買取り　・　　　)・　親メーター(　・貸与品　　・　　　　)　・　子メーター(　・買取り　・　　　)・　親メーター(　・貸与品　　・　　　　)　・　子メーター(　・買取り　・　　　)・　親メーター(　・貸与品　　・　　　　)　・　子メーター(　・買取り　・　　　)・　親メーター(　・貸与品　　・　　　　)　・　子メーター(　・買取り　・　　　)・　親メーター(　・貸与品　　・　　　　)　・　子メーター(　・買取り　・　　　)・　親メーター(　・貸与品　　・　　　　)　・　子メーター(　・買取り　・　　　)

　3　防錆　3　防錆　3　防錆　3　防錆　3　防錆　3　防錆　3　防錆 一般共通事項による。　ペイント2回塗りを行う一般共通事項による。　ペイント2回塗りを行う一般共通事項による。　ペイント2回塗りを行う一般共通事項による。　ペイント2回塗りを行う一般共通事項による。　ペイント2回塗りを行う一般共通事項による。　ペイント2回塗りを行う一般共通事項による。　ペイント2回塗りを行う

　2　配管材料　2　配管材料　2　配管材料　2　配管材料　2　配管材料　2　配管材料　2　配管材料 雑排水雑排水雑排水雑排水雑排水雑排水雑排水　　　　　・　硬質塩化ビニル管　　VP　JIS K 6741　　　　　・　硬質塩化ビニル管　　VP　JIS K 6741　　　　　・　硬質塩化ビニル管　　VP　JIS K 6741　　　　　・　硬質塩化ビニル管　　VP　JIS K 6741　　　　　・　硬質塩化ビニル管　　VP　JIS K 6741　　　　　・　硬質塩化ビニル管　　VP　JIS K 6741　　　　　・　硬質塩化ビニル管　　VP　JIS K 6741

汚水　　汚水　　汚水　　汚水　　汚水　　汚水　　汚水　　　　　　　・　硬質塩化ビニル管　　VP　JIS K 6741　　　　　・　硬質塩化ビニル管　　VP　JIS K 6741　　　　　・　硬質塩化ビニル管　　VP　JIS K 6741　　　　　・　硬質塩化ビニル管　　VP　JIS K 6741　　　　　・　硬質塩化ビニル管　　VP　JIS K 6741　　　　　・　硬質塩化ビニル管　　VP　JIS K 6741　　　　　・　硬質塩化ビニル管　　VP　JIS K 6741

屋外排水　・　硬質塩化ビニル管　　VU  JIS K 6741屋外排水　・　硬質塩化ビニル管　　VU  JIS K 6741屋外排水　・　硬質塩化ビニル管　　VU  JIS K 6741屋外排水　・　硬質塩化ビニル管　　VU  JIS K 6741屋外排水　・　硬質塩化ビニル管　　VU  JIS K 6741屋外排水　・　硬質塩化ビニル管　　VU  JIS K 6741屋外排水　・　硬質塩化ビニル管　　VU  JIS K 6741 (屋外地中配管100A以上)(屋外地中配管100A以上)(屋外地中配管100A以上)(屋外地中配管100A以上)(屋外地中配管100A以上)(屋外地中配管100A以上)(屋外地中配管100A以上)

・　洗面器及び洗面器に直結する排水管寸法は、器具トラップより1サイズアップとする。・　洗面器及び洗面器に直結する排水管寸法は、器具トラップより1サイズアップとする。・　洗面器及び洗面器に直結する排水管寸法は、器具トラップより1サイズアップとする。・　洗面器及び洗面器に直結する排水管寸法は、器具トラップより1サイズアップとする。・　洗面器及び洗面器に直結する排水管寸法は、器具トラップより1サイズアップとする。・　洗面器及び洗面器に直結する排水管寸法は、器具トラップより1サイズアップとする。・　洗面器及び洗面器に直結する排水管寸法は、器具トラップより1サイズアップとする。　3　洗面器等の排水管　3　洗面器等の排水管　3　洗面器等の排水管　3　洗面器等の排水管　3　洗面器等の排水管　3　洗面器等の排水管　3　洗面器等の排水管

　6　放流納付金等　6　放流納付金等　6　放流納付金等　6　放流納付金等　6　放流納付金等　6　放流納付金等　6　放流納付金等 ・　要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・　不要・　要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・　不要・　要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・　不要・　要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・　不要・　要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・　不要・　要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・　不要・　要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・　不要
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(2)埋設表示テープ　　　・　要         　　     ・不要(2)埋設表示テープ　　　・　要         　　     ・不要(2)埋設表示テープ　　　・　要         　　     ・不要(2)埋設表示テープ　　　・　要         　　     ・不要(2)埋設表示テープ　　　・　要         　　     ・不要(2)埋設表示テープ　　　・　要         　　     ・不要(2)埋設表示テープ　　　・　要         　　     ・不要

(1)地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要(1)地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要(1)地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要(1)地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要(1)地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要(1)地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要(1)地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要

給水管の項による。給水管の項による。給水管の項による。給水管の項による。給水管の項による。給水管の項による。給水管の項による。

原則として保温は行わない。但し、屋外露出配管(弁類含む)は、防凍保温を行うものとし、仕様は原則として保温は行わない。但し、屋外露出配管(弁類含む)は、防凍保温を行うものとし、仕様は原則として保温は行わない。但し、屋外露出配管(弁類含む)は、防凍保温を行うものとし、仕様は原則として保温は行わない。但し、屋外露出配管(弁類含む)は、防凍保温を行うものとし、仕様は原則として保温は行わない。但し、屋外露出配管(弁類含む)は、防凍保温を行うものとし、仕様は原則として保温は行わない。但し、屋外露出配管(弁類含む)は、防凍保温を行うものとし、仕様は原則として保温は行わない。但し、屋外露出配管(弁類含む)は、防凍保温を行うものとし、仕様は

・　消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管　WSP 041(SGP-VS)(地中配管用)・　消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管　WSP 041(SGP-VS)(地中配管用)・　消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管　WSP 041(SGP-VS)(地中配管用)・　消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管　WSP 041(SGP-VS)(地中配管用)・　消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管　WSP 041(SGP-VS)(地中配管用)・　消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管　WSP 041(SGP-VS)(地中配管用)・　消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管　WSP 041(SGP-VS)(地中配管用)

・　圧力配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3454(STPG 370 白管 Sch80)(不活性ガス消火) ・　圧力配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3454(STPG 370 白管 Sch80)(不活性ガス消火) ・　圧力配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3454(STPG 370 白管 Sch80)(不活性ガス消火) ・　圧力配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3454(STPG 370 白管 Sch80)(不活性ガス消火) ・　圧力配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3454(STPG 370 白管 Sch80)(不活性ガス消火) ・　圧力配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3454(STPG 370 白管 Sch80)(不活性ガス消火) ・　圧力配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3454(STPG 370 白管 Sch80)(不活性ガス消火) 

・　10kgf/cm2　圧力調整弁付き・　10kgf/cm2　圧力調整弁付き・　10kgf/cm2　圧力調整弁付き・　10kgf/cm2　圧力調整弁付き・　10kgf/cm2　圧力調整弁付き・　10kgf/cm2　圧力調整弁付き・　10kgf/cm2　圧力調整弁付き

　1　消火設備の種類　1　消火設備の種類　1　消火設備の種類　1　消火設備の種類　1　消火設備の種類　1　消火設備の種類　1　消火設備の種類

　2　配管材料　2　配管材料　2　配管材料　2　配管材料　2　配管材料　2　配管材料　2　配管材料

　3　屋内消火栓開閉弁　3　屋内消火栓開閉弁　3　屋内消火栓開閉弁　3　屋内消火栓開閉弁　3　屋内消火栓開閉弁　3　屋内消火栓開閉弁　3　屋内消火栓開閉弁

　4　保    温　4　保    温　4　保    温　4　保    温　4　保    温　4　保    温　4　保    温

  5　地中埋設標等  5　地中埋設標等  5　地中埋設標等  5　地中埋設標等  5　地中埋設標等  5　地中埋設標等  5　地中埋設標等

・　屋内消火栓　　　・　連結送水管　　　・　屋外消火栓　　　・スプリンクラー　　・　屋内消火栓　　　・　連結送水管　　　・　屋外消火栓　　　・スプリンクラー　　・　屋内消火栓　　　・　連結送水管　　　・　屋外消火栓　　　・スプリンクラー　　・　屋内消火栓　　　・　連結送水管　　　・　屋外消火栓　　　・スプリンクラー　　・　屋内消火栓　　　・　連結送水管　　　・　屋外消火栓　　　・スプリンクラー　　・　屋内消火栓　　　・　連結送水管　　　・　屋外消火栓　　　・スプリンクラー　　・　屋内消火栓　　　・　連結送水管　　　・　屋外消火栓　　　・スプリンクラー　　

・　不活性ガス消火　・　泡消火　　　　　・粉末消火　　　　　・連結散水・　不活性ガス消火　・　泡消火　　　　　・粉末消火　　　　　・連結散水・　不活性ガス消火　・　泡消火　　　　　・粉末消火　　　　　・連結散水・　不活性ガス消火　・　泡消火　　　　　・粉末消火　　　　　・連結散水・　不活性ガス消火　・　泡消火　　　　　・粉末消火　　　　　・連結散水・　不活性ガス消火　・　泡消火　　　　　・粉末消火　　　　　・連結散水・　不活性ガス消火　・　泡消火　　　　　・粉末消火　　　　　・連結散水

・　フード等用簡易自動消火・　フード等用簡易自動消火・　フード等用簡易自動消火・　フード等用簡易自動消火・　フード等用簡易自動消火・　フード等用簡易自動消火・　フード等用簡易自動消火

・　配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3452(SGP-白)・　配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3452(SGP-白)・　配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3452(SGP-白)・　配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3452(SGP-白)・　配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3452(SGP-白)・　配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3452(SGP-白)・　配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3452(SGP-白)

(表2.2.5)(表2.2.5)(表2.2.5)(表2.2.5)(表2.2.5)(表2.2.5)(表2.2.5)

・・・・・・・　1　システム　1　システム　1　システム　1　システム　1　システム　1　システム　1　システム

　2　機器の寸法　2　機器の寸法　2　機器の寸法　2　機器の寸法　2　機器の寸法　2　機器の寸法　2　機器の寸法

　3　機器機能等　3　機器機能等　3　機器機能等　3　機器機能等　3　機器機能等　3　機器機能等　3　機器機能等
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　1　配管材料　1　配管材料　1　配管材料　1　配管材料　1　配管材料　1　配管材料　1　配管材料

　2　絶縁継手　2　絶縁継手　2　絶縁継手　2　絶縁継手　2　絶縁継手　2　絶縁継手　2　絶縁継手

　3　弁類　3　弁類　3　弁類　3　弁類　3　弁類　3　弁類　3　弁類

   ・ エアコン( ・　電気 ・　ガス　・　石油)   ・ エアコン( ・　電気 ・　ガス　・　石油)   ・ エアコン( ・　電気 ・　ガス　・　石油)   ・ エアコン( ・　電気 ・　ガス　・　石油)   ・ エアコン( ・　電気 ・　ガス　・　石油)   ・ エアコン( ・　電気 ・　ガス　・　石油)   ・ エアコン( ・　電気 ・　ガス　・　石油)　1 　冷暖房方式　1 　冷暖房方式　1 　冷暖房方式　1 　冷暖房方式　1 　冷暖房方式　1 　冷暖房方式　1 　冷暖房方式

　2 　冷媒配管、制御配線　2 　冷媒配管、制御配線　2 　冷媒配管、制御配線　2 　冷媒配管、制御配線　2 　冷媒配管、制御配線　2 　冷媒配管、制御配線　2 　冷媒配管、制御配線    ・ 製造業者標準仕様　　・　図示による   ・ 製造業者標準仕様　　・　図示による   ・ 製造業者標準仕様　　・　図示による   ・ 製造業者標準仕様　　・　図示による   ・ 製造業者標準仕様　　・　図示による   ・ 製造業者標準仕様　　・　図示による   ・ 製造業者標準仕様　　・　図示による

   　 制御線及び電源線共(屋内渡り線)　・　本工事　・　電気工事   　 制御線及び電源線共(屋内渡り線)　・　本工事　・　電気工事   　 制御線及び電源線共(屋内渡り線)　・　本工事　・　電気工事   　 制御線及び電源線共(屋内渡り線)　・　本工事　・　電気工事   　 制御線及び電源線共(屋内渡り線)　・　本工事　・　電気工事   　 制御線及び電源線共(屋内渡り線)　・　本工事　・　電気工事   　 制御線及び電源線共(屋内渡り線)　・　本工事　・　電気工事

　3 　屋外ユニット　3 　屋外ユニット　3 　屋外ユニット　3 　屋外ユニット　3 　屋外ユニット　3 　屋外ユニット　3 　屋外ユニット
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ダクト及び配管等の支持金物・吊りボルト等は本工事にて撤去する。ダクト及び配管等の支持金物・吊りボルト等は本工事にて撤去する。ダクト及び配管等の支持金物・吊りボルト等は本工事にて撤去する。ダクト及び配管等の支持金物・吊りボルト等は本工事にて撤去する。ダクト及び配管等の支持金物・吊りボルト等は本工事にて撤去する。ダクト及び配管等の支持金物・吊りボルト等は本工事にて撤去する。ダクト及び配管等の支持金物・吊りボルト等は本工事にて撤去する。

図示による。図示による。図示による。図示による。図示による。図示による。図示による。　1 　撤去内容　1 　撤去内容　1 　撤去内容　1 　撤去内容　1 　撤去内容　1 　撤去内容　1 　撤去内容

　2 　支持金物等　2 　支持金物等　2 　支持金物等　2 　支持金物等　2 　支持金物等　2 　支持金物等　2 　支持金物等

（エ）特定家庭用機器廃棄物管理表（家電リサイクル券）の写し（家庭用エアコン等の場合）（エ）特定家庭用機器廃棄物管理表（家電リサイクル券）の写し（家庭用エアコン等の場合）（エ）特定家庭用機器廃棄物管理表（家電リサイクル券）の写し（家庭用エアコン等の場合）（エ）特定家庭用機器廃棄物管理表（家電リサイクル券）の写し（家庭用エアコン等の場合）（エ）特定家庭用機器廃棄物管理表（家電リサイクル券）の写し（家庭用エアコン等の場合）（エ）特定家庭用機器廃棄物管理表（家電リサイクル券）の写し（家庭用エアコン等の場合）（エ）特定家庭用機器廃棄物管理表（家電リサイクル券）の写し（家庭用エアコン等の場合）

（ウ）フロン回収行程管理票（ウ）フロン回収行程管理票（ウ）フロン回収行程管理票（ウ）フロン回収行程管理票（ウ）フロン回収行程管理票（ウ）フロン回収行程管理票（ウ）フロン回収行程管理票

（イ）フロン類引取証明書（イ）フロン類引取証明書（イ）フロン類引取証明書（イ）フロン類引取証明書（イ）フロン類引取証明書（イ）フロン類引取証明書（イ）フロン類引取証明書

（ア）第一種フロン類回収業者登録通知書の写し（ア）第一種フロン類回収業者登録通知書の写し（ア）第一種フロン類回収業者登録通知書の写し（ア）第一種フロン類回収業者登録通知書の写し（ア）第一種フロン類回収業者登録通知書の写し（ア）第一種フロン類回収業者登録通知書の写し（ア）第一種フロン類回収業者登録通知書の写し

ただし、冷媒の回収等の費用は　・　本工事　　・　別途　とする。ただし、冷媒の回収等の費用は　・　本工事　　・　別途　とする。ただし、冷媒の回収等の費用は　・　本工事　　・　別途　とする。ただし、冷媒の回収等の費用は　・　本工事　　・　別途　とする。ただし、冷媒の回収等の費用は　・　本工事　　・　別途　とする。ただし、冷媒の回収等の費用は　・　本工事　　・　別途　とする。ただし、冷媒の回収等の費用は　・　本工事　　・　別途　とする。

及び破壊の実施の確保等に関する法律」による。及び破壊の実施の確保等に関する法律」による。及び破壊の実施の確保等に関する法律」による。及び破壊の実施の確保等に関する法律」による。及び破壊の実施の確保等に関する法律」による。及び破壊の実施の確保等に関する法律」による。及び破壊の実施の確保等に関する法律」による。

冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、平成19年10月1日改正の「特定製品に係るフロン類の回収冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、平成19年10月1日改正の「特定製品に係るフロン類の回収冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、平成19年10月1日改正の「特定製品に係るフロン類の回収冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、平成19年10月1日改正の「特定製品に係るフロン類の回収冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、平成19年10月1日改正の「特定製品に係るフロン類の回収冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、平成19年10月1日改正の「特定製品に係るフロン類の回収冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、平成19年10月1日改正の「特定製品に係るフロン類の回収　3 　冷媒（フロン類）の回収　3 　冷媒（フロン類）の回収　3 　冷媒（フロン類）の回収　3 　冷媒（フロン類）の回収　3 　冷媒（フロン類）の回収　3 　冷媒（フロン類）の回収　3 　冷媒（フロン類）の回収

冷媒の回収にあたっては、監督職員に次の書類を提出する。冷媒の回収にあたっては、監督職員に次の書類を提出する。冷媒の回収にあたっては、監督職員に次の書類を提出する。冷媒の回収にあたっては、監督職員に次の書類を提出する。冷媒の回収にあたっては、監督職員に次の書類を提出する。冷媒の回収にあたっては、監督職員に次の書類を提出する。冷媒の回収にあたっては、監督職員に次の書類を提出する。

 　工事区分表による。 　工事区分表による。 　工事区分表による。 　工事区分表による。 　工事区分表による。 　工事区分表による。 　工事区分表による。

 (1) 設計図の製本 (1) 設計図の製本 (1) 設計図の製本 (1) 設計図の製本 (1) 設計図の製本 (1) 設計図の製本 (1) 設計図の製本

 (2) 工事写真 (2) 工事写真 (2) 工事写真 (2) 工事写真 (2) 工事写真 (2) 工事写真 (2) 工事写真

 (3) 機材の仕様 (3) 機材の仕様 (3) 機材の仕様 (3) 機材の仕様 (3) 機材の仕様 (3) 機材の仕様 (3) 機材の仕様

 (4) その他 (4) その他 (4) その他 (4) その他 (4) その他 (4) その他 (4) その他

 (5) 完成時の図書 (5) 完成時の図書 (5) 完成時の図書 (5) 完成時の図書 (5) 完成時の図書 (5) 完成時の図書 (5) 完成時の図書

　 (a)完成図　 (a)完成図　 (a)完成図　 (a)完成図　 (a)完成図　 (a)完成図　 (a)完成図

　 (b)保全に関する資料　 (b)保全に関する資料　 (b)保全に関する資料　 (b)保全に関する資料　 (b)保全に関する資料　 (b)保全に関する資料　 (b)保全に関する資料

 　着工時　・　原図版　2部　　・　縮小版　3部 　着工時　・　原図版　2部　　・　縮小版　3部 　着工時　・　原図版　2部　　・　縮小版　3部 　着工時　・　原図版　2部　　・　縮小版　3部 　着工時　・　原図版　2部　　・　縮小版　3部 　着工時　・　原図版　2部　　・　縮小版　3部 　着工時　・　原図版　2部　　・　縮小版　3部

 カメラ(130万～300万画素)による撮影〉 カメラ(130万～300万画素)による撮影〉 カメラ(130万～300万画素)による撮影〉 カメラ(130万～300万画素)による撮影〉 カメラ(130万～300万画素)による撮影〉 カメラ(130万～300万画素)による撮影〉 カメラ(130万～300万画素)による撮影〉

（・地中、槽内、　ピット内　・　　　)の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。（・地中、槽内、　ピット内　・　　　)の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。（・地中、槽内、　ピット内　・　　　)の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。（・地中、槽内、　ピット内　・　　　)の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。（・地中、槽内、　ピット内　・　　　)の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。（・地中、槽内、　ピット内　・　　　)の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。（・地中、槽内、　ピット内　・　　　)の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。

・　消火栓ホース取替・　消火栓ホース取替・　消火栓ホース取替・　消火栓ホース取替・　消火栓ホース取替・　消火栓ホース取替・　消火栓ホース取替

・架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　保温付き・架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　保温付き・架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　保温付き・架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　保温付き・架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　保温付き・架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　保温付き・架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　保温付き

 　・　架橋ポリエチレン管　保温付き 　・　ステンレス鋼管 JIS G 3448（呼び径60Su以下は拡管式） 　・　架橋ポリエチレン管　保温付き 　・　ステンレス鋼管 JIS G 3448（呼び径60Su以下は拡管式） 　・　架橋ポリエチレン管　保温付き 　・　ステンレス鋼管 JIS G 3448（呼び径60Su以下は拡管式） 　・　架橋ポリエチレン管　保温付き 　・　ステンレス鋼管 JIS G 3448（呼び径60Su以下は拡管式） 　・　架橋ポリエチレン管　保温付き 　・　ステンレス鋼管 JIS G 3448（呼び径60Su以下は拡管式） 　・　架橋ポリエチレン管　保温付き 　・　ステンレス鋼管 JIS G 3448（呼び径60Su以下は拡管式） 　・　架橋ポリエチレン管　保温付き 　・　ステンレス鋼管 JIS G 3448（呼び径60Su以下は拡管式）

ＮＫＫＮＫＫＮＫＫＮＫＫＮＫＫＮＫＫＮＫＫ 川崎製鉄川崎製鉄川崎製鉄川崎製鉄川崎製鉄川崎製鉄川崎製鉄 新日本製鉄新日本製鉄新日本製鉄新日本製鉄新日本製鉄新日本製鉄新日本製鉄 伊藤鉄工伊藤鉄工伊藤鉄工伊藤鉄工伊藤鉄工伊藤鉄工伊藤鉄工 ｱﾛﾝ化成ｱﾛﾝ化成ｱﾛﾝ化成ｱﾛﾝ化成ｱﾛﾝ化成ｱﾛﾝ化成ｱﾛﾝ化成 積水化学工業積水化学工業積水化学工業積水化学工業積水化学工業積水化学工業積水化学工業

日立金属日立金属日立金属日立金属日立金属日立金属日立金属 クボタクボタクボタクボタクボタクボタクボタ 帝国金属帝国金属帝国金属帝国金属帝国金属帝国金属帝国金属 リケンリケンリケンリケンリケンリケンリケン 日本治金工業日本治金工業日本治金工業日本治金工業日本治金工業日本治金工業日本治金工業

長谷川鋳工所長谷川鋳工所長谷川鋳工所長谷川鋳工所長谷川鋳工所長谷川鋳工所長谷川鋳工所

設備機材等指定表設備機材等指定表設備機材等指定表設備機材等指定表設備機材等指定表設備機材等指定表設備機材等指定表 事前に係員の承認を受けた後に現場に搬入する。　　（順不同）事前に係員の承認を受けた後に現場に搬入する。　　（順不同）事前に係員の承認を受けた後に現場に搬入する。　　（順不同）事前に係員の承認を受けた後に現場に搬入する。　　（順不同）事前に係員の承認を受けた後に現場に搬入する。　　（順不同）事前に係員の承認を受けた後に現場に搬入する。　　（順不同）事前に係員の承認を受けた後に現場に搬入する。　　（順不同）

光陽産業光陽産業光陽産業光陽産業光陽産業光陽産業光陽産業

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾊﾟﾅｿﾆｯｸ東芝東芝東芝東芝東芝東芝東芝

パロマ パロマ パロマ パロマ パロマ パロマ パロマ 

ヤマハヤマハヤマハヤマハヤマハヤマハヤマハノーリツノーリツノーリツノーリツノーリツノーリツノーリツ 東陶機器東陶機器東陶機器東陶機器東陶機器東陶機器東陶機器 長府長府長府長府長府長府長府 巴商会巴商会巴商会巴商会巴商会巴商会巴商会 タクマタクマタクマタクマタクマタクマタクマ 川崎重工業川崎重工業川崎重工業川崎重工業川崎重工業川崎重工業川崎重工業

川本製作所川本製作所川本製作所川本製作所川本製作所川本製作所川本製作所荏原製作所荏原製作所荏原製作所荏原製作所荏原製作所荏原製作所荏原製作所テラルキョクトウテラルキョクトウテラルキョクトウテラルキョクトウテラルキョクトウテラルキョクトウテラルキョクトウ日立製作所日立製作所日立製作所日立製作所日立製作所日立製作所日立製作所ﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ブリジストンブリジストンブリジストンブリジストンブリジストンブリジストンブリジストン

東洋バルブ東洋バルブ東洋バルブ東洋バルブ東洋バルブ東洋バルブ東洋バルブ フジマンフジマンフジマンフジマンフジマンフジマンフジマン キッツキッツキッツキッツキッツキッツキッツ

槽類槽類槽類槽類槽類槽類槽類

弁、トラップ類弁、トラップ類弁、トラップ類弁、トラップ類弁、トラップ類弁、トラップ類弁、トラップ類

マンホール排水金具マンホール排水金具マンホール排水金具マンホール排水金具マンホール排水金具マンホール排水金具マンホール排水金具

衛生器具衛生器具衛生器具衛生器具衛生器具衛生器具衛生器具

ｸﾞﾘｰｽﾄﾗｯﾌﾟｸﾞﾘｰｽﾄﾗｯﾌﾟｸﾞﾘｰｽﾄﾗｯﾌﾟｸﾞﾘｰｽﾄﾗｯﾌﾟｸﾞﾘｰｽﾄﾗｯﾌﾟｸﾞﾘｰｽﾄﾗｯﾌﾟｸﾞﾘｰｽﾄﾗｯﾌﾟ

管類、継手類管類、継手類管類、継手類管類、継手類管類、継手類管類、継手類管類、継手類

水処理設備水処理設備水処理設備水処理設備水処理設備水処理設備水処理設備

ポンプポンプポンプポンプポンプポンプポンプ

小口径桝小口径桝小口径桝小口径桝小口径桝小口径桝小口径桝

ボイラボイラボイラボイラボイラボイラボイラ

ガス湯沸器ガス湯沸器ガス湯沸器ガス湯沸器ガス湯沸器ガス湯沸器ガス湯沸器

電気温水器電気温水器電気温水器電気温水器電気温水器電気温水器電気温水器

ガス器具ガス器具ガス器具ガス器具ガス器具ガス器具ガス器具 矢崎総業矢崎総業矢崎総業矢崎総業矢崎総業矢崎総業矢崎総業 藤井合金製作所藤井合金製作所藤井合金製作所藤井合金製作所藤井合金製作所藤井合金製作所藤井合金製作所 桂精機製作所桂精機製作所桂精機製作所桂精機製作所桂精機製作所桂精機製作所桂精機製作所 東洋ガス東洋ガス東洋ガス東洋ガス東洋ガス東洋ガス東洋ガス

TOTO　    　　LIXILTOTO　    　　LIXILTOTO　    　　LIXILTOTO　    　　LIXILTOTO　    　　LIXILTOTO　    　　LIXILTOTO　    　　LIXIL

愛知電機愛知電機愛知電機愛知電機愛知電機愛知電機愛知電機

ノーリツノーリツノーリツノーリツノーリツノーリツノーリツ

愛知電機愛知電機愛知電機愛知電機愛知電機愛知電機愛知電機三菱電機三菱電機三菱電機三菱電機三菱電機三菱電機三菱電機

愛知時計電機愛知時計電機愛知時計電機愛知時計電機愛知時計電機愛知時計電機愛知時計電機伊藤工機伊藤工機伊藤工機伊藤工機伊藤工機伊藤工機伊藤工機

ホーコスホーコスホーコスホーコスホーコスホーコスホーコス 栗本鉄工栗本鉄工栗本鉄工栗本鉄工栗本鉄工栗本鉄工栗本鉄工下田機工下田機工下田機工下田機工下田機工下田機工下田機工

ベンベンベンベンベンベンベン大和バルブ　大和バルブ　大和バルブ　大和バルブ　大和バルブ　大和バルブ　大和バルブ　

菊池鉄工所菊池鉄工所菊池鉄工所菊池鉄工所菊池鉄工所菊池鉄工所菊池鉄工所

長谷川鋳工所長谷川鋳工所長谷川鋳工所長谷川鋳工所長谷川鋳工所長谷川鋳工所長谷川鋳工所 福西鋳物福西鋳物福西鋳物福西鋳物福西鋳物福西鋳物福西鋳物

東洋濾水機東洋濾水機東洋濾水機東洋濾水機東洋濾水機東洋濾水機東洋濾水機 オルガノオルガノオルガノオルガノオルガノオルガノオルガノ オーヤラックスオーヤラックスオーヤラックスオーヤラックスオーヤラックスオーヤラックスオーヤラックス 三進濾過工業三進濾過工業三進濾過工業三進濾過工業三進濾過工業三進濾過工業三進濾過工業

アロン化成アロン化成アロン化成アロン化成アロン化成アロン化成アロン化成 前沢化成工業前沢化成工業前沢化成工業前沢化成工業前沢化成工業前沢化成工業前沢化成工業

前田鉄工前田鉄工前田鉄工前田鉄工前田鉄工前田鉄工前田鉄工 昭和鉄工昭和鉄工昭和鉄工昭和鉄工昭和鉄工昭和鉄工昭和鉄工

換気扇換気扇換気扇換気扇換気扇換気扇換気扇 三菱電機三菱電機三菱電機三菱電機三菱電機三菱電機三菱電機 ソーワテクニカソーワテクニカソーワテクニカソーワテクニカソーワテクニカソーワテクニカソーワテクニカ

厨房器具厨房器具厨房器具厨房器具厨房器具厨房器具厨房器具 クリナップクリナップクリナップクリナップクリナップクリナップクリナップ サンウェーブ工業サンウェーブ工業サンウェーブ工業サンウェーブ工業サンウェーブ工業サンウェーブ工業サンウェーブ工業 トーヨー工業トーヨー工業トーヨー工業トーヨー工業トーヨー工業トーヨー工業トーヨー工業

計器類計器類計器類計器類計器類計器類計器類

空調機器空調機器空調機器空調機器空調機器空調機器空調機器 ダイキン工業ダイキン工業ダイキン工業ダイキン工業ダイキン工業ダイキン工業ダイキン工業 三菱電機三菱電機三菱電機三菱電機三菱電機三菱電機三菱電機 日立製作所日立製作所日立製作所日立製作所日立製作所日立製作所日立製作所 東芝東芝東芝東芝東芝東芝東芝

ガス冷暖房ガス冷暖房ガス冷暖房ガス冷暖房ガス冷暖房ガス冷暖房ガス冷暖房 三洋電気　　　　　三洋電気　　　　　三洋電気　　　　　三洋電気　　　　　三洋電気　　　　　三洋電気　　　　　三洋電気　　　　　アイシンアイシンアイシンアイシンアイシンアイシンアイシン ヤンマーヤンマーヤンマーヤンマーヤンマーヤンマーヤンマー

床暖房設備床暖房設備床暖房設備床暖房設備床暖房設備床暖房設備床暖房設備 ミサトミサトミサトミサトミサトミサトミサト とこだんとこだんとこだんとこだんとこだんとこだんとこだん

暖房器暖房器暖房器暖房器暖房器暖房器暖房器

エコ給湯器エコ給湯器エコ給湯器エコ給湯器エコ給湯器エコ給湯器エコ給湯器 ダイキン工業ダイキン工業ダイキン工業ダイキン工業ダイキン工業ダイキン工業ダイキン工業 三菱電機三菱電機三菱電機三菱電機三菱電機三菱電機三菱電機 日立製作所日立製作所日立製作所日立製作所日立製作所日立製作所日立製作所 東芝東芝東芝東芝東芝東芝東芝

ノ－リツノ－リツノ－リツノ－リツノ－リツノ－リツノ－リツ 住友化学住友化学住友化学住友化学住友化学住友化学住友化学長府長府長府長府長府長府長府

長府長府長府長府長府長府長府 木村工機木村工機木村工機木村工機木村工機木村工機木村工機 ノ－リツノ－リツノ－リツノ－リツノ－リツノ－リツノ－リツ 住友化学住友化学住友化学住友化学住友化学住友化学住友化学

工技研究所工技研究所工技研究所工技研究所工技研究所工技研究所工技研究所鷲宮製作所鷲宮製作所鷲宮製作所鷲宮製作所鷲宮製作所鷲宮製作所鷲宮製作所山武ハネウェル山武ハネウェル山武ハネウェル山武ハネウェル山武ハネウェル山武ハネウェル山武ハネウェル東京計器東京計器東京計器東京計器東京計器東京計器東京計器

ﾀ　ｶ　ﾗﾀ　ｶ　ﾗﾀ　ｶ　ﾗﾀ　ｶ　ﾗﾀ　ｶ　ﾗﾀ　ｶ　ﾗﾀ　ｶ　ﾗナスステンレスナスステンレスナスステンレスナスステンレスナスステンレスナスステンレスナスステンレス

パナソニックパナソニックパナソニックパナソニックパナソニックパナソニックパナソニック 東芝東芝東芝東芝東芝東芝東芝

パナソニックパナソニックパナソニックパナソニックパナソニックパナソニックパナソニック

パナソニックパナソニックパナソニックパナソニックパナソニックパナソニックパナソニック

パナソニックパナソニックパナソニックパナソニックパナソニックパナソニックパナソニック

小島製作所 小島製作所 小島製作所 小島製作所 小島製作所 小島製作所 小島製作所 

　4　掃除口､床排水　4　掃除口､床排水　4　掃除口､床排水　4　掃除口､床排水　4　掃除口､床排水　4　掃除口､床排水　4　掃除口､床排水

　5　排水管　5　排水管　5　排水管　5　排水管　5　排水管　5　排水管　5　排水管 ・　既設配管取出し配管。・　既設配管取出し配管。・　既設配管取出し配管。・　既設配管取出し配管。・　既設配管取出し配管。・　既設配管取出し配管。・　既設配管取出し配管。

・ 換気 設 備・ 換気 設 備・ 換気 設 備・ 換気 設 備・ 換気 設 備・ 換気 設 備・ 換気 設 備

 　コンクリート設計基準強度( ・　18N/mm2-15-25　・　21N/mm2-15-25　・　24N/mm2-15-25) 　コンクリート設計基準強度( ・　18N/mm2-15-25　・　21N/mm2-15-25　・　24N/mm2-15-25) 　コンクリート設計基準強度( ・　18N/mm2-15-25　・　21N/mm2-15-25　・　24N/mm2-15-25) 　コンクリート設計基準強度( ・　18N/mm2-15-25　・　21N/mm2-15-25　・　24N/mm2-15-25) 　コンクリート設計基準強度( ・　18N/mm2-15-25　・　21N/mm2-15-25　・　24N/mm2-15-25) 　コンクリート設計基準強度( ・　18N/mm2-15-25　・　21N/mm2-15-25　・　24N/mm2-15-25) 　コンクリート設計基準強度( ・　18N/mm2-15-25　・　21N/mm2-15-25　・　24N/mm2-15-25)

多湿箇所.屋外(　・　ステンレス鋼板　　・　　　　　　)とする。多湿箇所.屋外(　・　ステンレス鋼板　　・　　　　　　)とする。多湿箇所.屋外(　・　ステンレス鋼板　　・　　　　　　)とする。多湿箇所.屋外(　・　ステンレス鋼板　　・　　　　　　)とする。多湿箇所.屋外(　・　ステンレス鋼板　　・　　　　　　)とする。多湿箇所.屋外(　・　ステンレス鋼板　　・　　　　　　)とする。多湿箇所.屋外(　・　ステンレス鋼板　　・　　　　　　)とする。

ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ　　ﾐﾆｷｯﾁﾝﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ　　ﾐﾆｷｯﾁﾝﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ　　ﾐﾆｷｯﾁﾝﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ　　ﾐﾆｷｯﾁﾝﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ　　ﾐﾆｷｯﾁﾝﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ　　ﾐﾆｷｯﾁﾝﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ　　ﾐﾆｷｯﾁﾝ・・・・・・・

・　井水　・　井水　・　井水　・　井水　・　井水　・　井水　・　井水　

・　水道直結　　・　高置水槽　　・　圧力水槽・　水道直結　　・　高置水槽　　・　圧力水槽・　水道直結　　・　高置水槽　　・　圧力水槽・　水道直結　　・　高置水槽　　・　圧力水槽・　水道直結　　・　高置水槽　　・　圧力水槽・　水道直結　　・　高置水槽　　・　圧力水槽・　水道直結　　・　高置水槽　　・　圧力水槽

　　・　ポンプ速度制御式給水　　　　・　ポンプ速度制御式給水　　　　・　ポンプ速度制御式給水　　　　・　ポンプ速度制御式給水　　　　・　ポンプ速度制御式給水　　　　・　ポンプ速度制御式給水　　　　・　ポンプ速度制御式給水　　

　・　上水　・　上水　・　上水　・　上水　・　上水　・　上水　・　上水

・　要（ ・ 別途　・引込　 本工事 ）　　・　加入金　　不要・　要（ ・ 別途　・引込　 本工事 ）　　・　加入金　　不要・　要（ ・ 別途　・引込　 本工事 ）　　・　加入金　　不要・　要（ ・ 別途　・引込　 本工事 ）　　・　加入金　　不要・　要（ ・ 別途　・引込　 本工事 ）　　・　加入金　　不要・　要（ ・ 別途　・引込　 本工事 ）　　・　加入金　　不要・　要（ ・ 別途　・引込　 本工事 ）　　・　加入金　　不要

・ 床排水金具取付け。 ・ 床排水金具取付け。 ・ 床排水金具取付け。 ・ 床排水金具取付け。 ・ 床排水金具取付け。 ・ 床排水金具取付け。 ・ 床排水金具取付け。 

架台基礎　・　アングル架台(溶融亜鉛メッキ仕上げ)500H架台基礎　・　アングル架台(溶融亜鉛メッキ仕上げ)500H架台基礎　・　アングル架台(溶融亜鉛メッキ仕上げ)500H架台基礎　・　アングル架台(溶融亜鉛メッキ仕上げ)500H架台基礎　・　アングル架台(溶融亜鉛メッキ仕上げ)500H架台基礎　・　アングル架台(溶融亜鉛メッキ仕上げ)500H架台基礎　・　アングル架台(溶融亜鉛メッキ仕上げ)500H (ｱﾝｶ-固定及び振れ止め固定）(ｱﾝｶ-固定及び振れ止め固定）(ｱﾝｶ-固定及び振れ止め固定）(ｱﾝｶ-固定及び振れ止め固定）(ｱﾝｶ-固定及び振れ止め固定）(ｱﾝｶ-固定及び振れ止め固定）(ｱﾝｶ-固定及び振れ止め固定）

　 ・　ドライシステ　 ・　ドライシステ　 ・　ドライシステ　 ・　ドライシステ　 ・　ドライシステ　 ・　ドライシステ　 ・　ドライシステムムムムムムム

  水道直結部分　　JIS ( ・　5kgf/cm2　　・　10kgf/cm2）  水道直結部分　　JIS ( ・　5kgf/cm2　　・　10kgf/cm2）  水道直結部分　　JIS ( ・　5kgf/cm2　　・　10kgf/cm2）  水道直結部分　　JIS ( ・　5kgf/cm2　　・　10kgf/cm2）  水道直結部分　　JIS ( ・　5kgf/cm2　　・　10kgf/cm2）  水道直結部分　　JIS ( ・　5kgf/cm2　　・　10kgf/cm2）  水道直結部分　　JIS ( ・　5kgf/cm2　　・　10kgf/cm2）

  その他の部分　　JIS（ ・　5kgf/cm2　　・　10kgf/cm2）  その他の部分　　JIS（ ・　5kgf/cm2　　・　10kgf/cm2）  その他の部分　　JIS（ ・　5kgf/cm2　　・　10kgf/cm2）  その他の部分　　JIS（ ・　5kgf/cm2　　・　10kgf/cm2）  その他の部分　　JIS（ ・　5kgf/cm2　　・　10kgf/cm2）  その他の部分　　JIS（ ・　5kgf/cm2　　・　10kgf/cm2）  その他の部分　　JIS（ ・　5kgf/cm2　　・　10kgf/cm2）

砕石300mm、山砂管上100mmとする。砕石300mm、山砂管上100mmとする。砕石300mm、山砂管上100mmとする。砕石300mm、山砂管上100mmとする。砕石300mm、山砂管上100mmとする。砕石300mm、山砂管上100mmとする。砕石300mm、山砂管上100mmとする。

(分岐し水栓取付）(分岐し水栓取付）(分岐し水栓取付）(分岐し水栓取付）(分岐し水栓取付）(分岐し水栓取付）(分岐し水栓取付）

　2　量水器(既設接続）　2　量水器(既設接続）　2　量水器(既設接続）　2　量水器(既設接続）　2　量水器(既設接続）　2　量水器(既設接続）　2　量水器(既設接続）

・　SUS製　　　　・　合成樹脂製・　SUS製　　　　・　合成樹脂製・　SUS製　　　　・　合成樹脂製・　SUS製　　　　・　合成樹脂製・　SUS製　　　　・　合成樹脂製・　SUS製　　　　・　合成樹脂製・　SUS製　　　　・　合成樹脂製

通気　　　・　硬質塩化ビニル管　　VU　JIS K 6741通気　　　・　硬質塩化ビニル管　　VU　JIS K 6741通気　　　・　硬質塩化ビニル管　　VU　JIS K 6741通気　　　・　硬質塩化ビニル管　　VU　JIS K 6741通気　　　・　硬質塩化ビニル管　　VU　JIS K 6741通気　　　・　硬質塩化ビニル管　　VU　JIS K 6741通気　　　・　硬質塩化ビニル管　　VU　JIS K 6741

・　機器明細書・　機器明細書・　機器明細書・　機器明細書・　機器明細書・　機器明細書・　機器明細書

   ・ 基礎:ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯｸ　200H  ・　建築工事   ・ 基礎:ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯｸ　200H  ・　建築工事   ・ 基礎:ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯｸ　200H  ・　建築工事   ・ 基礎:ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯｸ　200H  ・　建築工事   ・ 基礎:ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯｸ　200H  ・　建築工事   ・ 基礎:ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯｸ　200H  ・　建築工事   ・ 基礎:ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯｸ　200H  ・　建築工事

　2　配管材料　2　配管材料　2　配管材料　2　配管材料　2　配管材料　2　配管材料　2　配管材料 ﾄﾞﾚﾝ管ﾄﾞﾚﾝ管ﾄﾞﾚﾝ管ﾄﾞﾚﾝ管ﾄﾞﾚﾝ管ﾄﾞﾚﾝ管ﾄﾞﾚﾝ管

・　雪害フード　・　ステンレス製　・　製造業者標準・　雪害フード　・　ステンレス製　・　製造業者標準・　雪害フード　・　ステンレス製　・　製造業者標準・　雪害フード　・　ステンレス製　・　製造業者標準・　雪害フード　・　ステンレス製　・　製造業者標準・　雪害フード　・　ステンレス製　・　製造業者標準・　雪害フード　・　ステンレス製　・　製造業者標準

　　　　　・　硬質塩化ビニル管　　VP　JIS K 6741　　　　　・　硬質塩化ビニル管　　VP　JIS K 6741　　　　　・　硬質塩化ビニル管　　VP　JIS K 6741　　　　　・　硬質塩化ビニル管　　VP　JIS K 6741　　　　　・　硬質塩化ビニル管　　VP　JIS K 6741　　　　　・　硬質塩化ビニル管　　VP　JIS K 6741　　　　　・　硬質塩化ビニル管　　VP　JIS K 6741

(既設汚水配管撤去）(既設汚水配管撤去）(既設汚水配管撤去）(既設汚水配管撤去）(既設汚水配管撤去）(既設汚水配管撤去）(既設汚水配管撤去）

Ⅱ．工 事 仕 様Ⅱ．工 事 仕 様Ⅱ．工 事 仕 様Ⅱ．工 事 仕 様Ⅱ．工 事 仕 様Ⅱ．工 事 仕 様Ⅱ．工 事 仕 様

Ⅰ．工 事 概 要Ⅰ．工 事 概 要Ⅰ．工 事 概 要Ⅰ．工 事 概 要Ⅰ．工 事 概 要Ⅰ．工 事 概 要Ⅰ．工 事 概 要
1.  工 事 場 所 　富山県　　小矢部市　鷲島　番151.  工 事 場 所 　富山県　　小矢部市　鷲島　番151.  工 事 場 所 　富山県　　小矢部市　鷲島　番151.  工 事 場 所 　富山県　　小矢部市　鷲島　番151.  工 事 場 所 　富山県　　小矢部市　鷲島　番151.  工 事 場 所 　富山県　　小矢部市　鷲島　番151.  工 事 場 所 　富山県　　小矢部市　鷲島　番15

小矢部市ﾃﾞイｻ－ﾋﾞｽセンタ－小矢部市ﾃﾞイｻ－ﾋﾞｽセンタ－小矢部市ﾃﾞイｻ－ﾋﾞｽセンタ－小矢部市ﾃﾞイｻ－ﾋﾞｽセンタ－小矢部市ﾃﾞイｻ－ﾋﾞｽセンタ－小矢部市ﾃﾞイｻ－ﾋﾞｽセンタ－小矢部市ﾃﾞイｻ－ﾋﾞｽセンタ－

小矢部市ﾃﾞイｻ－ﾋﾞｽセンタ－小矢部市ﾃﾞイｻ－ﾋﾞｽセンタ－小矢部市ﾃﾞイｻ－ﾋﾞｽセンタ－小矢部市ﾃﾞイｻ－ﾋﾞｽセンタ－小矢部市ﾃﾞイｻ－ﾋﾞｽセンタ－小矢部市ﾃﾞイｻ－ﾋﾞｽセンタ－小矢部市ﾃﾞイｻ－ﾋﾞｽセンタ－

TOTOTOTOTOTOTOTOTOTOTOTOTOTO

日本調理器日本調理器日本調理器日本調理器日本調理器日本調理器日本調理器

日本ヒューム管日本ヒューム管日本ヒューム管日本ヒューム管日本ヒューム管日本ヒューム管日本ヒューム管

羽田ヒューム管羽田ヒューム管羽田ヒューム管羽田ヒューム管羽田ヒューム管羽田ヒューム管羽田ヒューム管 日本鋼管継手日本鋼管継手日本鋼管継手日本鋼管継手日本鋼管継手日本鋼管継手日本鋼管継手

リンナイリンナイリンナイリンナイリンナイリンナイリンナイ ガスターガスターガスターガスターガスターガスターガスター

図示の位置に取り付ける。図示の位置に取り付ける。図示の位置に取り付ける。図示の位置に取り付ける。図示の位置に取り付ける。図示の位置に取り付ける。図示の位置に取り付ける。

　6　地中埋設消火栓　6　地中埋設消火栓　6　地中埋設消火栓　6　地中埋設消火栓　6　地中埋設消火栓　6　地中埋設消火栓　6　地中埋設消火栓 地元消防署指導にて施工。(BOX.表示板.付属品.等）地元消防署指導にて施工。(BOX.表示板.付属品.等）地元消防署指導にて施工。(BOX.表示板.付属品.等）地元消防署指導にて施工。(BOX.表示板.付属品.等）地元消防署指導にて施工。(BOX.表示板.付属品.等）地元消防署指導にて施工。(BOX.表示板.付属品.等）地元消防署指導にて施工。(BOX.表示板.付属品.等）・・・・・・・

　 概略寸法とする。　 概略寸法とする。　 概略寸法とする。　 概略寸法とする。　 概略寸法とする。　 概略寸法とする。　 概略寸法とする。

　 図示による。　 図示による。　 図示による。　 図示による。　 図示による。　 図示による。　 図示による。

 　取付ける (鋼製ボイラ、熱交換器などに異種金属管を接続する場合） 　取付ける (鋼製ボイラ、熱交換器などに異種金属管を接続する場合） 　取付ける (鋼製ボイラ、熱交換器などに異種金属管を接続する場合） 　取付ける (鋼製ボイラ、熱交換器などに異種金属管を接続する場合） 　取付ける (鋼製ボイラ、熱交換器などに異種金属管を接続する場合） 　取付ける (鋼製ボイラ、熱交換器などに異種金属管を接続する場合） 　取付ける (鋼製ボイラ、熱交換器などに異種金属管を接続する場合）

 　JIS ( ・　5kgf/cm2　・　10kgf/cm2)　（ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。） 　JIS ( ・　5kgf/cm2　・　10kgf/cm2)　（ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。） 　JIS ( ・　5kgf/cm2　・　10kgf/cm2)　（ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。） 　JIS ( ・　5kgf/cm2　・　10kgf/cm2)　（ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。） 　JIS ( ・　5kgf/cm2　・　10kgf/cm2)　（ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。） 　JIS ( ・　5kgf/cm2　・　10kgf/cm2)　（ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。） 　JIS ( ・　5kgf/cm2　・　10kgf/cm2)　（ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。）

 　使用するガス( ・　都市ガス　　・　LPガス) 　使用するガス( ・　都市ガス　　・　LPガス) 　使用するガス( ・　都市ガス　　・　LPガス) 　使用するガス( ・　都市ガス　　・　LPガス) 　使用するガス( ・　都市ガス　　・　LPガス) 　使用するガス( ・　都市ガス　　・　LPガス) 　使用するガス( ・　都市ガス　　・　LPガス)  　発熱量( ・　　　kcal/m3　　・　　　kcal/kg) 　発熱量( ・　　　kcal/m3　　・　　　kcal/kg) 　発熱量( ・　　　kcal/m3　　・　　　kcal/kg) 　発熱量( ・　　　kcal/m3　　・　　　kcal/kg) 　発熱量( ・　　　kcal/m3　　・　　　kcal/kg) 　発熱量( ・　　　kcal/m3　　・　　　kcal/kg) 　発熱量( ・　　　kcal/m3　　・　　　kcal/kg)

 　・ 新設電気温水器設置 　・ 新設電気温水器設置 　・ 新設電気温水器設置 　・ 新設電気温水器設置 　・ 新設電気温水器設置 　・ 新設電気温水器設置 　・ 新設電気温水器設置　6　電気温水器　6　電気温水器　6　電気温水器　6　電気温水器　6　電気温水器　6　電気温水器　6　電気温水器

　ガス湯沸器の接続　ガス湯沸器の接続　ガス湯沸器の接続　ガス湯沸器の接続　ガス湯沸器の接続　ガス湯沸器の接続　ガス湯沸器の接続5555555  　給湯管及び給水管の接続は、ステンレス製フレキシブルチューブを使用してよい。 　給湯管及び給水管の接続は、ステンレス製フレキシブルチューブを使用してよい。 　給湯管及び給水管の接続は、ステンレス製フレキシブルチューブを使用してよい。 　給湯管及び給水管の接続は、ステンレス製フレキシブルチューブを使用してよい。 　給湯管及び給水管の接続は、ステンレス製フレキシブルチューブを使用してよい。 　給湯管及び給水管の接続は、ステンレス製フレキシブルチューブを使用してよい。 　給湯管及び給水管の接続は、ステンレス製フレキシブルチューブを使用してよい。
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　1　使用ガス　1　使用ガス　1　使用ガス　1　使用ガス　1　使用ガス　1　使用ガス　1　使用ガス

　2　配管材料　2　配管材料　2　配管材料　2　配管材料　2　配管材料　2　配管材料　2　配管材料

 　・　都市ガス　　・　液化石油ガス 　・　都市ガス　　・　液化石油ガス 　・　都市ガス　　・　液化石油ガス 　・　都市ガス　　・　液化石油ガス 　・　都市ガス　　・　液化石油ガス 　・　都市ガス　　・　液化石油ガス 　・　都市ガス　　・　液化石油ガス

 　・　配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3452(SGP-白) 　・　配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3452(SGP-白) 　・　配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3452(SGP-白) 　・　配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3452(SGP-白) 　・　配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3452(SGP-白) 　・　配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3452(SGP-白) 　・　配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3452(SGP-白)

 　・　ポリエチレン被覆鋼管　JIS G 3469　PLS (地中配管用) 　・　ポリエチレン被覆鋼管　JIS G 3469　PLS (地中配管用) 　・　ポリエチレン被覆鋼管　JIS G 3469　PLS (地中配管用) 　・　ポリエチレン被覆鋼管　JIS G 3469　PLS (地中配管用) 　・　ポリエチレン被覆鋼管　JIS G 3469　PLS (地中配管用) 　・　ポリエチレン被覆鋼管　JIS G 3469　PLS (地中配管用) 　・　ポリエチレン被覆鋼管　JIS G 3469　PLS (地中配管用)

標準図「液化石油ガス容器転倒防止施工要領」の　・ (a)　・ (b) による。標準図「液化石油ガス容器転倒防止施工要領」の　・ (a)　・ (b) による。標準図「液化石油ガス容器転倒防止施工要領」の　・ (a)　・ (b) による。標準図「液化石油ガス容器転倒防止施工要領」の　・ (a)　・ (b) による。標準図「液化石油ガス容器転倒防止施工要領」の　・ (a)　・ (b) による。標準図「液化石油ガス容器転倒防止施工要領」の　・ (a)　・ (b) による。標準図「液化石油ガス容器転倒防止施工要領」の　・ (a)　・ (b) による。

設置する（埋設シート共）設置する（埋設シート共）設置する（埋設シート共）設置する（埋設シート共）設置する（埋設シート共）設置する（埋設シート共）設置する（埋設シート共）

・・・・・・・

　3　ガスメータ　3　ガスメータ　3　ガスメータ　3　ガスメータ　3　ガスメータ　3　ガスメータ　3　ガスメータ

・
　
空
調
機
設
備
　

・
　
空
調
機
設
備
　

・
　
空
調
機
設
備
　

・
　
空
調
機
設
備
　

・
　
空
調
機
設
備
　

・
　
空
調
機
設
備
　

・
　
空
調
機
設
備
　

・・・・・・・

4　転倒防止等4　転倒防止等4　転倒防止等4　転倒防止等4　転倒防止等4　転倒防止等4　転倒防止等

5　地中埋設標5　地中埋設標5　地中埋設標5　地中埋設標5　地中埋設標5　地中埋設標5　地中埋設標

6　漏洩検知装置6　漏洩検知装置6　漏洩検知装置6　漏洩検知装置6　漏洩検知装置6　漏洩検知装置6　漏洩検知装置

7　電気防食7　電気防食7　電気防食7　電気防食7　電気防食7　電気防食7　電気防食

・・・・・・・

・　要　　　・　不要　・　要　　　・　不要　・　要　　　・　不要　・　要　　　・　不要　・　要　　　・　不要　・　要　　　・　不要　・　要　　　・　不要　

 (2) 埋め戻し及び盛土 (2) 埋め戻し及び盛土 (2) 埋め戻し及び盛土 (2) 埋め戻し及び盛土 (2) 埋め戻し及び盛土 (2) 埋め戻し及び盛土 (2) 埋め戻し及び盛土

※(建築工事）※(建築工事）※(建築工事）※(建築工事）※(建築工事）※(建築工事）※(建築工事）

 　・ 深夜電力　　・　昼間用　　・　併用 　・ 深夜電力　　・　昼間用　　・　併用 　・ 深夜電力　　・　昼間用　　・　併用 　・ 深夜電力　　・　昼間用　　・　併用 　・ 深夜電力　　・　昼間用　　・　併用 　・ 深夜電力　　・　昼間用　　・　併用 　・ 深夜電力　　・　昼間用　　・　併用

　8　保　　　温　8　保　　　温　8　保　　　温　8　保　　　温　8　保　　　温　8　保　　　温　8　保　　　温

　7　壁コア－抜き　7　壁コア－抜き　7　壁コア－抜き　7　壁コア－抜き　7　壁コア－抜き　7　壁コア－抜き　7　壁コア－抜き

　 湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第2編3.1.5　 湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第2編3.1.5　 湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第2編3.1.5　 湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第2編3.1.5　 湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第2編3.1.5　 湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第2編3.1.5　 湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第2編3.1.5

　 表2.3.5のh・(ｲ)・Ⅶとする。　 表2.3.5のh・(ｲ)・Ⅶとする。　 表2.3.5のh・(ｲ)・Ⅶとする。　 表2.3.5のh・(ｲ)・Ⅶとする。　 表2.3.5のh・(ｲ)・Ⅶとする。　 表2.3.5のh・(ｲ)・Ⅶとする。　 表2.3.5のh・(ｲ)・Ⅶとする。

 　・　本工事　　　・　貸与 　・　本工事　　　・　貸与 　・　本工事　　　・　貸与 　・　本工事　　　・　貸与 　・　本工事　　　・　貸与 　・　本工事　　　・　貸与 　・　本工事　　　・　貸与

　・　要　　　・　不要　　・　要　　　・　不要　　・　要　　　・　不要　　・　要　　　・　不要　　・　要　　　・　不要　　・　要　　　・　不要　　・　要　　　・　不要　

・　建築工事　・　建築工事　・　建築工事　・　建築工事　・　建築工事　・　建築工事　・　建築工事　
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展示コーナー展示コーナー展示コーナー展示コーナー展示コーナー展示コーナー展示コーナー

プロパン庫プロパン庫プロパン庫プロパン庫プロパン庫プロパン庫プロパン庫

前室前室前室前室前室前室前室

便所(女)便所(女)便所(女)便所(女)便所(女)便所(女)便所(女)

便所(男)便所(男)便所(男)便所(男)便所(男)便所(男)便所(男)

浴室浴室浴室浴室浴室浴室浴室

食品庫食品庫食品庫食品庫食品庫食品庫食品庫

ＰＳＰＳＰＳＰＳＰＳＰＳＰＳ

風除室風除室風除室風除室風除室風除室風除室
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休憩室休憩室休憩室休憩室休憩室休憩室休憩室 便所便所便所便所便所便所便所

受水槽受水槽受水槽受水槽受水槽受水槽受水槽

脱衣室脱衣室脱衣室脱衣室脱衣室脱衣室脱衣室

機械室機械室機械室機械室機械室機械室機械室

2,1502,1502,1502,1502,1502,1502,150 2,3502,3502,3502,3502,3502,3502,350

4,5004,5004,5004,5004,5004,5004,500

5,2005,2005,2005,2005,2005,2005,200

350350350350350350350 350350350350350350350

厨房厨房厨房厨房厨房厨房厨房

介護者教育室介護者教育室介護者教育室介護者教育室介護者教育室介護者教育室介護者教育室

※１．工事完了前に井戸水の水質検査を実施し、富山県砺波厚生センター小矢部支所の検査を受けること。※１．工事完了前に井戸水の水質検査を実施し、富山県砺波厚生センター小矢部支所の検査を受けること。※１．工事完了前に井戸水の水質検査を実施し、富山県砺波厚生センター小矢部支所の検査を受けること。※１．工事完了前に井戸水の水質検査を実施し、富山県砺波厚生センター小矢部支所の検査を受けること。※１．工事完了前に井戸水の水質検査を実施し、富山県砺波厚生センター小矢部支所の検査を受けること。※１．工事完了前に井戸水の水質検査を実施し、富山県砺波厚生センター小矢部支所の検査を受けること。※１．工事完了前に井戸水の水質検査を実施し、富山県砺波厚生センター小矢部支所の検査を受けること。

※２．工事完了前にガス給湯器設置に係る消防手続きを行なうこと。※２．工事完了前にガス給湯器設置に係る消防手続きを行なうこと。※２．工事完了前にガス給湯器設置に係る消防手続きを行なうこと。※２．工事完了前にガス給湯器設置に係る消防手続きを行なうこと。※２．工事完了前にガス給湯器設置に係る消防手続きを行なうこと。※２．工事完了前にガス給湯器設置に係る消防手続きを行なうこと。※２．工事完了前にガス給湯器設置に係る消防手続きを行なうこと。

既存建物コンクリート躯体既存建物コンクリート躯体既存建物コンクリート躯体既存建物コンクリート躯体既存建物コンクリート躯体既存建物コンクリート躯体既存建物コンクリート躯体

既存アスファルト舗装を撤去の上、新設アスファルト舗装（建築工事）既存アスファルト舗装を撤去の上、新設アスファルト舗装（建築工事）既存アスファルト舗装を撤去の上、新設アスファルト舗装（建築工事）既存アスファルト舗装を撤去の上、新設アスファルト舗装（建築工事）既存アスファルト舗装を撤去の上、新設アスファルト舗装（建築工事）既存アスファルト舗装を撤去の上、新設アスファルト舗装（建築工事）既存アスファルト舗装を撤去の上、新設アスファルト舗装（建築工事）

既存擬石縁石ブロックを取り外しの上、再取り付け（建築工事）既存擬石縁石ブロックを取り外しの上、再取り付け（建築工事）既存擬石縁石ブロックを取り外しの上、再取り付け（建築工事）既存擬石縁石ブロックを取り外しの上、再取り付け（建築工事）既存擬石縁石ブロックを取り外しの上、再取り付け（建築工事）既存擬石縁石ブロックを取り外しの上、再取り付け（建築工事）既存擬石縁石ブロックを取り外しの上、再取り付け（建築工事）

既存洗い出し平板を取り外しの上、再取り付け（建築工事）既存洗い出し平板を取り外しの上、再取り付け（建築工事）既存洗い出し平板を取り外しの上、再取り付け（建築工事）既存洗い出し平板を取り外しの上、再取り付け（建築工事）既存洗い出し平板を取り外しの上、再取り付け（建築工事）既存洗い出し平板を取り外しの上、再取り付け（建築工事）既存洗い出し平板を取り外しの上、再取り付け（建築工事）

コア抜き（建築工事）　※径は図面記載の通りコア抜き（建築工事）　※径は図面記載の通りコア抜き（建築工事）　※径は図面記載の通りコア抜き（建築工事）　※径は図面記載の通りコア抜き（建築工事）　※径は図面記載の通りコア抜き（建築工事）　※径は図面記載の通りコア抜き（建築工事）　※径は図面記載の通り 切断接続.7カ所切断接続.7カ所切断接続.7カ所切断接続.7カ所切断接続.7カ所切断接続.7カ所切断接続.7カ所
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新設ｶﾞｽ給湯器新設ｶﾞｽ給湯器新設ｶﾞｽ給湯器新設ｶﾞｽ給湯器新設ｶﾞｽ給湯器新設ｶﾞｽ給湯器新設ｶﾞｽ給湯器

給湯ﾘﾓｺﾝ取位置付給湯ﾘﾓｺﾝ取位置付給湯ﾘﾓｺﾝ取位置付給湯ﾘﾓｺﾝ取位置付給湯ﾘﾓｺﾝ取位置付給湯ﾘﾓｺﾝ取位置付給湯ﾘﾓｺﾝ取位置付
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既設配管取出接続既設配管取出接続既設配管取出接続既設配管取出接続既設配管取出接続既設配管取出接続既設配管取出接続

既設管切断.続出既設管切断.続出既設管切断.続出既設管切断.続出既設管切断.続出既設管切断.続出既設管切断.続出

4
04
0

4
0
4
0 4
0
4
0

4
0

50505050505050
GGGGGGG

GGGGGGG
GGGGGGG
GGGGGGG

GGGGGGG
GGGGGGG
GGGGGGG

GGGGGGG
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50号50号50号50号50号50号50号

50号50号50号50号50号50号50号

50号50号50号50号50号50号50号

50号50号50号50号50号50号50号

※既設井水配管※既設井水配管※既設井水配管※既設井水配管※既設井水配管※既設井水配管※既設井水配管
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ﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄ

新設電気温水器取付新設電気温水器取付新設電気温水器取付新設電気温水器取付新設電気温水器取付新設電気温水器取付新設電気温水器取付

既設配管取出.接続既設配管取出.接続既設配管取出.接続既設配管取出.接続既設配管取出.接続既設配管取出.接続既設配管取出.接続

既設配管取出.接続既設配管取出.接続既設配管取出.接続既設配管取出.接続既設配管取出.接続既設配管取出.接続既設配管取出.接続

新設電気温水器取付新設電気温水器取付新設電気温水器取付新設電気温水器取付新設電気温水器取付新設電気温水器取付新設電気温水器取付

既設配管切断既設配管切断既設配管切断既設配管切断既設配管切断既設配管切断既設配管切断

ﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止め
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切断取出接続切断取出接続切断取出接続切断取出接続切断取出接続切断取出接続切断取出接続

新設電気温水器新設電気温水器新設電気温水器新設電気温水器新設電気温水器新設電気温水器新設電気温水器
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新設ｶﾞｽ給湯器新設ｶﾞｽ給湯器新設ｶﾞｽ給湯器新設ｶﾞｽ給湯器新設ｶﾞｽ給湯器新設ｶﾞｽ給湯器新設ｶﾞｽ給湯器23号23号23号23号23号23号23号

32323232323232

20202020202020

20202020202020

分離槽分離槽分離槽分離槽分離槽分離槽分離槽

ｺｱ抜き75φ×250Lｺｱ抜き75φ×250Lｺｱ抜き75φ×250Lｺｱ抜き75φ×250Lｺｱ抜き75φ×250Lｺｱ抜き75φ×250Lｺｱ抜き75φ×250L
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既設配管切断既設配管切断既設配管切断既設配管切断既設配管切断既設配管切断既設配管切断

ﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止め

既設ガス管既設ガス管既設ガス管既設ガス管既設ガス管既設ガス管既設ガス管

取出.接続取出.接続取出.接続取出.接続取出.接続取出.接続取出.接続

計量機(貸用品）計量機(貸用品）計量機(貸用品）計量機(貸用品）計量機(貸用品）計量機(貸用品）計量機(貸用品）

既設配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止

既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止7カ所既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止7カ所既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止7カ所既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止7カ所既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止7カ所既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止7カ所既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止7カ所

既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止

3ケ所3ケ所3ケ所3ケ所3ケ所3ケ所3ケ所

既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止

既設給湯配管取出.接続.7カ所既設給湯配管取出.接続.7カ所既設給湯配管取出.接続.7カ所既設給湯配管取出.接続.7カ所既設給湯配管取出.接続.7カ所既設給湯配管取出.接続.7カ所既設給湯配管取出.接続.7カ所

小口径桝取付小口径桝取付小口径桝取付小口径桝取付小口径桝取付小口径桝取付小口径桝取付UT80-50UT80-50UT80-50UT80-50UT80-50UT80-50UT80-50

※既設井水配管取出※既設井水配管取出※既設井水配管取出※既設井水配管取出※既設井水配管取出※既設井水配管取出※既設井水配管取出
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既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止既設給湯配管化粧ﾌﾟﾗｸﾞ止

既設配管切断既設配管切断既設配管切断既設配管切断既設配管切断既設配管切断既設配管切断

ﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止め

2
52
5

2
5
2
5 2
5
2
5

2
5 2
52
5

2
5
2
5 2
5
2
5

2
5

2
02
0

2
0
2
0 2
0
2
0

2
0

2
52
5

2
5
2
5 2
5
2
5

2
5

2
52
5

2
5

2
5 2
5
2
5

2
5

2
52
5

2
5
2
5 2
5
2
5

2
5

2
52
5

2
5

2
5 2
5
2
5

2
5

25252525252525

ｺｱ抜き100φ×250Lｺｱ抜き100φ×250Lｺｱ抜き100φ×250Lｺｱ抜き100φ×250Lｺｱ抜き100φ×250Lｺｱ抜き100φ×250Lｺｱ抜き100φ×250L

ｺｱ抜き75φ×250Lｺｱ抜き75φ×250Lｺｱ抜き75φ×250Lｺｱ抜き75φ×250Lｺｱ抜き75φ×250Lｺｱ抜き75φ×250Lｺｱ抜き75φ×250L
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土工事　建築事土工事　建築事土工事　建築事土工事　建築事土工事　建築事土工事　建築事土工事　建築事
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（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）

（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）

（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）

（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）

ｺｱ抜き75φ×180Lｺｱ抜き75φ×180Lｺｱ抜き75φ×180Lｺｱ抜き75φ×180Lｺｱ抜き75φ×180Lｺｱ抜き75φ×180Lｺｱ抜き75φ×180L
（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）

※現在使用無し※現在使用無し※現在使用無し※現在使用無し※現在使用無し※現在使用無し※現在使用無し

既設配管切断既設配管切断既設配管切断既設配管切断既設配管切断既設配管切断既設配管切断
ﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止めﾌﾟﾗｸﾞ止め

（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）
ｺｱ抜き20φ×180Lｺｱ抜き20φ×180Lｺｱ抜き20φ×180Lｺｱ抜き20φ×180Lｺｱ抜き20φ×180Lｺｱ抜き20φ×180Lｺｱ抜き20φ×180L

既設床暖配管既設床暖配管既設床暖配管既設床暖配管既設床暖配管既設床暖配管既設床暖配管

切断.接続切断.接続切断.接続切断.接続切断.接続切断.接続切断.接続

2カ所2カ所2カ所2カ所2カ所2カ所2カ所

既設ろ過ﾘﾓｺﾝ盤接続既設ろ過ﾘﾓｺﾝ盤接続既設ろ過ﾘﾓｺﾝ盤接続既設ろ過ﾘﾓｺﾝ盤接続既設ろ過ﾘﾓｺﾝ盤接続既設ろ過ﾘﾓｺﾝ盤接続既設ろ過ﾘﾓｺﾝ盤接続

既設制御盤既設制御盤既設制御盤既設制御盤既設制御盤既設制御盤既設制御盤

ｺｱ抜き100φ×250Lｺｱ抜き100φ×250Lｺｱ抜き100φ×250Lｺｱ抜き100φ×250Lｺｱ抜き100φ×250Lｺｱ抜き100φ×250Lｺｱ抜き100φ×250L

既設管切断.続出既設管切断.続出既設管切断.続出既設管切断.続出既設管切断.続出既設管切断.続出既設管切断.続出
ﾌﾟﾗｸﾞ止ﾌﾟﾗｸﾞ止ﾌﾟﾗｸﾞ止ﾌﾟﾗｸﾞ止ﾌﾟﾗｸﾞ止ﾌﾟﾗｸﾞ止ﾌﾟﾗｸﾞ止

新設滅菌器新設滅菌器新設滅菌器新設滅菌器新設滅菌器新設滅菌器新設滅菌器
13φ13φ13φ13φ13φ13φ13φ

1
3φ1
3φ

1
3φ

1
3φ 1
3φ

1
3φ

1
3φ

1
3φ1
3φ

1
3φ

1
3φ 1
3φ

1
3φ

1
3φ

既設井水配管既設井水配管既設井水配管既設井水配管既設井水配管既設井水配管既設井水配管取出接続取出接続取出接続取出接続取出接続取出接続取出接続
※　系統図参照※　系統図参照※　系統図参照※　系統図参照※　系統図参照※　系統図参照※　系統図参照

既設配管取出接続既設配管取出接続既設配管取出接続既設配管取出接続既設配管取出接続既設配管取出接続既設配管取出接続

.20.20.20.20.20.20.20.20.20.20.20.20.20.2032323232323232

滅菌器配管

滅菌器配管

滅菌器配管

滅菌器配管

滅菌器配管

滅菌器配管

滅菌器配管

13φ13φ13φ13φ13φ13φ13φ

50A
既設井戸給水

50A
既設井戸給水

50A
既設井戸給水

50A
既設井戸給水

50A
既設井戸給水

50A
既設井戸給水

50A
既設井戸給水

50A50A50A50A50A50A50A

（接続詳細）

（接続詳細）

（接続詳細）

（接続詳細）

（接続詳細）

（接続詳細）

（接続詳細）

取出65A
取出65A
取出65A
取出65A
取出65A
取出65A
取出65A

参 考　給 湯 ﾕﾆｯﾄ系統配管参 考　給 湯 ﾕﾆｯﾄ系統配管参 考　給 湯 ﾕﾆｯﾄ系統配管参 考　給 湯 ﾕﾆｯﾄ系統配管参 考　給 湯 ﾕﾆｯﾄ系統配管参 考　給 湯 ﾕﾆｯﾄ系統配管参 考　給 湯 ﾕﾆｯﾄ系統配管

取出.接続取出.接続取出.接続取出.接続取出.接続取出.接続取出.接続

32A
（23号

へ）

32A
（23号

へ）

32A
（23号

へ）

32A
（23号

へ）

32A
（23号

へ）

32A
（23号

へ）

32A
（23号

へ）

25252525252525

2020202020202020202020202020

40404040404040

※浴室内給湯配管.屋外共※浴室内給湯配管.屋外共※浴室内給湯配管.屋外共※浴室内給湯配管.屋外共※浴室内給湯配管.屋外共※浴室内給湯配管.屋外共※浴室内給湯配管.屋外共

SUS製ﾗｯｷﾝｸﾞ仕上げとするSUS製ﾗｯｷﾝｸﾞ仕上げとするSUS製ﾗｯｷﾝｸﾞ仕上げとするSUS製ﾗｯｷﾝｸﾞ仕上げとするSUS製ﾗｯｷﾝｸﾞ仕上げとするSUS製ﾗｯｷﾝｸﾞ仕上げとするSUS製ﾗｯｷﾝｸﾞ仕上げとする

20202020202020

※厨房内給湯配管壁取付※厨房内給湯配管壁取付※厨房内給湯配管壁取付※厨房内給湯配管壁取付※厨房内給湯配管壁取付※厨房内給湯配管壁取付※厨房内給湯配管壁取付

保温無し保温無し保温無し保温無し保温無し保温無し保温無し

用　途用　途用　途用　途用　途用　途用　途 品　名品　名品　名品　名品　名品　名品　名 記　号記　号記　号記　号記　号記　号記　号 付　属　品　(取付け金具共）付　属　品　(取付け金具共）付　属　品　(取付け金具共）付　属　品　(取付け金具共）付　属　品　(取付け金具共）付　属　品　(取付け金具共）付　属　品　(取付け金具共） 数　量数　量数　量数　量数　量数　量数　量

給　湯給　湯給　湯給　湯給　湯給　湯給　湯 ｶﾞｽ給湯器ｶﾞｽ給湯器ｶﾞｽ給湯器ｶﾞｽ給湯器ｶﾞｽ給湯器ｶﾞｽ給湯器ｶﾞｽ給湯器

温水器(ﾘﾓｺﾝ）温水器(ﾘﾓｺﾝ）温水器(ﾘﾓｺﾝ）温水器(ﾘﾓｺﾝ）温水器(ﾘﾓｺﾝ）温水器(ﾘﾓｺﾝ）温水器(ﾘﾓｺﾝ）

ﾘﾓｺﾝｺ-ﾄﾞSﾘﾓｺﾝｺ-ﾄﾞSﾘﾓｺﾝｺ-ﾄﾞSﾘﾓｺﾝｺ-ﾄﾞSﾘﾓｺﾝｺ-ﾄﾞSﾘﾓｺﾝｺ-ﾄﾞSﾘﾓｺﾝｺ-ﾄﾞS

ﾘﾓｺﾝｺ-ﾄﾞMﾘﾓｺﾝｺ-ﾄﾞMﾘﾓｺﾝｺ-ﾄﾞMﾘﾓｺﾝｺ-ﾄﾞMﾘﾓｺﾝｺ-ﾄﾞMﾘﾓｺﾝｺ-ﾄﾞMﾘﾓｺﾝｺ-ﾄﾞM

マルチPQUWマルチPQUWマルチPQUWマルチPQUWマルチPQUWマルチPQUWマルチPQUW

マルチカダイｶﾊﾞ-マルチカダイｶﾊﾞ-マルチカダイｶﾊﾞ-マルチカダイｶﾊﾞ-マルチカダイｶﾊﾞ-マルチカダイｶﾊﾞ-マルチカダイｶﾊﾞ-

マルチカダイｶﾊﾞ-マルチカダイｶﾊﾞ-マルチカダイｶﾊﾞ-マルチカダイｶﾊﾞ-マルチカダイｶﾊﾞ-マルチカダイｶﾊﾞ-マルチカダイｶﾊﾞ-

マルチカダイｻｲﾄﾞｶﾊﾞ-マルチカダイｻｲﾄﾞｶﾊﾞ-マルチカダイｻｲﾄﾞｶﾊﾞ-マルチカダイｻｲﾄﾞｶﾊﾞ-マルチカダイｻｲﾄﾞｶﾊﾞ-マルチカダイｻｲﾄﾞｶﾊﾞ-マルチカダイｻｲﾄﾞｶﾊﾞ-

マルチ架台マルチ架台マルチ架台マルチ架台マルチ架台マルチ架台マルチ架台

マルチ架台マルチ架台マルチ架台マルチ架台マルチ架台マルチ架台マルチ架台

マルチ架台マルチ架台マルチ架台マルチ架台マルチ架台マルチ架台マルチ架台

即出湯ﾕﾆｯﾄ即出湯ﾕﾆｯﾄ即出湯ﾕﾆｯﾄ即出湯ﾕﾆｯﾄ即出湯ﾕﾆｯﾄ即出湯ﾕﾆｯﾄ即出湯ﾕﾆｯﾄ

マルチフレキセットマルチフレキセットマルチフレキセットマルチフレキセットマルチフレキセットマルチフレキセットマルチフレキセット

マルチ架台カバ－マルチ架台カバ－マルチ架台カバ－マルチ架台カバ－マルチ架台カバ－マルチ架台カバ－マルチ架台カバ－

温水機器部材温水機器部材温水機器部材温水機器部材温水機器部材温水機器部材温水機器部材

マルチフレキマルチフレキマルチフレキマルチフレキマルチフレキマルチフレキマルチフレキ

マルチ配管マルチ配管マルチ配管マルチ配管マルチ配管マルチ配管マルチ配管

マルチ配管マルチ配管マルチ配管マルチ配管マルチ配管マルチ配管マルチ配管

配管部品配管部品配管部品配管部品配管部品配管部品配管部品

ろ過機ろ過機ろ過機ろ過機ろ過機ろ過機ろ過機 屋外壁掛ｶﾞｽ給湯器屋外壁掛ｶﾞｽ給湯器屋外壁掛ｶﾞｽ給湯器屋外壁掛ｶﾞｽ給湯器屋外壁掛ｶﾞｽ給湯器屋外壁掛ｶﾞｽ給湯器屋外壁掛ｶﾞｽ給湯器

警報ﾀﾝｼ警報ﾀﾝｼ警報ﾀﾝｼ警報ﾀﾝｼ警報ﾀﾝｼ警報ﾀﾝｼ警報ﾀﾝｼ

配管カバ－配管カバ－配管カバ－配管カバ－配管カバ－配管カバ－配管カバ－

配管部品配管部品配管部品配管部品配管部品配管部品配管部品

電気温水器電気温水器電気温水器電気温水器電気温水器電気温水器電気温水器

配管部品配管部品配管部品配管部品配管部品配管部品配管部品

消火器消火器消火器消火器消火器消火器消火器

ガスメ－タガスメ－タガスメ－タガスメ－タガスメ－タガスメ－タガスメ－タ

滅菌器滅菌器滅菌器滅菌器滅菌器滅菌器滅菌器既設機械室既設機械室既設機械室既設機械室既設機械室既設機械室既設機械室

GQ-C5042Z LPGGQ-C5042Z LPGGQ-C5042Z LPGGQ-C5042Z LPGGQ-C5042Z LPGGQ-C5042Z LPGGQ-C5042Z LPG

R-9008MR-9008MR-9008MR-9008MR-9008MR-9008MR-9008M

S3AS3AS3AS3AS3AS3AS3A

M50M50M50M50M50M50M50

65A65A65A65A65A65A65A

5-S25-S25-S25-S25-S25-S25-S2

5-S35-S35-S35-S35-S35-S35-S3

65Aﾖｳ565Aﾖｳ565Aﾖｳ565Aﾖｳ565Aﾖｳ565Aﾖｳ565Aﾖｳ5

S1ZBS1ZBS1ZBS1ZBS1ZBS1ZBS1ZB

S2ZBS2ZBS2ZBS2ZBS2ZBS2ZBS2ZB

S3ZBS3ZBS3ZBS3ZBS3ZBS3ZBS3ZB

取付金具共取付金具共取付金具共取付金具共取付金具共取付金具共取付金具共

取付金具共取付金具共取付金具共取付金具共取付金具共取付金具共取付金具共

取付金具共取付金具共取付金具共取付金具共取付金具共取付金具共取付金具共

PQU-150WSPQU-150WSPQU-150WSPQU-150WSPQU-150WSPQU-150WSPQU-150WS

PQUWPQUWPQUWPQUWPQUWPQUWPQUW

5台分5台分5台分5台分5台分5台分5台分

SC-401-6MSC-401-6MSC-401-6MSC-401-6MSC-401-6MSC-401-6MSC-401-6M

SET5C(ｺﾝﾊﾟｸﾄ）/LPGSET5C(ｺﾝﾊﾟｸﾄ）/LPGSET5C(ｺﾝﾊﾟｸﾄ）/LPGSET5C(ｺﾝﾊﾟｸﾄ）/LPGSET5C(ｺﾝﾊﾟｸﾄ）/LPGSET5C(ｺﾝﾊﾟｸﾄ）/LPGSET5C(ｺﾝﾊﾟｸﾄ）/LPG

5-S5-G50X65/LPG5-S5-G50X65/LPG5-S5-G50X65/LPG5-S5-G50X65/LPG5-S5-G50X65/LPG5-S5-G50X65/LPG5-S5-G50X65/LPG

5S増設/G50X65/LPG5S増設/G50X65/LPG5S増設/G50X65/LPG5S増設/G50X65/LPG5S増設/G50X65/LPG5S増設/G50X65/LPG5S増設/G50X65/LPG

仕切弁JIS10ｋ-65A＝2個　仕切弁JIS10ｋ-32A＝1個　ｶﾞｽ用仕切弁50A＝1個仕切弁JIS10ｋ-65A＝2個　仕切弁JIS10ｋ-32A＝1個　ｶﾞｽ用仕切弁50A＝1個仕切弁JIS10ｋ-65A＝2個　仕切弁JIS10ｋ-32A＝1個　ｶﾞｽ用仕切弁50A＝1個仕切弁JIS10ｋ-65A＝2個　仕切弁JIS10ｋ-32A＝1個　ｶﾞｽ用仕切弁50A＝1個仕切弁JIS10ｋ-65A＝2個　仕切弁JIS10ｋ-32A＝1個　ｶﾞｽ用仕切弁50A＝1個仕切弁JIS10ｋ-65A＝2個　仕切弁JIS10ｋ-32A＝1個　ｶﾞｽ用仕切弁50A＝1個仕切弁JIS10ｋ-65A＝2個　仕切弁JIS10ｋ-32A＝1個　ｶﾞｽ用仕切弁50A＝1個

温度計2組　SUS製FJ65A×500L＝2組　32A×300L＝1組　ｶﾞｽ用FJ50A×500L＝1組温度計2組　SUS製FJ65A×500L＝2組　32A×300L＝1組　ｶﾞｽ用FJ50A×500L＝1組温度計2組　SUS製FJ65A×500L＝2組　32A×300L＝1組　ｶﾞｽ用FJ50A×500L＝1組温度計2組　SUS製FJ65A×500L＝2組　32A×300L＝1組　ｶﾞｽ用FJ50A×500L＝1組温度計2組　SUS製FJ65A×500L＝2組　32A×300L＝1組　ｶﾞｽ用FJ50A×500L＝1組温度計2組　SUS製FJ65A×500L＝2組　32A×300L＝1組　ｶﾞｽ用FJ50A×500L＝1組温度計2組　SUS製FJ65A×500L＝2組　32A×300L＝1組　ｶﾞｽ用FJ50A×500L＝1組

GH-C2310WZ/LPGGH-C2310WZ/LPGGH-C2310WZ/LPGGH-C2310WZ/LPGGH-C2310WZ/LPGGH-C2310WZ/LPGGH-C2310WZ/LPG

SET-1SET-1SET-1SET-1SET-1SET-1SET-1

H68-K　450-WH68-K　450-WH68-K　450-WH68-K　450-WH68-K　450-WH68-K　450-WH68-K　450-W

仕切弁JIS10k-25A=1個　ｶﾞｽ用仕切弁20A＝1個　仕切弁JIS10k-25A=1個　ｶﾞｽ用仕切弁20A＝1個　仕切弁JIS10k-25A=1個　ｶﾞｽ用仕切弁20A＝1個　仕切弁JIS10k-25A=1個　ｶﾞｽ用仕切弁20A＝1個　仕切弁JIS10k-25A=1個　ｶﾞｽ用仕切弁20A＝1個　仕切弁JIS10k-25A=1個　ｶﾞｽ用仕切弁20A＝1個　仕切弁JIS10k-25A=1個　ｶﾞｽ用仕切弁20A＝1個　

SUS製FJ25A×300L=1個　ｶﾞｽ用J20A×300L=1個SUS製FJ25A×300L=1個　ｶﾞｽ用J20A×300L=1個SUS製FJ25A×300L=1個　ｶﾞｽ用J20A×300L=1個SUS製FJ25A×300L=1個　ｶﾞｽ用J20A×300L=1個SUS製FJ25A×300L=1個　ｶﾞｽ用J20A×300L=1個SUS製FJ25A×300L=1個　ｶﾞｽ用J20A×300L=1個SUS製FJ25A×300L=1個　ｶﾞｽ用J20A×300L=1個

REW12A1BHSCM REW12A1BHSCM REW12A1BHSCM REW12A1BHSCM REW12A1BHSCM REW12A1BHSCM REW12A1BHSCM 単相100V1.1ｋｗ単相100V1.1ｋｗ単相100V1.1ｋｗ単相100V1.1ｋｗ単相100V1.1ｋｗ単相100V1.1ｋｗ単相100V1.1ｋｗ

仕切弁JIS10k-20A=1個　SUSFJ20A×300L=2本　仕切弁JIS10k-20A=1個　SUSFJ20A×300L=2本　仕切弁JIS10k-20A=1個　SUSFJ20A×300L=2本　仕切弁JIS10k-20A=1個　SUSFJ20A×300L=2本　仕切弁JIS10k-20A=1個　SUSFJ20A×300L=2本　仕切弁JIS10k-20A=1個　SUSFJ20A×300L=2本　仕切弁JIS10k-20A=1個　SUSFJ20A×300L=2本　

粉末ABC10型=2本粉末ABC10型=2本粉末ABC10型=2本粉末ABC10型=2本粉末ABC10型=2本粉末ABC10型=2本粉末ABC10型=2本

既設ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫　取付既設ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫　取付既設ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫　取付既設ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫　取付既設ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫　取付既設ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫　取付既設ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫　取付

MJ40S2R（付属品1式）MJ40S2R（付属品1式）MJ40S2R（付属品1式）MJ40S2R（付属品1式）MJ40S2R（付属品1式）MJ40S2R（付属品1式）MJ40S2R（付属品1式）

高効率ﾀｲﾌﾟ　50号高効率ﾀｲﾌﾟ　50号高効率ﾀｲﾌﾟ　50号高効率ﾀｲﾌﾟ　50号高効率ﾀｲﾌﾟ　50号高効率ﾀｲﾌﾟ　50号高効率ﾀｲﾌﾟ　50号

高効率1温度制御ﾀｲﾌﾟ(業務用）高効率1温度制御ﾀｲﾌﾟ(業務用）高効率1温度制御ﾀｲﾌﾟ(業務用）高効率1温度制御ﾀｲﾌﾟ(業務用）高効率1温度制御ﾀｲﾌﾟ(業務用）高効率1温度制御ﾀｲﾌﾟ(業務用）高効率1温度制御ﾀｲﾌﾟ(業務用）取付金具共取付金具共取付金具共取付金具共取付金具共取付金具共取付金具共

消火器BOX　SUS製2本立　表示板付消火器BOX　SUS製2本立　表示板付消火器BOX　SUS製2本立　表示板付消火器BOX　SUS製2本立　表示板付消火器BOX　SUS製2本立　表示板付消火器BOX　SUS製2本立　表示板付消火器BOX　SUS製2本立　表示板付 取付金具共取付金具共取付金具共取付金具共取付金具共取付金具共取付金具共

ｶﾞｽ納入業者（貸与品）、中間コック50A＝1個(設備工事）ｶﾞｽ納入業者（貸与品）、中間コック50A＝1個(設備工事）ｶﾞｽ納入業者（貸与品）、中間コック50A＝1個(設備工事）ｶﾞｽ納入業者（貸与品）、中間コック50A＝1個(設備工事）ｶﾞｽ納入業者（貸与品）、中間コック50A＝1個(設備工事）ｶﾞｽ納入業者（貸与品）、中間コック50A＝1個(設備工事）ｶﾞｽ納入業者（貸与品）、中間コック50A＝1個(設備工事）

（単相200V×12W)最高使用圧力0.7MPa　基礎無し（単相200V×12W)最高使用圧力0.7MPa　基礎無し（単相200V×12W)最高使用圧力0.7MPa　基礎無し（単相200V×12W)最高使用圧力0.7MPa　基礎無し（単相200V×12W)最高使用圧力0.7MPa　基礎無し（単相200V×12W)最高使用圧力0.7MPa　基礎無し（単相200V×12W)最高使用圧力0.7MPa　基礎無し

最大除菌処理流量200L/min、薬液槽容量100L最大除菌処理流量200L/min、薬液槽容量100L最大除菌処理流量200L/min、薬液槽容量100L最大除菌処理流量200L/min、薬液槽容量100L最大除菌処理流量200L/min、薬液槽容量100L最大除菌処理流量200L/min、薬液槽容量100L最大除菌処理流量200L/min、薬液槽容量100L

流量比例注入範囲5～200L/min、ホ-ス13φ付流量比例注入範囲5～200L/min、ホ-ス13φ付流量比例注入範囲5～200L/min、ホ-ス13φ付流量比例注入範囲5～200L/min、ホ-ス13φ付流量比例注入範囲5～200L/min、ホ-ス13φ付流量比例注入範囲5～200L/min、ホ-ス13φ付流量比例注入範囲5～200L/min、ホ-ス13φ付
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衛生器具一覧表衛生器具一覧表衛生器具一覧表衛生器具一覧表衛生器具一覧表衛生器具一覧表衛生器具一覧表
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工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名

図　面図　面図　面図　面図　面図　面図　面

一級建築士　大臣登録　第344849号一級建築士　大臣登録　第344849号一級建築士　大臣登録　第344849号一級建築士　大臣登録　第344849号一級建築士　大臣登録　第344849号一級建築士　大臣登録　第344849号一級建築士　大臣登録　第344849号

柴 田  昭 浩柴 田  昭 浩柴 田  昭 浩柴 田  昭 浩柴 田  昭 浩柴 田  昭 浩柴 田  昭 浩
小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事小矢部市デイサービスセンター給排水設備改修工事

2020.122020.122020.122020.122020.122020.122020.12

1/60(A2)1/60(A2)1/60(A2)1/60(A2)1/60(A2)1/60(A2)1/60(A2)

機械設備１階平面図機械設備１階平面図機械設備１階平面図機械設備１階平面図機械設備１階平面図機械設備１階平面図機械設備１階平面図

M-02M-02M-02M-02M-02M-02M-02
富山県小矢部市泉町７－３０富山県小矢部市泉町７－３０富山県小矢部市泉町７－３０富山県小矢部市泉町７－３０富山県小矢部市泉町７－３０富山県小矢部市泉町７－３０富山県小矢部市泉町７－３０

建築設計事務所建築設計事務所建築設計事務所建築設計事務所建築設計事務所建築設計事務所建築設計事務所会 社会 社会 社会 社会 社会 社会 社
株 式株 式株 式株 式株 式株 式株 式 シバタシバタシバタシバタシバタシバタシバタ
ＴＥＬ.（代）0766（68）1177ＴＥＬ.（代）0766（68）1177ＴＥＬ.（代）0766（68）1177ＴＥＬ.（代）0766（68）1177ＴＥＬ.（代）0766（68）1177ＴＥＬ.（代）0766（68）1177ＴＥＬ.（代）0766（68）1177

管理一級建築士　大臣登録第132968号管理一級建築士　大臣登録第132968号管理一級建築士　大臣登録第132968号管理一級建築士　大臣登録第132968号管理一級建築士　大臣登録第132968号管理一級建築士　大臣登録第132968号管理一級建築士　大臣登録第132968号

平　木　　満平　木　　満平　木　　満平　木　　満平　木　　満平　木　　満平　木　　満
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